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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　古い記き憶おくがある。

　たぶん、五歳か六歳か。小学校にはまだ通っていなかったと思う。

　冬だった。

　雪が積つもっていて、庭も屋根も辺あたり一面が白く、僕は珍めずらしい景け色しきに、凍こごえ付くような冷気も気にならず、犬のジョンとまるで童どう謡ようさながらに庭を駆かけ回っていた。

　長なが靴ぐつでつけた足あし跡あとが面おも白しろかった。

　雪ゆき玉だまを転がすと、どんどん大きくなるのにわくわくした。

　冷たい白いものが空から落ちてくる不ふ思し議ぎさと、いつもの風ふう景けいがすべて純じゆん白ぱくで塗ぬり固められた新しん鮮せんさは、たぶん生まれて初めて体たい験けんするものだったのだろう。とにかく何もかもが楽しくて、十年を経へた今思い出しても、温あたたかく懐なつかしく感じる。

　でも、それらのひとり遊びの記憶の中に、後になって考えると奇き妙みような──異物がある。

　少女だ。

　いつの間にか、家の庭ではしゃいでいた僕の傍かたわらに、彼女はいた。

　その頃ころの僕は、もちろん不ふ法ほう侵しん入にゆうなんていう言こと葉ばも知らなかったし自じ宅たくが家族だけのテリトリーであるという認にん識しきすらもなかったから、そいつの存そん在ざいを不思議には思わなかった。何より──軒のき先さきで僕とジョンを見守ってくれていた姉さんが、彼女のことを咎とがめもしなかったのが大きかった。ひょっとしたら姉さんは「あなたどこの子？」くらいは尋きいたのかもしれないし、少女もどこから来たのかを答えたのかもしれない。でも、詳しよう細さいは今となっては朧おぼろで、その遣やり取りがあったのかどうかはわからない。

　ただ覚えているのは、その少女の服ふく装そうと背せ格かつ好こう。

　歳としは、たぶん僕と同じくらい。

　深い紺こん色いろの着物に、長く伸ばした黒くろ髪かみ。

　それらは雪の白の中、まるで和わ紙しに零こぼした墨すみのようだった。

　彼女は言った。

「ゆきははじめてか？」

　うん、と僕は頷うなずいた。

「さむくはないのか？」

　だいじょうぶ、と僕は笑った。

　やけに大人びた喋しやべり方だったのは、朧げに覚えている。

「おまえはげんきなのだな」

　おまえじゃないよ。けいすけっていうんだ。きりさわ、けいすけ。

「けいすけ、か。よいなだ」

　偉えらそうにそう言ったので、じゃあお前はなんていう名前なんだよ、と問とうた記憶がある。

「わたしは──」

　彼女がなんと名乗ったのかは、思い出せない。

　それからしばらくの間、僕と少女は雪の中で遊んだ。ジョンも交えて、ふたりと一いつ匹ぴきで。

　思い出すのは、雪ゆき兎うさぎ。

「うさぎをつくってやろう」

　雪だるましか知らなかった僕にとって、彼女の言こと葉ばは驚おどろくべきものだった。彼女は雪を固め、それから庭に生はえていた椿つばきの葉を千ち切ぎり、ふたつに裂さいて添そえる。

　でも、そこまで作業を進め、彼女の手が止まった。

「なんてんはないのか？」

　うちの庭には、南なん天てんが植うわっていなかった。もちろん僕は、兎の赤い目になるその実のことを知らなくて、きょとんとしていただけだったけれど。

　機き転てんを利きかせたのは姉さんだった。

　姉さんは自分の部へ屋やに行くと、赤いビーズをふたつ持ってきて、少女に手て渡わたした。

　それで雪兎は見事に完かん成せいし、僕も彼女も顔を輝かがやかせる。

「よくやった。おまえ、ほめてやるぞ」

　どこかの姫ひめ様さまのような尊そん大だいなことを少女は言った。

　さすが姉さんだ。僕は幼おさない優ゆう越えつ感かんで少女に鼻を高くした。

　そして──よかったね、と、姉さんが言ったのと同時。

　ぽとりと、雪兎の隣となりに、椿の花が墜おちる。

「きれいだな」

　少女はそれを見て、嬉うれしそうに笑った。




　記き憶おくは、そこで途と切ぎれている。

　彼女がどこの子だったのか、どうしてたったひとりでうちに来たのか、今となってはわからない。正月でも七五三でもないのに和わ服ふく姿すがただった理由も聞きそびれていた。

　どんな顔をしていたかも忘れてしまった。綺き麗れいな娘こだった、というのは子供心に残っているけど、なんだかどきどきしたという記憶だけで、それ以外は消えてしまっている。

　当時高校生だった姉さんなら、きっと覚えていただろう。

　でも、尋きくことはできない。

　姉さんはその二年後、失しつ踪そうした。

　大学受験を控ひかえた年末、高校から帰る途と中ちゆうで消えるようにいなくなってしまったのだ。事じ故こや犯はん罪ざいに巻き込まれた形けい跡せきはまったくなく、警察は無む慈じ悲ひに『家出』と判断した。

　捜そう索さく願ねがいを出しても行方ゆくえはまったく掴つかめず、去年──法ほう律りつ上じようでの死を迎むかえた。

　両親はそれを受け入れず、まだ葬そう式しきも行なっていない。

　姉の部屋は、今でも当時のままだ。ただし写しや真しんは一枚も残っていない。ひょっとしたら両親がどこかに仕し舞まっているのかもしれないが、尋きけるような雰ふん囲い気きではない。

　そのせいで、今ではもう、姉さんの顔すらもよく思い出せずにいる。




　　　　　　　　　　※




　けれど、それから十年ほど経たった、冬。

　姉さんの失しつ踪そうという強きよう烈れつな出で来き事ごとのせいで、あの少女のことなんてすっかり忘れてしまっていた、高校生の僕──俺、霧きり沢さわ景けい介すけは。

　朧おぼろげな懐なつかしい記き憶おくと、再さい会かいすることになる。
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　　　　　　　　　　１




　曇どん天てんの夜に、冷えた空気が深々と澱よどんでいる。

　薄うすく途と切ぎれた雲の隙すき間まから見える朧おぼろ月づきは、暗くら闇やみを照てらすには足たりない。ただ、路ろ地じの脇わきに規き則そく正しく立ち並ならんでいる街がい灯とうは、道を歩く人ひと影かげを露あらわにするに充じゆう分ぶんな明るさを持っていた。

　静せい寂じやくに寝ね静しずまった住じゆう宅たく地ち。

　犬の遠とお吠ぼえを遙はるかに聞きながらひとりの女がいる。

　二十歳を越こえない程てい度どに見える、若い娘むすめだ。

　けれど、奇き妙みよう。そう呼ぶに相応ふさわしい姿すがただった。

　かつての高こう度ど経けい済ざい成長の際さいに発はつ展てんした街まちは、昭しよう和わ末まつ期きの雰ふん囲い気きを未いまだに残したややレトロなものだったが、それでもまだ彼女の異い様ようを隠かくすには現代的過すぎる。

　紺こん色いろの和わ服ふくと、その上から着けた白い洋エ風プ前ロ掛ン。まるで戦前、旧きゆう家かの使用人が纏まとっているかのようなその格かつ好こうは、現代にあっては些いささか奇き抜ばつなファッションと言えた。

　しかし、更さらに。

　その服装さえもを『普通』にしてしまうような装そう飾しよく品ひんを、彼女は幾いくつか持っていた。

　まずは、両手に抱かかえた鳥籠らしきもの。

　球きゆう形たいを半分に割わって縦たてに引き伸のばしたような形状は鳥籠のようだが、白い布ぬので覆おおわれているため、本当にそうなのかはわからない。故ゆえに『らしきもの』。頂ちよう上じようには留とめ金がくっ付いていて、女はそこを右手の指先に引っ掻かけ、残る左手で底そこを支ささえている。

　それからもうひとつ。

　背に負った、大きな白木の四角い箱。

　彼女の背せ丈たけと同どう程てい度どの、それは棺かん桶おけのように見える。

「……お嬢じようさま」

　夜道を音もなく歩きながら、女は呟つぶやいた。

「追おつ手ては、いないよう、です」

　立ち止まり、背はい後ごを身体からだごと振り返って言う。

「どう、致いたしますか」

　一いつ切さいの感情が見られない、抑よく揚ようを消しよう失しつさせた発音だった。

　単たん語ごごとを区切った人間味みのない喋しやべり方がその無む機き質しつさを助じよ長ちようする。

　その言こと葉ばに、

「そうか。お前はどう思う？」

　年若い──どちらかといえば幼おさなさの残る少女の声で、返事があった。

　女の周しゆう囲いには誰だれもなく、彼女は夜道にたったひとりで在いるにも拘かかわらず。

　しかし女は不ふ思し議ぎそうな顔もせず応こたえる。

「『迷まよい家が』へ、行った方が、賢けん明めいに、ございます」

　まよいが、という単たん語ごにほんの少しだけ抑よく揚ようが込められる。

「一度、そこで、体たい勢せいを、整ととのえるべきかと」

「莫ば迦か者もの」

　棒ぼう読よみに近い女の返答に比ひして、それを諫いさめる姿すがたなき少女の声はいかにも泰たい然ぜんだった。

「そんな猶ゆう予よも余よ裕ゆうもない」

「しかし、お嬢じようさまは、」

「……それだ。問題は妾わたしだ」

　男勝まさりの口く調ちようで、少女の声がぴしゃりと言う。

「迷い家に隠かくれるなど、負けを認みとめたことになる。分ぶん家けの奴やつらどもにいいようにされて、挙あげ句く、里さとを離はなれている者を頼たよる？　それが本ほん家けの跡あと取とりのすることか」

　女は黙だまり込んだ。

　答えられない、というよりも、相あい手ての言こと葉ばを待まつかのように。

「まあ、帰る家もない今、迷い家に身みを寄せること自体が悪いとは言わん。が……妾がこの有あり様さまでは、たとえ赴おもむいたとしても窮きゆうするのみであろう」

「『贄にえ』を、最さい優ゆう先せんに、ですか」

「うむ。気に喰くわんが……この際さい、一族の誰だれかでよい。喪も着ぎまでもとは言わん」

　ちらりと背はい後ごを窺うかがい、追おつ手てが見えないのを確かく認にんした女は立ち止まった。

「では、彼処あそこは、如何いかが、でしょう」

　見上げた先には、周しゆう辺へんの住じゆう宅たくとは桁けた違ちがいに大きな建たて物ものがあった。

　鉄てつ柵さくで遮さえぎられた門と、並なみ木き道みち。それからグラウンド。三階建ての無む機き質しつな校舎。

「何だ？　ここは」

「学校で、ございます」

　少女の怪け訝げんな声に女が答える。

「『白しら州す高等学校』」

「……しらす、と？　あの『しらす』か？」

「はい。ここであれば、或あるいは」

　意味ありげな言葉だったが、発した女の口調にはやはり感情がない。

　しばしの沈ちん黙もくの後、鷹おう揚ような少女の声があった。

「そうか……なるほど。妾と無む縁えんな場所であったから算さん段だんに入ってはおらなんだ。ここになら敵てきも味み方かたも居おろう。不意打つも助じよ力りよくを求めるも可か能のうやもしれん」

「ですが、夜が、明ければ、人が、増えます。御おん身みを、隠す、場が、あるかどうか」

「構かまわん。……お前が負おうておるものは何だ？　棺ひつぎがどうにかなる場所があればよい」

「はい」

　女は頷うなずいた。

「では、夜の、明けぬうちに」

　そうして。

　彼女は棺ひつぎを背せ負おい鳥とり籠かごを抱かかえたまま、僅わずかに身みを屈かがめると、直後。

　ふわり、と。

　まるで重力などないかのように跳ちよう躍やくし、大人の二倍ほども高い校門を助じよ走そうもなく飛び越こえ、学校の敷しき地ち内ないへと軽やかに着地する。

「棺かん奈な」

　もう一度背はい後ご、学校の外を窺うかがった女の名を、少女が呼んだ。

「妾はあとどれくらい、生きられる？」

「お嬢じようさまの、気力次し第だいに、ございます。ですが、三日が、限げん度どかと」

「ならば二日だ。二日経たっても打つ手がなければここを出て迷まよい家がへ行こう」

「はい」

　女──棺奈の顔が、暗くら闇やみに溶とけるようにして僅かに上下した。

　もはや街がい灯とうはない。月明かりも女を照てらすには足たりない。

　闇に朧おぼろな、葉のない並なみ木き道みち。

　校こう舎しやの方向へと、異い相そうの女は歩み、消えていった。




　　　　　　　　　　２




　二月の空気は冷たく、しんみりと痛いたい。

　その日は、寒かん波ぱの影えい響きようで最低気温が氷ひよう点てん下かに達するという予報が出ていた。けれど学生にしてみれば、多少寒かったからといってごくごく普通の平へい凡ぼんな一日には変わりない。「今日は寒いね」などという他た愛あいもない挨あい拶さつが校門や通学路で溢あふれる中、霧きり沢さわ景けい介すけはいつものように、七時四十分を少し過すぎた頃ころ、自分の学校──私し立りつ白しら州す高校へと登とう校こうした。

　所しよ属ぞくクラスは一年Ａ組。

　八時から補ほ習しゆうが始まるため既に、来ていない生徒の方が少なかった。コートを脱ぬいで、廊ろう下かに備そなえ付けてある個人用ロッカーへ突つっ込んでから、教室へ入る。

　よう、と声を掛かけてくる友人に軽く手を挙あげて応こたえつつ、自分の席せきへ行き鞄かばんを机つくえの横に掛けた。私立のくせに冷れい房ぼうも暖房も設せつ置ちしていないのはケチだといつも思うが、それでも人の体温と湿しつ度どで外よりも暖あたたかい。一いつ瞬しゆん、かけていた眼鏡めがねが曇くもってしまうのではないかと心しん配ぱいした。

　隣となりの席の女子生徒が、集まった数人と談だん笑しようしている。

　景介が登校してきたのを見ると、おはよう、と、朗ほがらかに挨拶をしてきた。

「あー、おはよう」

　応こたえつつ、彼女の顔を見た。

　にこやかな笑え顔がおは僅わずかに鼻が赤い。自分と同じく登とう校こうしてきたばかりなのだろう。

　秋あき津つ依い紗さ子こは、このクラスで最もつとも成績のいい、言わば優ゆう等とう生せいだ。

　それもただの優等生ではない。なにせ彼女は、抜ばつ群ぐんの学業に加くわえて容よう姿し端たん麗れい。おまけに人当たりもよくクラスメイトからの人気も高い、まるで絵に描かいたような存そん在ざいなのだ。鼻を多少赤くしていてもまったく揺ゆるぎない清せい楚そさと可か憐れんさには、毎日のことながら感心する。

　とはいえ景けい介すけは他の男子たちのように、彼女に対して過か剰じように色めき立ったりはしない。

　まあ確たしかに綺き麗れいなのはわかるし、話をするのに僅かな緊きん張ちようを覚えたりもするのだが、どうにもそのせいか彼女には、どこか他人に対して一いつ線せんを引いているところがあると思っている。もちろんそれは景介が勝かつ手てに感じていることだ。たぶん、単たんに好このみではない、もしくは完かん璧ぺき過すぎて今ひとつ異い性せいとしての魅み力りよくがピンとこないというだけだろう。

　そのことを他の奴やつらに話すと、お前はどれだけ望のぞみが高いんだとか、いや低過ぎてわからないんだろうこのジャンクフードを喰くい慣なれた現代人めとか、だったらその席せき今すぐに俺と替わりやがれ猫ねこに小こ判ばんだなどと罵ののしられるが、生あい憎にく席を譲ゆずる気はない。

「秋津、世せ界かい史しの課か題だいやってきた？」

　なにせ、優等生の隣の席は実に美お味いしいのだ。

「うん、やってきたわよ」

「見せてくれ」

「はいはい」

「あー、霧きり沢さわ、また依紗子に頼たよって」

「甘あまえてんよねえ。ま、依紗子の隣となりになった男子は大たい概がいそうだけど」

　彼女の友人たちが口々に景介をからかってくる。

「世界史、苦手なんだよ」

　肩を竦すくめつつ、適てき当とうに景介はあしらった。とはいえ実際、彼女たちの言こと葉ばは否ひ定ていできない。課題だけではなく、授業中に教師に指名された時なども実に重ちよう宝ほうしている。

　彼女からプリントを受け取り、椅い子すに腰こし掛かけた。

　と、目ざとく歩あゆみ寄ってきたクラスメイトの荒あら木きが、にやにや笑いながら、

「おい、俺にも見せろよこの性しよう悪わるメガネ」

　景介はふん、と鼻を鳴らし、言ってやった。

「俺じゃなくて秋津に跪ひざまずいて許きよ可かを乞こえ。あと、性悪メガネ言うなアホ」

　性悪メガネ。

　景介は一部の友人から、そう呼ばれている。

　斯か様ように不ふ名めい誉よかつ人じん権けん無む視しな渾名あだなをつけられてしまった経けい緯いを、当とうの景介は覚えていない。単たんに口が悪かったとか、性格が悪かったとか、眼鏡めがねの奥おくの目付きが悪かったとか、眼鏡をかけているのに比ひして成績が悪かったとか、そういった些さ細さいなことが切っ掛かけだったのだろう。全部『悪かった』のが理由だというのが自分で考えて腹はら立だたしい。……というか、実のところどれもこれも、自じ己こ評ひよう価かとしては、それほど『悪くない』と思うのだけど。

　少なくとも客きやつ観かん視しできる中で言うなら、成績は中の上程度だ。苦手科目が幾いくつかあり、それがクラス平へい均きん点てんを思いきり下げているというだけ。

　今、秋あき津つからプリントを受け取った世せ界かい史しもそのひとつ。

「跪ひざまずかれても困るよ。仲なか良よく見てね」

　秋津は苦く笑しようしつつそう応こたえ、荒あら木きが「依い紗さ子こさんは優やさしいなあ」などと鼻の下を伸のばした。

「でれでれするなこのアホ。プリント写うつすならさっさと用意しろよ」

　思わず口を突ついて出た。

「あ？　でれでれなんかしてねえっての」

　眉まゆをひそめつつ『余よ計けいなことを言うな』という顔をする荒木は、クラスメイト男子大半の例に洩もれず、秋津に憧あこがれている。その殆ほとんどは高たか嶺ねの花だと諦あきらめているのだが、この男に限ってはどうにも自分の身みのほどを知らない。盛さかんにアプローチをしてみては軽くあしらわれる日々が、かれこれもう一年近く続いている。

　──そろそろクラス替えだってのに、諦めの悪い野や郎ろうだなまったく。

　今度は口に出さずに、そう思った。

　もっとも、荒木は次年度も秋津依紗子と同じクラスになるかもしれない。こいつは二学期に行なった進路決定において、選せん択たく科か目もくから進学コースまでもを彼女とまったく同じにしたという筋すじ金がね入りだ。好すきな娘こと同じ教室で過すごしたいがために自分の未来を決めるというのは呆あきれを通り越こして恐おそれ入る。景けい介すけには真ま似ねできそうもない。

「ねえ、霧きり沢さわくん、荒木くん」

　などと考えつつ適てき当とうにプリントの空くう白はくを埋うめていると、秋津がクラスメイトたちの談だん笑しようから一いち時じ離り脱だつし、こっちへ顔を寄せて尋きいてきた。

「昨日のニュース、見た？」

「ああ、あれ」

　真まっ先に反はん応のうする荒木。

「凄すごかったな、なんか近所ってのが嘘うそみてえ」

　近所、という単たん語ごでようやく、景介は彼女が何のことを話題にしたのか思い至いたる。

「あの山火事？」

「そう、それ」

　昨日、と秋津は言ったが、正確に起きたのは一昨日おとといの夜から明け方にかけてだ。

　この高校からさほど離はなれていない山地。そこにある森が、まるごとひとつ燃えた。

　中心部から車で二十分も走れば途と端たんに『となりのトトロ』に出てきそうな田でん園えんと山林地帯へと辿たどり着いてしまうこの田舎いなか町まちでは、全国区の事じ件けんなど珍めずらしい。

　昨日の夜のテレビではしきりに、焦こげてしまった木々の映えい像ぞうが流れていた。山はどこかの誰だれかの私有地だったらしいが、山中に住んでいる人間はいなかったそうで、死し傷しよう者しやなし。冬ごもりしていたリスやイノシシやアナグマなんかは、ひょっとしたら焼け死んだかもしれない。

「ね、原げん因いん、何だったのかな」

「バカな大学生が焚たき火びでもしたんじゃないのか？」

　あまり興きよう味みがなかった景けい介すけは課か題だいのプリントの空くう欄らんを埋うめつつ適てき当とうに返す。横から荒あら木きの、てめえ依い紗さ子こさんのお言こと葉ばをなに流してやがんだみたいな視し線せんが突つき刺ささってきたが無む視し。

　実じつ際さい、高校からひと駅えきの場所にある私し立りつ大学の学生は、たまに妙みような騒さわぎを起こす。きっとそんなところだろう。もしくは、山の持ち主ぬしが野の焼やきを失敗したか。

「原因、まだわかってないんだよな？」

　荒木は景介を放って、秋あき津つと歓かん談だんすることを選んだようだ。

「うん。霧きり沢さわくんの言ったみたいに事じ故こならまだいいけど、放ほう火かだったらイヤだよね」

　不安げな秋津の声を聞き流しながら、確たしかにそうかも、とは思う。

　火事の起きた山は、景介の家からも学校からも、さほど遠くない。何より、自分の住んでいる街まちに物ぶつ騒そうなことが起きて嬉うれしい人間はいない。

　……とはいえ、自分も含ふくめて、秋津も荒木も一いつ介かいの高校生に過すぎないのだ。ドラマや漫まん画がではあるまいし、解かい明めいに乗り出そうとか犯はん人にんを捜さがそうとか、そんな話にはならない。

「ああ、恐いよな」

「恐いわね」

　極きわめてありきたりな感想を言い合って、火事の話題はあっという間に終わった。

「で、荒木。お前、課題写うつさなくていいのか？」

　景介は秋津と楽しそうに向き合っている荒木の背せをつついた。まあ実際、こいつは自分と違ちがって課題なんて本当はどうでもいいだろうから放っておこうかとも考えたのだけど。

「お前が写し終わった後でいいよ」

　返答は実に賢さかしかった。景介が作業している間秋津とお喋しやべりをしつつ、しかも自分の優やさしさをアピールできるという一いつ石せき二に鳥ちようの作戦だろう。

　景介はつい、そんな彼の作戦を踏ふみにじってやりたくなる。

「残念だけど俺は終わった」

　──こんなだから性しよう悪わるメガネだの言われるのかね。

　自分の性格に苦く笑しようしつつ、荒木を見る。

　もう少し気を利きかせろ、と言いたげな顔で「そうか」と、嫌いや々いやこっちを向いてきた。

「助かったよ、秋津」

「いえいえ、どう致いたしまして。……間ま違ちがってたらごめんね」

「大だい丈じよう夫ぶ。適てき当とうに違ちがう答えも織おり交まぜつつ書き写うつしてる」

「あは、そういうところは要よう領りよういいね、霧きり沢さわくんは」

　秋あき津つの笑え顔がおは、確たしかに魅み力りよく的てきではあった。

　筋すじの通った鼻び梁りようと、薄うすい唇くちびる。長く伸のばした髪かみの幾いく筋すじかには細いリボンが結ゆわれてあって、一見シンプルながら清せい楚そな雰ふん囲い気きを出している。笑わないとどこか無む機き質しつな人形みたいに見える両目も、細まることで愛あい嬌きようのある形になって、それがギャップを感じさせるのかもしれない。

　計はからずもどきりとしてしまった景けい介すけを見み透すかしたように、秋津は、

「ね、古こ文ぶん、得とく意いだったよね？」

　少し身みを寄せて、わざとらしさのまったくない上うわ目め遣づかいでこっちを見てくる。

　無む意い識しきでやっているとしたら天てん性せいだなこりゃ、と思った。

「あー、まあ、苦にが手てではない」

「だったら、交こう換かんで課か題だい見せて？　ちょっと確かく認にんしたいの」

「すまん。やってきてない」正直に答える。せっかくだが、如い何かに得意科目であろうと、出された課題を家でやってくる習しゆう慣かんなど持っていない。

「もう。……何よそれ」

　少し剥むくれて唇くちびるを尖とがらせた秋津の表情に、盗ぬすみ聞きしていた荒あら木きが課題を写す手を止める。

　やれやれ、と心の中でだけ肩を竦すくめつつ、景介は軽かる口くちを叩たたいた。

「秋津さ、古文、苦手なのか？　古こ風ふうな名前なのに」

　依い紗さ子こ、だなんてちょっと変わっている。

「自信ないところがあって。……ちなみにね、この名前はお婆ばあちゃんがつけてくれたのよ。でも私は現代人なので古文もすらすら読めません」

　こんなくだらない会話に対しても楽しそうにできる彼女を少しだけ羨うらやましく思った。

　まあ、自分は女じゃないし、愛嬌なんかいらないだろう。特に、好きな女の子が他の男と仲なか良よさげに話をしているのが気に入らない友人の前では。

「ところで、アホの荒木がお前の回答丸まる写ししてるぞ。バレたらことじゃないのか？」

　さりげなくかどうかはともかく荒木に話わ題だいを振って、

「っ、誰だれがアホだ！」

「え、丸写しだと困るわ、荒木くん」

「いやあ、そんなことしてないって。この性しよう悪わるメガネが適てき当とうなことを……」

「だから性悪メガネ言うな」

　景介はノートを持ち席せきを立った。荒木の頭をはたき、その場を去さる。

　自分の席から離はなれるのは理り不ふ尽じんな気がしたが、自じ身しんに課かした朝の任にん務むはまだ終わっていない。昨日は世せ界かい史しに古文、それから地ち理りの課題が出たのだ。

　教室の後ろ、窓まど際ぎわの隅すみへと行った。

　そこにはひとりのクラスメイトが、ぼんやりと窓の外を眺ながめている。

　もっさりとしてあか抜けない髪かみ型がたに、不ふ健けん康こうそうな痩やせ気ぎ味みの身体からだ。普ふ通つうにしているだけでどこか悲しげな顔。よく言えば儚はかなげ、悪く言えば暗い──そんな雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女だ。

「灰はい原はら」

「……え」

　景けい介すけに名を呼ばれた灰原吉よし乃のは、驚おどろいたように振り返った。

「お前さ、地ち理りの課か題だいやってきた？」

「え、と」

　問とわれると、口くち籠ごもりながら目をぱちぱちと瞬またたきさせ、それからほんの僅わずかに俯うつむく。

　それがイエスとノーのどちらを表現しているのか判断できずに、景介は苦く笑しようした。

　灰原はいつもこんな調ちよう子しだ。

　彼女とは中学が同じだったのだが、元気に笑っている姿すがたをあまり見たことがない。極きよく端たんに感情表現が下へ手たなのと、内うち気きなのが原げん因いんして友人がいないのだ。

『あの娘こ暗いよね』とか『なに考えてるのかよくわからない』なんていう女子の陰かげ口ぐちも、何度か耳に挟はさんだことがあった。同どう性せいの評ひよう判ばんもそんなだから男子にとっても尚なお更さらで、クラス内ではまるで空気のように扱あつかわれている。

　でも、景介は彼女が嫌きらいではなかった。

　どこか陰いん鬱うつとした雰囲気も、会話にならないほどの内気さも、他のクラスメイトたちが言うほど気にならない。無む口くちだからといっても話が通じない訳わけでも、性せい格かくが悪い訳でもないのだ。

　それに、もうひとつ。

　霧沢景介は灰原吉乃という少女に対して、極きわめて個こ人じん的てきな、一方的な親しん近きん感かんを持っている。口にするのも失しつ礼れいだしわざわざ話わ題だいにすることでもないから確かく認にんなどしたことはなく──ただ、勝かつ手てに思っているだけだったが。

　──こいつと俺は、たぶん似にてるところがあるんだ。

「やってきたんならさ、見せてくれないか？　俺、地理苦にが手てなんだよ」

「……は、い」

　灰原は机つくえの中からノートを取り出して、景介に差し出す。

「あの、わたし、字……その」
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　真まっ赤かになった顔で口籠った灰原に、

「お前の字、見やすいし丁てい寧ねいだよ」

　受け取りながら景介は言った。折おりに触ふれて課題を見せてもらっているのだが、毎回ぎこちない口く調ちようで同じ言こと葉ばを口にするので、もう慣なれてしまっている。

　とはいえ、このまま借りっ放しというのはどうにも悪い。

「ありがとう灰はい原はら。その内うち、お礼れいでもするわ」

　具ぐ体たい的てきに何も決めていないが、景けい介すけはそう告つげて笑う。灰原は「え」と驚おどろいたような顔をして、また俯うつむいて唇くちびるを少し動かした。何を呟つぶやいたのかはわからない。でもまあお礼と言ったってさすがに課か題だい程てい度どで大たい層そうなものをプレゼントする気もない。せいぜいが昼食時のジュース一週間分だとかそんなものだ。奢おごられて困こまるものでもないだろう。

「ノート、いつ返せばいいか？　できれば二限くらいまでは借かりときたいんだが」

「あ、はい……」

　今度はこくりと小さく頷うなずいた。

　──それにしてもどうしていつも敬けい語ごなんだよ、まったく。

　苦く笑しようしつつ、自分の席せきへ戻る。

　ほんの僅わずか留る守すにしている間に、談だん笑しようしている人数と面子めんつが変わっていた。

　男子は荒あら木きに加くわえて、宮みや川かわ。女子は元もと々もといた秋あき津つに、木こ陰かげ野の、日ひ崎ざきだ。男子は宮川が増えただけだが女子は秋津以外がまるごと入れ替わっている。女の朝は忙いそがしいなと思いつつ、

「おい英えい、そこをどけ」

　図ずう々ずうしくも自分の席に腰こし掛かけていた宮川英の頭を、景介は掴つかんだ。

「ちょっと、やめてよ景介。髪かみの毛けが乱みだれるじゃないか」

「わざとだよ。さっさとどかないと、その鳥の巣すみたいな頭に飼かってる可愛かわいい雛ひなたちが無む惨ざんに潰つぶれるぞ。親鳥が帰ってきたらぴーちくぱーちく大泣きだ」

「ひどいなあ、もう……このヘアスタイル、大変なんだよ」

　宮みや川かわ英えいは小こ柄がらで顔立ちも中ちゆう性せい的てきな、母ぼ性せい本ほん能のうをくすぐる容よう姿しだ。事実、外がい見けんだけで言うなら女子からの人気はかなり高い。が、如何いかんせん微び妙みようにナルシストっぽいせいで、女性陣じんからの評ひよう価かは中の上程てい度どに留まっている。まあ、荒あら木きのようにもてないよりはマシかもしれない。

「けーくん、やめなよ。雛ひな鳥どりが可哀かわい想そうだよ……」

　と、日ひ崎ざき歩ほ摘づみがどうにもずれたことを言ってくる。肩かたで切り揃そろえた髪かみと可愛かわいらしい顔は万ばん人にん受けしそうな妹いもうと系けいといった感じなのだが、思し考こう回かい路ろが少々残念なのが玉に瑕きずだ。

「そういやさ、孵ふ化かしかけの雛を卵ごと茹ゆでる料りよう理りってあったよね」

　イヤなことをナチュラルに口にしたのは、木こ陰かげ野の棗なつめ。メルヘン気ぎ味みな名前に比ひしてさばさばした性せい格かくで、男女ともからに好すかれている。もっとも、その大たい半はんから女扱あつかいされていない。

「お前らはなんでそんな朝っぱらから元気なんだ」

　押し退のけた宮川の代わりに椅い子すに座すわりながら、景けい介すけは憎にくまれ口を叩たたいた。

「朝ご飯はん、ちゃんと食べたから！」

「あの……そういう意味じゃないと思うわよ、歩摘？」

　日崎へ丁てい寧ねいにつっこみを入れたのは秋あき津つだった。さすが優ゆう等とう生せい、抜かりがない。

「荒木、世せ界かい史しは終わったのか？」

「いや、まだだ！」

「……威い張ばるこっちゃねえ、アホ。英は何しに来たんだよ」

「ん？　遊びにだよ」

　手て鏡かがみを眺ながめつつ、景介が乱みだした髪かみ型がたを整ととのえながらこともなげに言う宮川。

「鏡に向かって『遊びにきた』とか言うな、気き味み悪い」

「おー、本日も性しよう悪わるメガネは絶ぜつ好こう調ちようであります、大たい尉い」

　けらけら笑いながら木陰野がからかってくるので、

「大尉ってなんだ？　どこの所しよ属ぞくだよ木陰野軍ぐん曹そう」

「あ、一いち応おう士し官かんなんだ」

　士官ならこのアホどもの教育をしっかりやれ。心の裡うちでだけそう毒どくづきつつ、景介は地ち理りの課か題だいを始める。こいつらの相あい手てをしているのもそれなりに楽しくはあるが、それではせっかくノートを貸してくれた灰はい原はらに申もうし訳わけが立たない。

「ねーねー、けーくん」

　と考えていたし実じつ際さいに作さ業ぎように取り掛かかっていたのにも拘かかわらず、日崎が話し掛かけてきた。

「なんだ？」

　顔を向けずに返事をする。

「そのノート、灰原さんから借かりたんだよね？」

　少し声を潜ひそめながらの質しつ問もん。

　ああ、と首しゆ肯こうして横目で日ひ崎ざきを見ると、興きよう味み深げな顔をしていた。

「灰はい原はらさんって、どんな娘こなの？」

「なんだよそれ。三学期にもなって」

「いや、だって……あんまり話、したことないし」

　女同どう士しならお前らの方が知ってるだろ、と言いかけ、そうでもないのか、と思い直す。

　灰原はいつもひとりでいる。だったら性せい別べつは関係ないだろう。むしろ女同士であるが故ゆえに、彼女のことがわからないのかもしれない。

「話し掛けてみればいいんじゃないのか？　別に灰原がお前らを拒きよ絶ぜつしてる訳わけでもなし」

「うーん、私も隣となりの席せきになったこととかあるんだけどさ。ちょっと取っ付きにくいというか。それに……いさちゃんは時々話し掛けてあげてるんだけど、やっぱり反はん応のう薄うすいんだよねー。いさちゃんがダメなら私もダメだよ」

　と、日崎は少し寂さびしそうに笑った。

「仲なか良よくしたいとは思ってるの。……もうすぐ学年も終わっちゃうし」

　日崎の言こと葉ばに、秋あき津つがそう付つけ加くわえる。

「うちのクラスであの娘とちゃんと話してるの、霧きり沢さわだけだよ」

　木こ陰かげ野のの言こと葉ばに、景けい介すけは顔を上げた。

「……俺が？」

　正直なところ、それほどまでなのか、と思った。

　自分だって灰原吉よし乃のと話をする機き会かいは数日に一度程てい度どしかないのに。

「そう……か」

　それを聞き、なんとなく嫌いやな気分になる。

　彼女と話をしないクラスメイトに対してでも、コミュニケーションが苦にが手てな灰原に対してでもない。まったく気付かなかった自分にだ。

　中学の頃ころの彼女は、そこまでひとりきりという訳でもなかった。

　今と同じく口数は極きよく端たんに少なかったし、内うち気きが災わざわいして校内でもまったく目立たない存そん在ざいだったけど、少なくとも、孤こ独どくとは縁えん遠い状じよう況きようだった。

　いたのだ、友達が。

　名前を、尾おノの上うえ梨り々り子こといった。

　彼女と灰原はいつも一いつ緒しよだった。灰原と違ちがって活かつ発ぱつな娘こで、対たい照しよう的てきが故ゆえに気が合っているようだった。景介も、尾ノ上とクラスメイトになっていなければ灰原のことなんて気にも留とめなかったし、名前も顔も覚えることはなかったかもしれない。

　けれど、中学二年の頃。その灰原の友人である少女は──失しつ踪そうした。

　学校が騒さわぎになった。いろんな噂うわさが流れた。

　結けつ局きよくは家いえ出で、ということになった。家族は今でも捜さがしているだろう。

　あの頃ころのことはよく覚えている。

　尾おノの上うえとそれなりに仲なかのいい友人だったことだけが理由ではない。

　突とつ然ぜんの失しつ踪そう。それは、景介の姉と同じだったからだ。

　あれ以来、景けい介すけは灰はい原はら吉よし乃のに複ふく雑ざつな親しん近きん感かんを持っている。

　もちろん当時は違ちがった。姉の失踪からまだ四年、家族の間で『もう戻ってこないかもしれない』という空気が漂ただよい始めた矢や先さきに起きた出で来き事ごとで、景介もショックが大きかったから、灰原のことなんか考える余よ裕ゆうはなかったのだ。

　だけど時間が経たつにつれ、自分のことよりも灰原のことが気になり始めた。

　すっかり塞ふさぎ込んで誰だれとも話をしなくなった彼女の姿すがたが、姉がいなくなった当時の自分と重なった。灰原を放っておくのは、過か去この自分を見み捨すてるようで気分が悪い──そんな思いから、景介は時とき折おり、彼女に話し掛かけるようになった。

　もっとも、灰原とは尾ノ上の話を一度もしたことがない。

　しないのではなく、できなかった。

　いっそ失踪ではなくて事じ故こ死しか何かであれば、お互たがい傷きずの舐なめ合いもできただろう。思い出話にもなっただろう。そういう意味で、死し別べつの方がまだマシだ。

　生きているのかどうかわからない。死んでしまったのかどうかわからない。何な故ぜいなくなってしまったのかわからない。今どこでどうしているのかもわからない。

　そして、残された自分たちがどうしていいのかも──わからない。

　諦あきらめればいいのか、悲しめばいいのか、捜しまわればいいのか、希き望ぼうを持てばいいのか。

　すべてのことに区く切ぎりがつかず、それ故ゆえに、残された人間たちも感情が共きよう有ゆうできない。

　自分の家族がまさにそうだった。『絶対に生きている』と希望を捨すてない父と『もう諦あきらめよう』と主しゆ張ちようする母は意見の食い違ちがいからぎこちなくなり、景介も両親に対してどこか遠えん慮りよするようになった。今でこそ両親は元もと通どおりに見えるが、姉の話題は禁きん忌きだ。

　それなのに、家族同どう士しでさえそうなのに、灰原に何が言える？

「おい、性しよう悪わるメガネ」……などと考えていると。

　荒あら木きが怪け訝げんそうな顔で、景介をじっと見み詰つめていた。

「うわっ！　なんだこのアホ、顔近いんだよ！」

「アホはお前だ。いきなり黙だまりこくんなよ」

　悪かったよ、と溜ため息いきを吐つきながら、景介は頭を掻かいた。

　考え込んでしまうと回りが見えなくなるのは悪い癖くせだ。気を付けよう。

　しかし、日ひ崎ざきが、女子たちが灰原のことをそんなふうに思ってるとしたら──少し考えを変えた方がいいのかもしれない。もちろん灰原に何が言えるかといえば、何も言えない。

　でも──、

「……なあ、秋あき津つ」

「ん？　なあに？」

　秋津依い紗さ子こは、このクラスの女子の中心にいる。だったらこいつに頼たのむのが手っ取り早い。

「今度、遊びに行かないか？　みんなで」

「……っ!?」秋津に熱を上げている荒あら木きが途と端たんに息いきを呑のむ。

　──残念ながらお前のためじゃねえよ。

「みんなって？」

「あー、まあテキトーに。どうせ暇ひまだろ？　日ひ崎ざきはバレー部、忙いそがしいか？」

「ん？　私はねー、まあ、サボればいいよ」

　あっけらかんと笑う日崎に対し、

「ううむ。あたし、サボれるかな」

　木こ陰かげ野のがわざとらしく眉まゆをしかめるが、

「菓か子し食って茶ちや啜すするだけの茶さ道どう部ぶが何言ってんだ」

　それは彼女なりの冗じよう談だんなのはわかっている。

　ともかく、この面子めんつで遊びに行くこと自じ体たいは簡かん単たんだ。

　問題は、もうひとり。

　景けい介すけは少し小こ声ごえで、教室の隅すみで本を読んでいる灰はい原はらを指ゆび差さした。

「それでな、秋津。もしよかったら……あいつも誘さそってやってくれないか？」

「灰原さんも？」

「あいつ、あんま喋しやべらないし、まあ性せい格かくも暗いけど……でも、いい奴やつだから」

　正しよう直じき、こんなこと柄がらではないし、お節せつ介かいかもしれない、とも思う。彼女がひとりでいることを望んでいるのなら、孤こ独どくを自みずから選えらんでいるのなら、自分が出る筋すじ合あいではない。

　でも、灰原の友人の失しつ踪そうから、もう二年近く経たつ。

　たったひとりで二年間も、友達も作らずに、誰だれとも積せつ極きよく的てきに触ふれ合わずに、あいつがどんな気持ちで淡たん々たんと日々を過すごしてきたのか。それが容よう易いに想そう像ぞうできて、胸むねが痛いたい。

　灰原はたぶん、自分の隣となりの空間を、いつか戻ってくるかもしれない尾おノの上うえのために空あけ続けている。そこを埋うめたら親友が二度と戻ってこなくなるような──そんな恐きよう怖ふとともに。

　でも、空くう白はくを保たもったままでいることは、尾ノ上を呼び戻す手しゆ段だんにはならないのだ。

　景介は、それを厭いやというほど思い知っている。

「あいつ、もっと……いや、もう少しでいいから、笑った方がいいと思うんだよな」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいて、景介は秋津の表情を窺うかがった。

　視し線せんを遣やった相あい手ては一いつ瞬しゆんだけ考え込むような表情を見せ、

「うん、そうだね」

　微び笑しようを浮かべ、頷うなずいた。

「いつがいい？　三学期は中間テストないし……二月中ならみんな、大だい丈じよう夫ぶかな？」

「ああ、大丈夫、全然問題なしだ」

　冷れい静せいを装よそおいつつどこからどう見ても大喜びな荒あら木きが真まっ先に賛さん同どうし、宮みや川かわも「いいよ」と首しゆ肯こうする。日ひ崎ざきと木こ陰かげ野のは顔を見合わせて、何な故ぜか景けい介すけを見てにやりと笑ってから「オッケー」と口を揃そろえた。……その笑え顔がおが引っ掛かかる。まさか、変な勘かん違ちがいをしたのではあるまいか。
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　誤ご解かいだ、と言おうとしたが、今だと逆ぎやくに変な勘かん繰ぐりを受けるのでやめておく。それに説明するとなると、自し然ぜん、灰はい原はらの過か去こに触ふれないといけなくなる。

　まあ、日崎と木陰野が余よ計けいな世話を焼こうとしたら止めればそれでいいだろう。

　それに余計な世話というのであれば、他人のことは言えない。

　あいつは誘さそわれてどう思うだろう。困こまらせてしまうかもしれない。そんな後こう悔かいを微かすかに覚えるが、その時はその時、ダメで元もと々もとだと気持ちを切り替える。

　予よ鈴れいが鳴った。

　朝の休み時間は終わりを告つげる。集まっていた面めん々めんが、それぞれ自分の席せきへと戻っていく。隣となりの秋あき津つと目が合うと、彼女はウインクで応こたえた。

　景介は肩を竦すくめると、灰原のノートを机つくえに仕し舞まった。




　　　　　　　　　　３




　そして、昼休み。

　いつものように荒あら木きと宮みや川かわと三人で購こう買ばいに行き、適てき当とうに買ったパンを食べ終え、それから後の授業に備そなえて秋あき津つ依い紗さ子この課か題だいを見せてもらい──あと十分ほどで五限目が始まるかという頃ころ、景けい介すけはトイレへ行っておこうと思い、教室を出た。

　廊ろう下かでは生徒たちが入り混まじって談だん笑しようなどしている。別のクラスの生徒たちと集まっている日ひ崎ざきが横目に見えた。たぶんバレー部の連中だろう。目が合ったので軽く視し線せんで返す。

　と、数メートルほど廊下を歩いた先。

　ひとり、腕うでを組んで窓まどの外を眺ながめている別の友人を発見した。

「……なにやってんだ？　木こ陰かげ野の」

　横から声を掛かけられた木陰野棗なつめは振り返り、霧きり沢さわか、と呟つぶやく。

　それにしても『ひとりで腕組み』なんて男らしい仕し草ぐさがやけに絵になるなこの女は、などと思いつつ、友人たちと話もせずにいるのが気になった。

「なんでそんな物もの憂うげなんだよ」

「いや、別に憂ゆう鬱うつってのとは違ちがうけどさ」

　笑う木陰野は、それでもどこか思うところがありそうな顔で、

「あのね、霧沢」

　少しの間を置き、ゆっくりと言う。

「朝の、灰はい原はらさんのことだけど……」

「なんだ、もう尋きいてくれたのか？」

「いや、違うよ。そうじゃない。あー、なんて言ったらいいのかな、これ」

　逡しゆん巡じゆんするように口くち籠ごもるが、元もと々もとうじうじと思い悩なやむような性せい格かくでもないのは景介も知っている。彼女は頬ほおを僅わずかに掻かいてから「まーいいや」と頷うなずいた。

「あのさ、あたし、高校から……その、引ひっ越こしてきたんだよね」

「そうだな。知ってる」

　彼女の出しゆつ身しん中学は確たしか県けん外がいで、こっちに来たのは親の転てん勤きんとかだったはずだ。

「でもあたしは、けっこう友達作ろうって頑がん張ばった訳わけよ」

「……ああ」こいつの言いたいことはわかる。

　灰原と同じ中学だった生徒は景介自じ身しんを含ふくめてそれなりに多い。だから、彼女は決して最初からひとりきりだった訳わけではないし、ひとりきりにならざるを得なかった訳でもないのだ。

　対して木陰野は──妙みように排はい他た的てきな風ふう潮ちようが残る中ちゆう途と半はん端ぱな田舎いなかであるこの地ち域いきに、余よ所そ者ものとして入学してきた。それなのに今や、クラスでの人じん望ぼうは灰原と対たい照しよう的てきだった。

「そういうの、人となりとかあるしな」

　灰はい原はらがもう少し社しや交こう的てきになればいいんじゃないか、木こ陰かげ野のはそう言いたいんだろうなと思い、軽く肩を竦すくめる。しかし彼女の返事は、なおも歯は切ぎれが悪い。

「あ、いや……ごめん、やっぱそれも違ちがうわ」

「違うって、何がだよ？　お前、言ってること全然わかんねえ」

「あのさ。ちょっと言こと葉ば、悪いかもしれないんだけど」

　木陰野は大きく息いきを吐はいた。

「正直ね、ちょっと苛いら々いらするのは本当なんだよ。友達くらい自分で作ればいいのに、って。でも……何ていうか、あたしが灰原さんにそんなこと言う資し格かくなんかない」

「どうしてだ？」

「たとえば、なんだけど。目の前にある問題があって、本当はそれに対たい処しよしなきゃいけないとするよ。でもそいつはいろいろと理り屈くつつけて、その問題から目を逸そらそうとしてる。……ううん、しなきゃいけない、じゃない。しなきゃいけなかったんだ、ずっと」

「……木陰野？」

「あたしは対処してるつもりになってた。でもそれはたぶん、逃げてただけなんだ。そっちの方が楽らくだから。そっちの方が、面めん倒どうなことを考えなくてすむから」

「恋こいの悩なやみとかなのか、それ」

　正直、彼女が何を言っているのかはまったくわからない。わざとそうしているのだとはわかるが、いかんせん抽ちゆう象しよう的てき過すぎて、話の取っ掛かかりも見えなかった。

「あー、まあ、要ようするにさ。目の前の問題から逃げてたって意味じゃ、あたしは灰原さんとそんな変わんない訳わけよ。だから、あの娘こをどうこう言う資し格かくもないし、結けつ局きよくそれって要するに自じ己こ嫌けん悪おなんじゃん、ってこと。悪いね、変な話して」

「ああ、正直困こまる。俺はそういうの聞かされても何も言えねえよ」

　おどけて肩を竦めつつ、景けい介すけは笑った。

　木陰野が悩なやみを抱かかえている様よう子すなのは間ま違ちがいないようだが、かといって口く調ちようを見るに、深く詮せん索さくするのは憚はばかられるし、彼女のことだから喋しやべりはしないだろうと思う。仮かりに聞き出したところで、自分にそれがどうこうできるものなのかもわからない。

　加えて、木陰野の話に景介もどこか身みにつまされるような感かん覚かくがあった。他人事ではない、というか、理解できる、というか。それ故ゆえに、尋きいてはいけないのかもしれないというか。

「自分の問題をあの娘に重ねてくだ巻まいてちゃいけないね、まったく」

　もはや景介の顔を見ず、木陰野は自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいた。

　そう──その通りだ。

　たぶん木陰野は自分の抱える問題を灰原に重ねたのだろう。景介が自分の境きよう遇ぐうと灰原の境遇を重ねたように。でも、それは決して同じではない。似にているが故に、やはりまったく別のことなのだ。灰はい原はらに対して何をしようが、自分の問題が解決する訳わけでは決してない。

「やっぱ……余よ計けいなお世話だったかね、どうにも」

　木こ陰かげ野のにつられるようにして、景けい介すけはぼやいた。

「そんなことないと思うよ、霧きり沢さわの場合は」

　けれど彼女の返事は、迷まよいを吹ふっ切ったように晴はれている。

「好すきなようにすればいいよ。あたしみたいにくだ巻まいてたってのじゃないんだからさ」

　くだ巻いてるに等ひとしかったんだよ、とは言えなかった。

「大だい丈じよう夫ぶ。協きよう力りよくするから。苛いら々いらするなんて言ったけど、別にあたし灰原さんのこと嫌きらいとかじゃないし。むしろ仲なか良よくなれそうな気がする。……ああ、そう考えると不ふ思し議ぎだね。人間って面おも白しろいわ。いろいろとさ」ふふ、と笑えむ木陰野。

「なんだそりゃ」

　勝かつ手てに結けつ論ろん出しやがって。

　心しん中ちゆうで毒どくづきつつ、景介は鼻はなを鳴らし、踵きびすを返した。

「忘れてた。俺、トイレ行こうと思ってたんだよ。……まったくお前が妙みようにアンニュイな顔して窓まどの外なんか見てるから。授業に間に合わなかったらお前のせいな」

「あれあれ。急がないと、あと二分もないよ、霧沢少しよう尉い」

「朝は大たい尉いだったろうが。……なんで降こう格かくしてんだよ、この三さん等とう兵へい」

　ふざけ合って軽かる口くちを叩たたき合いながら、木陰野と別れる。

　窓の外を見ると、雪がちらついていた。

　──道どう理りで、寒いはずだ。

　そのことに気を取られていたせいで、景介は──背はい後ごで起きた小さな、あたしもそろそろ覚かく悟ご決めようかな、という呟つぶやきに気付かなかった。




　妙みように示し唆さ的てきな会話を木陰野としてしまったせいで、五限目の間ずっと考えていた。とはいえ元もと々もとあまり悩なやむのが得とく意いな性せい格かくではない。

　思し考こうを繰くり返した挙あげ句くに出た結けつ論ろんは『まあいいか』だった。つまり、朝と同じ。

　誰だれかに何か言われるとすぐ自分の考えに自じ信しんが持てなくなってしまう割わりに、最終的には衝しよう動どうに任まかせてやりたいようにやってしまうのは景介の悪い癖くせだ。

　とはいえ面めん倒どうなので直す気はしない。木陰野のせいで余よ計けいなことを考えてしまった、などと他人のせいにしつつ、休み時間になると早さつ速そく、隣となりの席せきの秋あき津つに話し掛かける。

「なあ、朝のことなんだけど」

「朝ってー？」

　秋津の代わりに応こたえたのは、五限が終わった瞬しゆん間かんに秋津のもとへ遊びに来ていた日ひ崎ざきだった。こいつ、早くも忘れているのだろうか。さすが天てん然ねんは違ちがうと景介は苦く笑しようする。

「灰はい原はらのことだよ」

　名前を口にしつつ、本人に聞こえてやしないかと不安になったが、休み時間中の教室は騒さわがしく、その心しん配ぱいもない。見ると、相あい変かわらず教室の隅すみの自分の席せきで、ひとり本を読んでいた。

　好すきで読んでいるのか、それとも手持ち無ぶ沙さ汰たなのか。景けい介すけにはわからない。

「ええ、放課後、授業が終わったら誘さそってみようと思うわ」

　秋あき津つが頷うなずき、そう告つげてくる。

「そっか。いさちゃん、頑がん張ばってね」

　日ひ崎ざきはまるで他人事のように、秋津の肩かたをぽんぽんと叩たたいた。

「いや、秋津任まかせじゃなくてお前も頑張ってくれよ」

「なによー、それを言うならけーくんも他人任せじゃん」

「あー、まあそうなんだけど。『他た力りき本ほん願がん』が俺の座ざ右ゆうの銘めいだ」

「あれ？　先週は『脚きやつ下か照しよう顧こ』が座右の銘って言ってなかったかしら？」と、秋津。

「誰だれだそんなこと言ったのは？」

　口にして思い出す。まさに自分だ。

「ああ、言ったかもな。すっかり忘れてた。ついでに単たん語ごの意味も忘れた」

　確たしか荒あら木きや宮みや川かわと莫ば迦か話ばなしをしていて、適てき当とうな四よん文も字じ熟じゆく語ごを挙あげた記き憶おくだけはある。

「そんなこと、よく覚えてたな」

「ふふ……まあね」

　秋津の変に意味ありげな微笑ほほえみは、荒木がいたら悶もん絶ぜつものだろうと思われた。

「うーん、でも……誘っても、来てくれるかな」

　と、不意に不安げな顔をして、日崎が首を傾かしげた。

「どうだろうな。わからん」

　正直に応こたえた景介に対し、彼女はなおも続ける。

「それにねぇ。もし迷めい惑わくだったりしたらどうしよう？」

「……すまん。それもわからん」

　普ふ段だん天てん然ねんなくせに妙みようなところで鋭するどいなこいつは、と心の中でだけ苦く笑しようする。

「ま、確たしかにお前らに任せるってことは、断られて厭いやな思いするのは俺じゃなくてお前らってことだし。……俺が言ってこようか？」

　もともとこれは、自分の我わが儘ままで自じ己こ満まん足ぞくだ。だったら秋津や日崎を利用するというのも虫が好よ過すぎる話なのかもしれない。昼休みの木こ陰かげ野のに影えい響きようされたのか、そんなことを考えた。

「あら霧きり沢さわくん、なんだか珍めずらしく殊しゆ勝しようじゃない？」

「失しつ礼れいな。俺はいつだって殊勝だ」

　冗じよう談だんめかした秋津に、冗談で返す。すると、

「ううん、いいよいいよ！　そんなんじゃないんだぁ」

　首をぶんぶんと振ふり、景けい介すけの言こと葉ばを否ひ定ていしたのは日ひ崎ざきだった。

「大だい丈じよう夫ぶだよっ。けーくんが行くより、女の子同どう士しで話をした方がたぶん確かく率りつ高いと思うし」

「そうか？」

「うん。おまかせ！」

　やけに元気よく頷うなずく日崎。

　相あい変かわらずアホの子のような笑え顔がおだったが、それが今はなんだか心強く見える。

「ま、頼たのむ。……って、よく考えたらどこ行くかも決めなきゃな」

　秋あき津つや日崎、木こ陰かげ野のを誘さそった以上、もし灰はい原はらが断ことわったとしても中ちゆう止しという訳わけにはいかないだろう。それじゃあまるで灰原のせいで計画が反ほ故ごになったみたいで後あと味あじが悪くなる。あとついでに、朝から浮かれっ放しの荒あら木きのことも少しは考えてやろう。

「どこがいい？」

「カラオケ、ってのも……灰原さんが歌うの嫌きらいだったら困こまるわね」

　秋津が頬ほおに指を当て、思し案あんする。

「棗なつめちゃんも、演えん歌かしか聴きかないからねー」

「え、そうなのか？」

「あ！　これ、秘ひ密みつだったぁ……」

　木陰野の意外な趣しゆ味みを唐とう突とつに暴ばく露ろする日崎。

「あわわわ、今の内ない緒しよね！」

　内緒ねと言いながら会う人会う人に喋しやべってしまっているのではないかという疑ぎ念ねんが頭をもたげる。まあ日崎には悪いが、その内これをネタにして木陰野をからかってやろう。

「しかしアレだな、カラオケがダメだったらどうしたもんか」

　天てん井じようを向いて思案する。

　田舎いなかは楽しめる場所が少ない。カラオケは最もつとも安あん価かで適てき当とうな娯ご楽らくなのだ。

　街まちに出て適当にぶらぶらするにも行くところは限られている。学生の身み分ぶんだとそうそうお金が使えるはずもないから尚なお更さらだった。さすがに酒を飲のむ訳にもいかないだろう。

「適当に映えい画が見て、それからファミレスでも行くか？」

　我われながら面おも白しろみのない提てい案あんだと思うが、

「そのくらいがいいかもね。灰原さんと一いつ緒しよに遊ぶのも初めてだし」

　秋津が僅わずかに苦く笑しようしつつ、景介に賛さん同どうする。日崎も、うんうん、と頷いている。

「じゃあ、それでいこう」

　宮みや川かわや荒木にまったく確かく認にんせずに決めてしまったが、構かまわないだろう。男どもはたぶん、クラスメイトの女の子と一緒にお出かけというだけで喜よろこぶ。それに、あれでふたりとも空気の読める男ではある。殆ほとんど初めて話をするであろう灰原がいるのだから「やっぱカラオケ行こうぜ」とかは言わずに大人しくこちらの決めたプランに従したがってくれるに違ちがいない。

「日にちはいつにする？　今週末……だと明日とか明後日あさつてになっちゃうから、さすがに急過ぎるわね。その次の日曜日でいいかしら？」

「ああ、俺はオッケーだよ。日ひ崎ざきは？」

「だいじょうぶー。あ、あとで棗なつめちゃんにも尋きいとくね？」

「こぶし利きかせられなくて悪いなって言っておいてくれ」

　冗じよう談だんめいて口にする。が、

「ふぇ？　こぶしって何のこと？」

　日崎には通じなかったらしい。さすが天てん然ねんだ。それとも、つい数秒前に木こ陰かげ野のの秘ひ密みつを喋しやべってしまったことをもう忘れているのだろうか。

「いや、いいよ」

　改あらためて説明するのも非ひ常じように気まずかったので、景けい介すけは手を振ふった。

　くすくすと隣となりで秋あき津つが声を洩もらしている。こっちに通じたからよしとしようと思った。

「どっちにしても楽しみだわ。みんなで遊びに行く機き会かいってあまりなかったものね」

「そうだっけか？」

　言われてみると、教室ではよく喋しやべっているが秋津とは遊びに行った記き憶おくがない。優ゆう等とう生せいだから真ま面じ目めなのだろうか？　……もっとも、景介自じ身しんに日崎や木陰野、男どもだって似にたようなものだ。山やま火か事じがセンセーショナルなニュースになるようなこの街まちは、何をするにしても駅えき前まえの一いつ画かくで事こと足たりる。若者がふらふらして楽しい場所なんかどこにもない。

　たぶんこの街では全員が退たい屈くつしていて、心の奥おくで刺し激げきに飢うえていて、だからこそこんな些さ細さいな、クラスメイトと遊びに行くなんてありきたりなイベントに盛もり上がれるのだ。

　──或あるいは。

　景介の姉や灰はい原はらの友達は、このくだらない田舎いなか町まちに愛あい想そを尽つかして出て行ってしまったのだろうか。平凡な田舎の日にち常じようには決してないような刺激を求めて、どこか遠い都と会かいへ。クラスメイトと遊びに行くとか山火事の話題でそわそわするとか、そんな程てい度どで満みたされずに。

　そうだったらいいな、と、景介は思う。

　事じ故こや事じ件けんに巻まき込まれて死んだ、そんな夢ゆめのない話よりはずっといい。

　彼女たちは東京かどこかで元気にしていて、景介たちが過すごしているような退屈な日常などではなく、刺激的で活かつ気きに満ちた人生を送っている──そう思えば、少しは気も晴はれる。

　もちろんその思し考こうが、ただの誤ご魔ま化かしであることはわかっていた。幾いくらこの街が田舎だからといっても都会へ行くのに失しつ踪そうする必ひつ要ようなんかない。電車で二時間も揺ゆられればいいだけだ。その気になればディズニーランドにだって日帰りで行ける。

　でも、そんな誤魔化しは、たぶん残された景介たちにとって大だい事じなことで。

　いなくなった人たちは今いま頃ごろ自分たちよりもっと楽しい時間を過ごしているのだと思いでもしなければ、不安で押し潰つぶされてしまう。笑うことにさえ罪ざい悪あく感かんが芽め生ばえてしまう。

　柄がらにもなく、来週の日曜日が楽しみになってきた。灰はい原はらのことは気になるし断ことわられる可か能のう性せいだってあるけれど、できれば彼女にも楽しんで欲ほしいなと、景けい介すけは僅わずかに期き待たいをする。




　──などと考えているうちに、休み時間と六限めは滞とどこおりなく終わる。

　放課後になるとクラスメイトたちはどこか開放的な表情で、部ぶ活かつへ行ったり教室でだらだらと話をしたり真まっ直すぐ家に帰ったりと、それぞれの時間を過すごし始める。景介は荒あら木きや宮みや川かわと適てき当とうにくっちゃべった後、荷に物もつをまとめてひとり教室を出た。

　荒木も宮川も部活生なので、帰りはいつもひとりになる。適てき当とうに教科書類を突つっ込んだバッグを担かつぎ、手を振ふるクラスメイトに軽く応こたえ、昇しよう降こう口ぐちへと歩いた。

　ポケットに手を突っ込みつつ、灰原はどうだったろう、と思う。

　六限のあと、ホームルームの前に、秋あき津つは灰原の席せきに行って話を持ち掛かけてくれた。返事は「月曜日まで考えさせてください」だったそうだ。遠とお目めに見た彼女はいつものように僅かに俯うつむいて、喜よろこんでいるのか困こまっているのかよくわからない顔をしていた。

　来てくれるだろうか、という期待と、やっぱり余よ計けいなお世話だったか、という後こう悔かいが入り混まじる。もちろん考えたってどうしようもないのだけれど。

「ま、いいか」

　巻まいたマフラーの中で呟つぶやき、靴くつを取って玄げん関かんに放った。

　昼休みにちらついていた雪はもう止んでいる。が、空そら模も様ようはどんよりとして微び妙みように怪あやしい。明日は休みだからもし積つもったりしても支し障しようはないとはいえ、寒いのは嫌きらいだ。

　昇降口から見える灰はい色いろの雲くもに眉まゆをしかめつつ靴を履はこうとした時、

「あの……」

　背はい後ごで、囁ささやくような声がある。

　振り返ると、

「──灰原」

　そこには、灰原吉よし乃のが立っていた。

　たった今しがた思し考こうの中心にいた人物を目にし、僅かに驚おどろいた。

「まだ帰ってなかったのか？」

　思わず問とう。景介が教室を出た時にはもう彼女はいなかったはずだ。

　灰原は、こく、と小さく頷いた。

「図書館、行ってたので」

　肩かたが僅かに上下している。走ってきたのだろうか、景介の姿すがたを見掛けて。

「そっか。あのさ、灰原……秋津から聞いてると思うんだけど」

　だったら例のことだろうなと思い、景介は自分から切り出す。

「来週の日曜、荒木とか宮川とか、秋津と、あと日ひ崎ざきに木こ陰かげ野のと……遊びに行くんだけど」

「はい。霧きり沢さわくんが、私も……って」

　ぼそぼそと呟つぶやくように、俯うつむいたままの言こと葉ばだった。

「……どうして、ですか？」

「あー」

　景けい介すけは頭をぽりぽりと掻かく。彼女の言葉にどうにも気まずくなってしまう。

　──『どうして誘さそってきたのか』

　当たり前の疑ぎ問もんだろう。

　それに対して、自分はどう答えればいいのか。どう答えたいのか。

「いや、その、なんだ」

　正しよう直じきに言おうか誤ご魔ま化かそうか迷まよっている内うちに景介は、気付くと、

「お前、たぶん知らないと思うんだけどさ、俺、子供の頃ころに姉あね貴きが失しつ踪そうしてんだよ」

「……え？」

　灰はい原はらが顔を上げた。はっきりと驚おどろきがあった。

「あ、いや……違ちがう。そういうんじゃないんだ」

　思わず口を突ついて出てしまっただけに、言葉は上う手まくまとまらない。

「そういうんじゃない。けどさ……俺、まあそれなりに毎日楽しくやってて」

　──何言ってんだ？　俺。

　こういうことを喋しやべるんであれば、一からちゃんと説明した方がいいに決まっている。境きよう遇ぐうが互たがいに似にているということ。だから気になっていたということ。でも、それらを順じゆん序じよよくきっちりとまとめる前に、ボールが勝手に転がり始める。

「別に灰原と俺が同じって言いたいんじゃない。灰原は灰原で、やっぱいろいろあると思う。でも……何ていうかさ。中学の頃、お前、けっこう笑ってたよな？　尾おノの上うえと一いつ緒しよにいる時は、楽しそうにしてたよな？」

　尾ノ上梨り々り子こ。

　失踪してしまった灰原の親友の名前を出した瞬しゆん間かん、彼女の表情がはっきりと変わる。

「悪い。……別に無む理り強じいするってんじゃないんだ。もしよかったら、って程てい度どだから、嫌いやだったらあんま気にしないでくれ」

　もはや自分でも何が言いたいのかよくわからない。

　支し離り滅めつ裂れつなまま、後こう悔かいで胸むねを塗ぬり潰つぶされつつ景介は口を閉じる。

　しばらく、沈ちん黙もくがあった。

　灰原は尾ノ上の名を聞いた時に上げた視し線せんを、ゆっくりと下げていく。

　唇くちびるが僅わずかに動く。何事かを呟いたようだった。声は聞こえなかったが言葉は読み取れた。

　りりちゃん、と。それは、尾ノ上の名前だった。

「そう……ですか」

　沈ちん黙もくを破やぶったのは灰はい原はらの方だった。

「ごめんなさい。私の勘かん違ちがいでした」

「え？」

　──勘違い？

　どういう意味だろう。問とおうとすると首を振る。

「いえ、いいんです。……そう、だったんですか。霧きり沢さわくんも」

　そうして彼女は、僅わずかな微笑ほほえみを浮かべた。

　何な故ぜだろう。景けい介すけにはその笑え顔がおが、妙みように深しん刻こくなものに見えた。

　安あん堵どしているような。まるで、救すくわれでもしたかのような。

「あの、私……」

　けれどすぐに灰原の顔はいつもの、どこか遠えん慮りよするようなものへと戻る。

「少し、考えさせてください。まだちょっと整せい理りできていなくて。……急、だったから」

　本当に申もうし訳わけなさそうに、俯うつむいた。

「そっか」

　言ってはいけないことを言ってしまったのではないかとはらはらしていた景介は、ポケットに手を突つっ込むと、汗あせばんでしまっていた手を拭ふく。

「悪い。勝かつ手てなことして」

「ううん。そんなことありません。……来週までには、返事、したいと思いますから」

「それでいいよ」

　気が乗らなかったから無む理りしなくていいから。

　そう言いかけてからふと思いつき、バッグを漁あさって携けい帯たい電話を取り出す。

「お前、携帯持ってる？」

　確たしか中学の頃ころ、尾おノの上うえと一いつ緒しよに弄いじり合っているのを見た記き憶おくがある。

「あ、はい、一いち応おう」

　彼女はこくりと頷うなずいた。

「りりちゃんがいなくなっちゃってから……全然使っていないんですけど」

　取り出した携帯電話は、やけに古びた、何年も前の機き種しゆだった。恐おそらく買ってから機種変へん更こうしていないのだろう。或あるいは、尾ノ上が失しつ踪そうしてからずっと。

　使ってないのなら何な故ぜ持ち歩いているのだろうと考えて、すぐに気付く。

　──いつ尾ノ上から電話がかかってきてもいいようにだ。

「メールと番号、教えてくれよ」

　そのいじましさに胸むねが痛いたくなりつつ、景介は敢あえて軽く振ふる舞まった。

　もし断ことわるにしても、メールの方が遠えん慮りよが少なくていいだろうとも思ったのだ。

「はい。あ、でも……えっ、と」

　手て許もとの携けい帯たいを覗のぞき込んで、まごついている。景けい介すけは苦く笑しようし、

「借かりていいか？」

　差し出された電話を操そう作さすると、番号とメールアドレスを表ひよう示じさせた。

「ほら、これだ」

「あ、……本当」

　画が面めんに映うつった登とう録ろく情じよう報ほうを見て、灰はい原はらは顔を赤くする。案あんの定じよう、自分の番号とアドレスがわからなくて、表示方法も知らなかったようだ。どれだけ使っていないんだよ、と密ひそかに溜ため息いきを吐つくが、友達のいない彼女にとっては当たり前のことなのかもしれない。

　灰原のアドレスを自分の携帯に登録してから、本文にこっちの番号を入れてメールを送る。すぐに彼女の携帯が振しん動どうして、着ちやく信しんを告つげた。

「それが俺の番号とアドレス。……登録のしかたはわかるか？」

「あ……たぶん。えっと……はい、できました」

　ボタンを押す手許がぎこちなかったが、どうやら無ぶ事じに登録できたらしい。

　操作を終えた灰原は、顔を上げた。

　景介は驚おどろく。

　彼女は──嬉うれしそうに、そして少し恥はずかしそうに、笑っていたのだ。

「メモリーに入れるの、家族以外では、ふたりめです」
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　さっきの深しん刻こくなものとは違ちがい、今度は自然に。

　中学の頃ころによく目にしていた、控ひかえめな花の咲さくような、優やさしい笑え顔がおだった。

　──やっぱりこいつは笑っていた方がいい。

「何かあったら、電話かメールかしてくれればいいよ」

　景けい介すけもつられて妙みように嬉うれしくなり、笑う。

「はい。……あの、霧きり沢さわくん」

　そうして、灰はい原はらは。

「ありがとう……ございます。私……やっぱり、誘さそってもらって、嬉しかった」

　顔を真まっ赤かにしてぺこりと頭を下げ、まだ図書館に用事があるので、と、玄げん関かんではなく再ふたたび校こう舎しやの中へと踵きびすを返す。景介はその後ろ姿すがたを、消えるまで見送っていた。

　つい今しがたの彼女の笑顔に、思う。

　たぶん、ほんの少しの切きっ掛かけなのだ。

　ひとりきりで考え込んで深しん刻こくになるのは個こ人じんの自由だけれど、だからといって深刻になることで問題を解かい決けつできる人間は少ない。大たい抵ていの場合、友人だったりクラスメイトだったり、親や兄弟だったりの──他人からの言こと葉ばや行動が、解決の糸いと口ぐちになる。いや、糸口はどんなものでもいいのかもしれない。道みち端ばたの石を蹴け飛とばすことで解決する人もいるだろう。

　でも石ころひとつとっても、外がい的てき要よう因いんには決して変わりないのだ。

　この街まちは退たい屈くつで、つまらなくて、気を抜いているとすぐに停てい滞たいしてしまう。凡ぼん庸ような風ふう景けいと刺し激げきなんかない毎日で、だから切っ掛けを探さがすのにだって苦く労ろうする。

　ひょっとしたらそれは、今の景介だって。

「……ふん」

　何のことはない。大きなお世せ話わやお節せつ介かいなんかではなく、自分が、灰原吉よし乃のという少女を切っ掛けにしたかったのかもしれない。友達の失しつ踪そうをずっと引き摺ずっている彼女が、まるで何年も前から時間を止めているようなこの街を象しよう徴ちようしているようで厭いやだったのだろう。

「最低だね、俺は」

　自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやいて、景介は玄関を出た。

　冬の風は冷たく、妙みように底そこ冷びえがする。見れば空には再び白いものがちらついていた。

　だから携けい帯たいを取り出すと、ついさっき登とう録ろくしたばかりの灰原のアドレスへメールを送る。

『雪が降り始めてるから、早めに帰った方がいいぞ』

　数分後に返事は帰ってきた。

『はい、ありがとうございます。霧沢くんも気を付けて帰ってください』

　文ぶん末まつに付けられた笑顔の絵え文も字じが、灰原のイメージにまるで合わない。きっと尾おノの上うえとメールする時は頻ひん繁ぱんに使っていたんだろうなと思い、それがなんだか微笑ほほえましい。

　正しよう直じきなところ、未いまだに自分のやったことが正しかったのかどうかはわからなかった。だが、この絵え文も字じを見られたんなら甲か斐いはあったなと、後こう悔かいは消えた。




　　　　　　　　　　４




　冬の陽ひは短い。

　午後六時を過すぎた頃ころ、既すでに周しゆう囲いは暗くなっていた。僅わずかに白い西の端はしも曇くもり空のせいで明るさはなく、星や月も見えない。学校では年度末が近いせいかそれとも降り始めた雪のせいか、部ぶ活かつ動どうをしている生徒もグラウンドにはなく、早くも静しずけさが漂ただよっている。

　そんな中、特とく別べつ棟とう三階の美び術じゆつ室しつ。

　石せつ膏こうの胸きよう像ぞうや油あぶら絵えなどの置かれた隣となりの資し料りよう部べ屋やに、ひとつの奇き妙みようなものが置かれていた。

　棚たなの隅すみ、道具類に巧こう妙みように隠かくされてぱっと見は目立たない。

　けれどそれは間ま違ちがいなく、大人の背せ丈たけほどもある白しら木きの箱──棺かん桶おけ、だった。

「お嬢じようさま」

　棺桶の中で、声がした。

　外に洩もれるような大きさではない、囁ささやくような、同時に感情の込められていない声だった。

「日が、暮くれました。もう少し、経たてば、救すくいも、現あらわれましょう」

　単たん語ごを区く切ぎるような発声は女のものだ。

「……お前は楽らつ観かん的てきだな、棺かん奈な」

　呆あきれたような返事。同じく棺桶の中からだった。

　彼女よりも声こえ質しつは幼おさなく、相あい反はんして喋しやべり方は尊そん大だいな──少女のもの。

「お前が昨夜ゆうべのうちに貼はった合あい図ず、あれだけを頼たよりにするのは心こころ許もとないぞ」

「いえ、お嬢さま」

　無む音おんの資料室で、ふたりの声は低い。

「少なくとも、ここには、かいらのご息そく女じよが、通って、おります」

「歩ほ摘づみか。気付いてくれたかな？」

「あの方は、きっと、お嬢さまを、捜さがして、おいでですから」

「それはそうだろう。あれは優やさしい娘こだ。……だが、優しさが仇あだになることもある。山が燃えてから昨日きのうの今日だぞ。こんな場所に来ているとも思えん」

　女──棺奈は口を噤つぐんだ。少女の声は続ける。

「合図が繁はん栄えい派はの連中に気付かれないということもあるまい。ここに奴やつらはどれほどいる？」

「四人、に、ございます。供きよう子こさま、檻おり江えさま、巳み代よさま、通つ夜や子こさま」

「『さま』などつけるな、あの下げ郎ろうどもに」

「仕し方かたなきこと。私は、そのように、できて、おります」

「知っている。八やつ当あたりだ。許ゆるせ」

　悪びれたふうもない少女に、棺かん奈なは怒おこりもしない。

「繁はん栄えい派はの、方々こそ、学まなび舎やに、通う、余よ裕ゆうは、ありません。現げん在ざい、あの方々は、歩ほ摘づみさま以上に、お嬢じようさまを、捜さがして、おいでです」

「妾わたしを、ではない。……『つうれん』を、だ」

「同じこと。お嬢さまは、本ほん家けの、跡あと取とり。つうれんの、担にない手に、ございます」

「難なん儀ぎなものだな」

　溜ため息いきひとつ。それから、しばしふたりは無む言ごんになる。

　沈ちん黙もくを破やぶったのは、少女の方だった。

「あんなことが起きなければ、妾も安あん穏のんとしておられたのかな」

　どこか懐なつかしむような、悲しむような、そんな声。

「……枯かれ葉はさま」

　棺奈は少女の名を呼んだ。

「忘れろ。つまらぬ世よ迷まよい言ごとだ。どのみち安穏としてなどおられるか。いや……安穏としていたからこそ、妾は姉さまを守れなかった。母さまと父さまを守れなんだ。これでは次女として生まれた意味がない。棺奈、お前にも悪いことをした。妾は……」

「お嬢さまに、責せきは、ございません。それに、棺奈の主あるじは、今は、あなたで、ございます」

　そうか、そうだな。

　僅わずかに笑ったような少女の声が、資し料りよう室しつにくぐもって響ひびいた。

　物もの音おとがしたのは、その時だった。

「棺奈？　これは……」

「お嬢さま、お静しずかに」

　遠くから徐じよ々じよに近くなってくるような、姦かしましい会話。

　くぐもったそれらが、がらり、という扉とびらの開く音とともに鮮せん明めいさを増した。

「まったく、まだ学校に残ってたなんて、私たちを待まっててくれたのかしらね？」

「あはは、違ちがうわよね。男に色いろ目め使ってて遅おそくなったんだよ、こいつ」

「そんなこと……あなたたちが、待ってろ、って……」

「あら、珍めずらしく反はん抗こうするじゃない？　ネクラのくせに」

　美び術じゆつ室しつに入ってきたのは三、四人程てい度どだろう。いずれも女だった。

　扉一枚隔へだてた資料室で、棺奈は囁ささやく。

「お嬢さま」

「……繁栄派の連中か？」

「違う、ようです。ですが、様よう子すが、やや、妙かと」

「で、さあ」

　隣となりに人の入った棺かん桶おけが安あん置ちされているとも知らず、やってきたひとりが、鼻にかかった、どこか間ま抜ぬけな声をあげる。──ただし、悪あく意いに満みちた声を。

「さっきのは、何かな？　やっぱ色いろ目め使ってたんでしょ」

「使って……ません……」

「あはは！　そりゃそうよ、あんたなんかが色目使ってもキモいだけだっていうの！」

　どん、と突き飛ばすような音。それから短い悲ひ鳴めい。

「なに、『きゃ！』って。可愛かわいぶったって許ゆるさないからね？」

　数人の笑い声。

　不ふ穏おんな空気が資し料りよう室しつにも伝つたわってくる。

「棺かん奈な。出て行くか？」

　窺うかがうように言ったのは枯かれ葉はだった。

「いえ、お嬢じようさま。危険に、ございます」

「しかし……これは暴ぼう行こうを受けているのではないか？　不ふ干かん渉しようが最もつとも賢さかしいのはわかるが、こんなものを見み過すごしては気分が悪い。……特に、今の妾わたしは」

「認みとめられません。それに、今のお嬢さまが、お行きになっても、どうにかなるとは」

「蜘く蛛もの子くらいは散ちらせよう。なにせ、このなりだ。……姿すがたを見せるだけでいい」

「姿を、見られては、なりません」

「棺奈！」

「なりません。今は、御おん身みの安全を、第一に」

　催さい促そくする枯葉に、棺奈は頑がんとして応おうじない。

　金きん属ぞくを打ち鳴ならしたような音がした。バケツか机つくえかがひっくり返ったのだろうか。

「だいたいさ、あんた見てると虫むし酸ずが走るのよ！」

　誰だれかの怒ど号ごうが谺こだました。

　騒さわがしさは徐じよ々じよに増していく。

　資料室の中にあった棺ひつぎから、ごとり、とまるで内うち壁かべを殴なぐるような小さい音がする。




　　　　　　　　　　５




　家に帰り着くまでの十分間ほどで、あっという間に辺あたりは暗くなってしまっていた。

　雪は止む気け配はいがない、このままではじきに積つもり始めるかもしれない。

　自分の家は高校から近いからよかったとして、灰はい原はらは大だい丈じよう夫ぶだろうか。玄げん関かん口ぐちでふとそんな心しん配ぱいを覚え、景けい介すけは携けい帯たい電話を取り出した。番号を交こう換かんした途と端たんにぽんぽんメールを送りまくるのもどうかと思ったが、まあいいか。そう思い、彼女のアドレスを呼び出そうとする。

「……お？」

　ボタンを押しかけたのと、唐とう突とつにその電話がぶるぶると震ふるえ始めたのは同時だった。

　ディスプレイに表ひよう示じされた文字は──着ちやく信しん、灰はい原はら吉よし乃の。

「なんだこりゃ」

　滅めつ多たにない偶ぐう然ぜんだ、という可お笑かしさと、何の用よう事じだろうという疑ぎ問もんとともにボタンを押す。

　耳に当てて「もしもし？」口にした瞬しゆん間かん、

「……、ん？」

　聞こえてきたのは、妙な音、だった。

　まずは、ざざざ。受じゆ話わ器きに何かを擦こすり付けるようなノイズ。

　がやがや。誰だれかが遠くで叫さけんでいるような。

　そして──その『がやがや』の中に。




　──『……のよ！　あはは！　ば……いの？　ほら！』

　──『……！　やめ……！』




　罵ば倒とうとも嘲ちよう笑しようともつかない気に障さわる声と、妙みように切せつ羽ぱ詰つまったような悲ひ鳴めい。

「おい……おい、灰原？」

　返事はない。景けい介すけの呼びかけを無む視ししたように、音おん声せいは続いている。

　電でん波ぱ状じよう況きようが悪いのかと思ったが、そうではない。ノイズは途と切ぎれずに続いている。

　そうだ。まるで──電話をポケットの中に入れたまま、回線を開いているかのような。

「おい、灰原！」

　不ふ意いに厭いやな予感を覚え、大声で怒ど鳴なる。しかしやはり反はん応のうはない。それどころかスピーカーから聞こえるノイズに、がしゃん、というけたたましい音まで混まざり始める。

「灰原!?　聞こえるか？　どうした、何かあったのか!?」

　返事を期き待たいしてもう一度名を呼ぶが、やはり結果は変わらなかった。

　鼓こ膜まくを震ふるわせるスピーカーからの不ふ穏おんな気け配はいの更さらに奥で、どくどくと慌あわただしい音がした。自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうだと意い識しきした時にはもう、景介は自転車に跨またがっていた。

　意味がわからない。何がどうなっているのか。

　でも、これは──おかしい。

「灰原、応こたえろっ！」

　もう一度受話器に向かって叫んだ。しかし、

　──『ねえ、入れ墨ずみって……、ある？　彫ちよう刻こく刀とう……、資し料りよう室しつに……』

　──『いやあっ！』

　くぐもって、それでも耳に痛いたい悲鳴と一いつ緒しよに。

「……おい、もしもし!?」ぶつん。

　ついに──回線が切れる。

　帰り道で暴ぼう漢かんに襲おそわれた可か能のう性せい。何かの事じ故こに巻まき込まれた可能性。頭の中に渦うず巻まいていた様さま々ざまな推すい測そくを、切れる直前に聞いた幾いくつかの単たん語ごが塗ぬり潰つぶす。

『入れ墨ずみ』？『彫ちよう刻こく刀とう』？『資し料りよう室しつ』？

　連れん想そうされるのは、間ま違ちがいない。……学校だ。

「畜ちく生しようっ！」

　景けい介すけは、自転車の籠かごに荷に物もつを放り込み、大きくペダルを踏ふむ。さっきまで呑のん気きに歩いていた道を、再ふたたび戻るようにして走り始める。

　こぎながら携けい帯たいをもう一度、今度は自分から灰はい原はらにかけてみるが繋つながらない。

「なんだよ……ふざけんな！」

　電話からの情じよう報ほうは断だん片ぺん的てきだったから証しよう拠こがある訳わけではない。けれど。

　──いじめ、だ。それも、かなり暴ぼう力りよく的てきな類たぐいの。

　今まで一年間同じクラスにいて、そんな様よう子すは見られなかった。灰原はクラスでも目立たない存そん在ざいではあったが、表おもて立だって嫌きらわれてもいなかったはずだ。

　ただ、仮かりに女子が中心になってやっていたとするなら、男の景介は気付けないかもしれない。受話器からは女の声しか聞こえなかった。

　ましてや、他のクラスの奴やつらが主しゆ犯はんだったら尚なお更さら、景介が知る由よしもない──。

　三分もあれば学校には着く。

　だからもう少し待ってろ、心の中で灰原に呼び掛かける。

　正せい義ぎ感かんや使し命めい感かんではなくただの脊せき髄ずい反はん射しや的てきな衝しよう動どうで景介はひたすらに自転車を走らせ、そうして数分の後、校門の前へと辿たどり着く。家が学校の近くでよかったと寝ね坊ぼうした時の数倍もありがたく思いながら、滑すべり込む勢いきおいで自転車を乗り捨すて、校こう舎しやへ。

　場所は自分の予よ測そくで正しいのだろうか。もし違ちがっていたらどうしようもない。

　でも『彫刻刀』に『資料室』。推すい測そくできる中では、そこしか思い当たらなかった。

　校内には人ひと気けがなかったが、昇しよう降こう口ぐちは閉められていなかった。職しよく員いん室しつはもちろん、幾いくつかの教室にも灯あかりがある。それらには目もくれず、普ふ段だん授業を受けている校舎ではなく、もうひとつの校舎──いつもは移い動どう教室の時にだけしか訪おとずれない、特とく別べつ棟とうへ。

　階かい段だんを一足飛びに駆かけ上がり、走る。

　そして三階へ辿り着き、廊ろう下かの先にある目的地を見み据すえ、

「……っ!?」景介は歯は咬がみする。

　灯りが、点ついていない。

　かといって、今いま更さら足を止めてもどうしようもない。もういじめが終わって解かい放ほうされたという可か能のう性せいが残っている。そうでないと景介には、次に行く当てがない。

　片かた手てで携帯を操そう作さしもう一度灰原にリダイヤルしながら、真まっ暗くらになっている美び術じゆつ室しつへと。

「灰原！　いるんなら、返事を……、」

　短く叫さけびながら扉とびらを開けた、それと同時。

　思し考こうが、止まった。

「……え？」




　そこに広がっていた光こう景けいは、

　景けい介すけの予よ想そうや希き望ぼうや推すい測そく、そのどれともまったく違ちがうものだった。




　薄うす闇やみ。

　何も見えない訳わけではないが、廊ろう下かにも美び術じゆつ室しつにも光はなく、外も暗い。

　そこに、人がひとり、立っていた。

「灰はい原はら……？」

　問といつつも、その輪りん郭かくは奇き妙みようだった。灰原吉よし乃ののものではない。

　まるで和わ服ふくのような、垂たれた幅はば広ひろの袖そでと脚あしにぴったり張はり付いた裾すそ。

　す、と。そいつ──女──が、身み構がまえるような仕し草ぐさをする。

「よい、棺かん奈な」

　それを止める声があった。少女のようでありながら、時じ代だいがかった喋しやべり方。

「こんなにも早く駆かけ付けたということは、縁えん者じやであろう」

「ですが、お嬢じようさま」

「よい、と言っておる」

　女が肩の力を抜いたような気がした。

　目を凝こらすと、細こまかな部分が夜よ目めに見えてくる。

　美術室に立った女はやはり和わ装そう。しかしその上から洋よう風ふうのエプロンを着けており、まるで大たい正しよう時じ代だいの金持ちに仕つかえている使用人のような格かつ好こうだ。目め鼻はな立だちからは景介よりも歳とし上うえに見えるが、二十を越こえるほどではないだろうと思う。

　とにかく何にせよ、学校という空くう間かんにはまるでそぐわない。

　対して、彼女にさっき声を掛かけた少女の姿すがたが見えなかった。美術室の中を見み渡わたすと不意に、床ゆか、リノリウムの上に、何かが寝ているのに気付く。

　──人間。

　倒たおれるように仰あお向むけで、力なく横たわっている。

　この学校の制せい服ふく。はだけた胸むな許もとと、開かれた目には力がなく──どくん。

　景介の心しん臓ぞうが、大きく跳はねた。

　ぶうん、ぶうん、と。

　耳に痛いたい静せい寂じやくの中、その倒れた人間のポケットから何かの振しん動どうする音がしている。それに呼こ応おうするように、景介の手に持った携けい帯たい電話から呼び出し音が小さく鳴っている。

　見覚えがある顔。いや、見覚えがあるどころではない。

「はい……はら？」

　灰はい原はら、吉よし乃の。

　つい十五分ほども前に昇しよう降こう口ぐちで別れ、つい五分も前に不ふ審しんな電話を受け、そうして今、景けい介すけが電話を掛かけている相あい手てが──そこにいた。

　何な故ぜ？　自じ問もんする。

　どうして倒たおれている人間が灰原の携けい帯たいを持って……いや、違ちがう。

　どうして灰原が倒れている？

　目を開けたまま、まるで息をしていないかのように。

「灰原！」

　目もく前ぜんに立つ奇き妙みような女の存そん在ざいを無む視しして、駆かけ寄よった。

　携帯を放り出し、肩かたを抱だく。温あたたかい。まだ、温かかった。

　抱き上げた彼女の首はだらりと重力に従したがって仰のけ反ぞる。それを慌あわてて抑おさえた景介の手にぬめった液えき体たいが触ふれるのを感じた。空気を吸すい込むと血ちの匂においがした。

　口くち許もとに耳を近付けても、呼こ吸きゆうは感じ取れなかった。

「え……お、い、なんだよ、これ……」

　彼女は応こたえない。
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「お嬢じようさま、如何いかが、なさいますか」

　頭ず上じようで女が無感情に、科白せりふを棒ぼう読よみしているかのように喋しやべる。

　どういうことだ。

　見知らぬ女。不ふ審しん者しや。動かない灰はい原はら。さっきの電話。今の状じよう況きようと自分の思し考こうが上う手まく繋つながらない。いったいここで何が起きたんだ。何が起きているんだ。わからない。わからない。

「お前……いったい」

　顔を上げ、景けい介すけは女に問とう。

「お前が……灰原、を？」

「妾わたしたちではない」

　返事は別方向からあった。

「すまぬな。妾たちは止められなんだ。……まさか死ぬとも思わなかった」

　死ぬ？　灰原が、死んだ？　嘘うそだ。そんなこと、あるはずがない。

　現げん実じつ味みがなさ過すぎた。夢ゆめではないかとすら思った。

　けれどそんな景介の感情を置き去ざりに、少女の声は更さらに続ける。

「とはいえ、妾はこの娘むすめが気に入ったぞ」

「お嬢さま？」

「これも縁えんだ。棺かん奈な……妾はこれより、喪着を執り行なう」

　耳に届とどいたのは訳わけのわからない単たん語ごだった。同時に景介は気付く。

　少女の声が聞こえているのに、姿すがたがどこにも見えないことに。

「なんだよ……お前、今喋ってるお前だ！　いったいどこに……」

「ここだ」

　声がしたと思われる方を見るが、そこには誰だれもいない。

　かんな、と呼ばれた女が少女の声に頷うなずき、歩あるき始める。灰原を抱だき締しめながら呆ぼう然ぜんとする景介の前を横切り、教室に並ならべられた机つくえのひとつへと。

　そこにあるのは、白い布ぬのをかけられた、半はん球きゆう形けいのもの。

　女はそれを抱きかかえ、包つつみをはらりと解とく。

　針はり金がねで編あまれた釣つり鐘がね状じようの檻おり──それは、鳥とり籠かご。




　ただし、

　中に在あるのはカナリヤではなく、少女の首だった。




「ひ……！」

　景介は思わず悲ひ鳴めいを漏もらす。

　縦たてに並ならぶ格こう子しの隙すき間まから覗のぞく、鋭するどい眼がん光こう。透すき通った鼻び梁りよう。薄うすい唇くちびる。

　首から下は、ない。頭とう部ぶだけがすっぽりと鳥とり籠かごへ納おさまっている。

　手て品じな。マジック。そんな単たん語ごが頭に浮かぶが、何な故ぜか『そうではない』という実感がある。冷れい静せいに考えればまるで現げん実じつ味みのない光こう景けいなのに、妙みように生なま々なましさがあった。

「お嬢じようさま。この男を……」

「構かまわん」

　少女の赤い唇くちびるが動いた。笑っているようにも、憐あわれんでいるようにも見えた。

「それが礼れい儀ぎだ。少なくとも妾わたしはそう思う。……こやつは、この娘むすめの状じよう況きようを知って駆かけ付けたのであろう？　ならば、妾が今からすることを、見せない訳わけにいくものか」

　数すう秒びようの沈ちん黙もくの後、返答。

「承しよう知ち、しました」

　鳥籠の把とつ手てが捻ねじられる。格こう子しと底そこ板いたの接せつ続ぞくが外はずれ、少女の首が露あらわになる。

　そうしておいて女は踵きびすを返し、美び術じゆつ室しつの隅すみへ歩くと、立て掛かけてあった大きな白しら木きの箱はこに触ふれる。蓋ふたを開く。ぎい、と音がした。手を突つっ込む。中から取り出したのは、

　大きな、斧おの。

「おどき、ください」

　顔を寄よせ、景けい介すけと視し線せんを合わせてくる。

　光のなく、虚うつろな、まるで意い思しを欠けつ落らくさせたような眼め。

「う、あ」

　言こと葉ばにならない声を発しながら、灰はい原はらを抱だく指先に力を込めた。冷たくなり始めていた彼女の身体からだが、まるで自分からも体温を奪うばっていくようだ。

「くる、な」

　ゆるゆると首を左右に振ふるが、身体の震ふるえが止まらない。

　それは『わからない』ということに対する恐きよう怖ふだ。

　和わ装そうの女も、首だけの少女も、冷たい灰原も、何もかもが理り解かいを超こえていた。

「く……るな……、来るな」

「おどき、ください」

　もう一度女が言った。

　鼻にかかる吐と息いきからは菊きくの花のような香かおりがして、体温が感じられない。

「仕し方かたない、ですね」

　女は、灰原の身体に手を伸のばし、景介の掌てのひらに冷たい指を這はわせ、そして、すすう、と。

　奪い取る。

「あ……」

　恐怖のせいで力が抜けていたのか、それとも女の力が圧あつ倒とう的てきに強かったのか。理由はその両方だろう。灰原の身体の感かん触しよくが手からあっさりと消しよう失しつし、女は灰原を抱いて立ち上がる。

「顔を見せろ」

　少女が言った。女が生なま首くびの目の前に灰はい原はらの顔を近付けた。

「綺き麗れいな娘むすめだ。……妾わたしはこの娘の顔を、生しよう涯がい忘れまいぞ」

　女が再ふたたび灰原を床ゆかに寝ねかせる。

　持っていた斧おのの柄えを両手で握にぎり、頭上に構かまえる。

　景けい介すけは叫さけんだ。声は出なかった。

　だから、いや、そんなこととは関係なく──斧が──振り下ろされる。

　肉にくの断たたれる音。刃はが床に突つき立つ音。今まで聞いたこともない、不ふ快かいな音。

　斧が放り投げられた。がらん、と。

　女が少女の首を両手で大だい事じそうに抱だきかかえた。

「お前の身体からだ、この妾が貰もらい受ける」

　少女の声。まるで、誰だれかに向かって祈いのるような。

　そうして。

　そこから先の出で来き事ごとを、景介の意い識しきは受け入れられなかった。




　少女の首。

　灰原の身体からだ。

　転がっているのは、斧で切せつ断だんされた灰原の頭とう部ぶ。

　女は少女の首を抱いたまましゃがみ込み、灰原の身体と少女の首を合わせる。

　一いつ瞬しゆんの静せい止しがあって、灰原の身体が起きあがる。

　少女の頭を──首に載のせたまま。




「ああ……なるほど」

　少女が納なつ得とくしたように、自分の首くび筋すじを、灰原の身体との繋つなぎ目を撫なでた。

　視し線せんがこっちを向く。

　まるで和わ紙しに墨すみを一いつ滴てき垂たらしたような、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

「景介、お前は幸せ者だ……誇ほこりに思うがいい」

　──どうして自分の名前を知っている？

　その疑ぎ問もんを持つ前に、景介は気を失うしなう。目の前の光こう景けいを意識が拒きよ否ひしたのだった。

　身体が前のめりに倒たおれ込み、視し界かいが完かん全ぜんに暗転する。

　だから少女が続けて口にした言こと葉ばも、景介には届とどかない。

　少女は言った。

「灰原吉よし乃の。……妾も、お前のことを誇りに思う」

　少女──枯かれ葉はが胸むねに手を当て、

「お嬢じようさま。喪も着ぎの儀ぎ、誠まことに、おめでとう、ございます」

　女──棺かん奈なが恭うやうやしく、一礼した。
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　景けい介すけが意い識しきを取り戻して最初に知ち覚かくしたのは、匂においだった。

　草のような香かおり。

　嗅きゆう覚かくを刺し激げきした正しよう体たいが畳たたみだと気付いたのは、馴な染じみがなく、けれど同時に既き視し感かんがあったからだ。普ふ段だん嗅かぎなれないそれは、いつかの盆ぼんに父の実じつ家かへ行った時の記き憶おくと繋つながる。あの家は純じゆん和わ風ふうで、幼おさない頃ころ、姉と並ならんで畳の上に布団ふとんを敷しいて寝ねていた。

　もっとも、懐なつかしさはすぐに違い和わ感かんへと変わる。

　──ここは、どこだ？

　起きあがった。祖そ父ふ母ぼの家と同じように、畳敷きの和室で布団に寝かされている。

　周しゆう囲いを見み渡わたすと暗い上に視し界かいがぼやけてよくわからない。眼鏡めがねがないせいだ。反はん射しや的てきに枕まくら元もと辺あたりの畳の上を探さぐると、手に触ふれるものがある。眼鏡。かけてみた。どうやら自分のもので間ま違ちがいないようで、すべての輪りん郭かくがレンズ越ごしにはっきりする。

　前には衾ふすま、背はい後ごを振り返ると障しよう子じ。やけに静しずかで、無む音おんが耳に響ひびく。

　上う手まく覚かく醒せいしない頭で、自分が眠ねむる前に何をしていたのかを考えた。

　夜の学校。

　クラスメイトの灰はい原はらからかかってきた電話。

　駆かけ付けた時に出くわした妙みような女。

　死体になっていた灰原。

　鳥とり籠かごの中に首だけの少女がいて、そして──。

「……夢ゆめ？」

　記憶にあるのは、常じよう識しき的てきとはとてもいえない出で来き事ごとだった。どうやら頭のおかしな夢を見ていたようだ。まったく、俺の脳のうはどうかしている。このことを灰原に話したら笑ってくれるだろうか。それとも気を悪くするだろうか。そっちの可か能のう性せいの方が高いから黙だまっていた方が、

「いや……ちょっと待まて」

　あれが夢だとしても、今はもう、どう考えても目が覚めている。

　だったら、自分がいるこの見知らぬ場所は、いったいどこだ？

　景介は立ち上がる。足あし許もとがややふらつく。今何時なのだろうと携けい帯たいを探すがポケットには入っていない。服ふく装そうは制せい服ふくのままだった。衾の上、鴨かも居いにハンガーで掛かけられている自分のコートを見付ける。近寄って探ってみるが、財さい布ふしか入っていない。中なか身みは無ぶ事じだった。

　誘ゆう拐かいでもされたか。それとも事じ故こに遭あって記憶でも混こん濁だくしているのか。

　どうしたものかと頭を抱かかえていると、背後から物もの音おとがした。

　振ふり返る。

「……起きた？」

　障しよう子じの向こう。気け配はいとともに、女の声があった。

「誰だれ……だ？」

　状じよう況きように気け圧おされて、自然と喋しやべり方がぎこちなくなる。

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく。ややあって、微かすかな溜ため息いきとともに、

「開けるよ」

　す──と。

　木の擦こすれ合う音とともに障子が開かれた。廊ろう下かは庭に面していて、冷たい空気が一いつ気きに入ってくる。外の景け色しきは白い。いつの間にか雪が薄うつすらと積つもっている。

　景けい介すけは目を見開いた。……雪明かりに浮かぶ、障子を開けた者の姿すがたに。

　一いつ瞬しゆん、別人かと思った。

　何な故ぜなら彼女はこの和わ風ふうな家によく似に合あう着物を纏まとっていて、景介の知るいつもの格かつ好こうとはまるで違ちがっていたからだ。表情も硬かたく、思い詰つめたような顔をしている。

　でも、やや高い背せに頭の後ろで括くくった髪かみ、そして、

「おはよう。今は夜だけど」

　どこかあっけらかんとした喋しやべり方は、間ま違ちがいなく聞いたことのあるもので。

「……木こ陰かげ野の？」

　景介は、クラスメイトの──木陰野棗なつめの名を、呆ぼう然ぜんと呼ぶ。

「木陰野、なのか？　なんで、お前……そんな」

　彼女は軽く頷うなずくと、僅わずかな笑えみを作り、言う。

「おいで。いろいろ説明するよ」

　ちょいちょいと、まるでクラスで人を呼ぶ時にそうするように、景介を促うながす。

　その手て招まねきを拒こばむ理由も抗あらがう術すべもなかった。クエスチョンマークが頭の中で乱らん舞ぶする中、景介はぽかんとした間ま抜ぬけな顔で、着物姿の木陰野についていく。




　通されたのは、居い間まとも座ざ敷しきともつかない部へ屋やだった。

　ここで待まってて、と言って木陰野はどこかへ行き、景介はひとり残される。

　畳たたみ敷じきで、上かみ手てには床とこの間ま。ご丁てい寧ねいに掛かけ軸じくが掛かっていた。

　天てん井じようからは蛍けい光こう灯とうが吊つるされていて、中ちゆう央おうには炬燵こたつがあり、床の間の横──確たしか『違ちがい棚だな』とかそんな名前だ──には、小さなテレビが備そなえ付けられている。純じゆん和風でありながら変に生活感があるなと思いつつ、炬燵の上に置かれた蜜み柑かん籠かごを見付け、不意に喉のどの渇かわきを覚えた。

　今は何日の何時だろう。そう思うが、時計はどこにも見当たらない。

　テレビを点つけたりしてみてもいいものだろうか、などと思し案あんしていると、

「お待たせ」

　戻ってきた木こ陰かげ野のが、衾ふすまを開けた。

　──ひとりの人間を、連れている。

　少女、だった。自分たちと同どう程てい度どの年ねん齢れいだろう。

　木陰野と同じく、着物を纏まとっている。ただし、木陰野のものが割わりとオーソドックスな、手て鞠まり柄がらの入った浅あさ葱ぎ色いろなのに対して、彼女が着ているのは、赤。
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　無む地じの、焔ほのおのような、或あるいは血ちのような。

　それに比ひして、帯おびと髪かみは緑か青と見み紛まごうほどに黒い。

　顔立ちはどこか清せい冽れつだった。白い肌はだ、大きさの割わりに鋭するどい眼め、すらりとした鼻び梁りよう、形のいい唇くちびる。街まちで見れば誰だれもが振ふり返るほどの美少女、それこそ秋あき津つ以上かもしれない。

「起きたか、景けい介すけ」

　少女はそう言った。声こわ音ねは妙みように幼おさないくせに、やけに不ふ敵てきで不ふ遜そんな口く調ちようで。

　どこかで既き視し感かんがある。

　これは何だろう。そんな疑ぎ問もんを覚えていると、

「入れ。寒かろう」

　いきなり炬燵こたつを勧すすめられる。

「いや……ちょっと待まってくれ、そもそも俺は……」

　なんでここにいるんだ、と問とおうとするが、

「暖あたたかいぞ。掘ほり炬燵ごたつだ」

「だからそういう……」

「蜜み柑かんもある。甘あまいぞ」

「いや、甘いとか甘くないとかじゃなくてだな、その……」

「なんだ、スナック菓が子しなどがよいのか。棗なつめ、なにかあるか？　妾わたしはポテチがよい」

「残念ながら何もないよ。ってかあんた、ポテチなんて知ってたの？」

「母さまがたまにしか食べさせてくれなかったのだ。身体からだに悪いと言ってな」

「あ、そうなの……」

「ああ、茶ちやがないぞ。客きやく人じんに茶も出さんとあっては本ほん家けの名な折おれだ」

「……用意するのはあたしなのね」

　ぼやきつつ、再ふたたび衾ふすまの向こうに消えていく木こ陰かげ野の。

　景けい介すけは完かん全ぜん無む欠けつに、あらゆる意味で置き去ざりだった。

「いやだからちょっと待まってくれ……ええと、そうだ。俺はだいたいなんでこんなところに」

　さっさとひとりで炬燵に入った少女に、問とう。

「枯かれ葉はだ」

「え？」

「妾の名は枯葉だ」

「……かれは」

　枯かれた葉はで、枯葉？　親の顔が見たくなるような名だった。

「おお、呼よび捨すてにしてもよいぞ。景介には許ゆるそう」

「って、待て、なんで俺の名前知ってんだよ!?」

「いいから座すわれ」

　完全に相あい手てのペースだった。とはいえそもそもここは見知らぬ場所アウエイで、景介が主しゆ導どう権けんを握にぎれるはずもない。渋しぶ々しぶといった調ちよう子しで炬燵に座ると、彼女の言う通り暖かくはある。

　ぶるり、と身体が震ふるえた。思いの外ほか、冷えていたらしい。

「はい、お待たせ」

　急きゆう須すと湯ゆ呑のみを載のせた盆ぼんを持った木陰野が戻ってきた。

「棗、行ぎよう儀ぎが悪いぞ」

　衾を足で開けた木陰野を見み咎とがめ、少女が顔をしかめる。

「あたしはあんたと違ちがって育ちがよくないのよ。……それより自じ己こ紹しよう介かいは済すませた？　枯葉」

「ああ、さっきな」

「ええと……おい、木陰野。お前、木陰野だよな」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ、間ま違ちがいないよ。白しら州す高校一年Ａ組、木陰野棗」

「だったらお前は俺の味み方かたでいてくれ、頼たのむ……」

　景けい介すけは正しよう直じきに告つげる。

「目が覚めたら訳わけのわからん屋や敷しきで、眠ねむる前の記き憶おくもなくて、挙あげ句くの果はてには自分勝かつ手てに話を進める女を前に俺はもう何がなんだかさっぱりだ。完かん璧ぺきにさっぱり過すぎて、何から質しつ問もんすればいいのかもさっぱりだ。……だいたい、ここ、どこだよ？　お前の家か？　そいつはお前の親しん戚せきか？　っていうかなんでお前着き物ものなんだ？　ひょっとして演えん歌かしか聴きかないってのは一いち族ぞく揃そろってそういう趣しゆ味みだからか？」

「ち……ちょっと霧きり沢さわ!?　なんであたしが演歌好すきなの知ってるの!?」

「あ」

　しまった。日ひ崎ざきから秘ひ密みつにしといてと言われていたんだった。

「なんだ棗なつめ。お前、演歌のような古くさいものが好すきなのか」

「枯かれ葉はは黙だまってなさいっ」

「妾わたしはろっくも聴くぞ。なんだったかな、ええと、そうだ、どあーずだ」

「なんであんた中ちゆう途と半はん端ぱに文化的なのよ……」

「父さまがお好きだったのだ。ぶれいこんするーなんとか、だったか？」

「……知らないっての」

　呆あきれた顔で溜ため息いきを吐つくと、木こ陰かげ野のは急きゆう須すから湯ゆ呑のみに茶ちやを注そそぎ、景介に差し出した。

「とにかく、説明するよ。って……どこから始めたもんかな」

「どこからでもいい。なにせ俺はもうすべてがわかんねえよ」

「まあ、そうだよね」

　景介の言こと葉ばに少し思し案あんし、口を開く。

「あー、その、まずは……この娘こはあたしの親戚、ってのは間ま違ちがいない。でも、ここはあたしの家じゃないんだ。ええと、要ようするにね、本ほん来らいはこの娘……枯葉の家の別べつ荘そうみたいなもんなんだけど、代だい々だいあたしの一家が管理してたの。うん、これが正しいか」

「ここ、どこだ？　同じ町内なのか？」

「うん、一いち応おうね。高校の裏うら山やま……になる、のかな」

　何な故ぜか歯は切ぎれが悪い木陰野。

「わかった。……それで？」

　景介は続きを促うながす。

「ええと、……あのさ、霧きり沢さわ」

　と、木陰野はそこで逡しゆん巡じゆんするように、こちらへ視し線せんを向けた。

　さっきまでとは打って変わって妙みように真しん剣けんな、深しん刻こくな顔で。

「今からする話はね、もうまったく意味不明だと思うんだけど」

「いや、そんなこと言われても困こまるんだが」

「とにかく、聞いてもらわないことには始まらないの。だから、聞くだけ聞いて」

「あー、わかったよ。黙だまって聞こう。で？」

　促うながした景けい介すけに、応こたえたのは木こ陰かげ野のの隣となりに座すわった少女──枯かれ葉はだった。

「お前、覚えておらんのか。いや……それとも、夢ゆめだと思っているのか」

「何のことだ」

「妾わたしの喪も着ぎに立ち会ったであろう」

「もぎ……？　お前、何を言って」

　ぞくり、と。

　その単たん語ごに聞き覚えがあることに、景介の背せ筋すじを冷ひや汗あせが伝つたった。

　この居い間まに入って、枯葉と名な乗のる少女と出会ってからずっと考えないようにしていた。

　そうだ。

　自分はこいつの顔に、見覚えがある。

　それも、夢の中で。

　尊そん大だいな口く調ちようも、その割わりにはやけに幼おさない声も、冷たそうな顔立ちも。

　でも、あれは……そうだ。夢のはずだ。だったら……、

　──そんな思し考こうは、木陰野の言こと葉ばによって遮さえぎられた。

「喪着、っていうのはね、あたしたち一族の、成せい人じんの儀ぎ式しきよ」

「一いち族ぞく？」

「鈴すず鹿か。始し祖その名をとり、妾らはそう呼んでいる」

「なんだよ、それ。お前ら、まるで自分たちが少数民みん族ぞくか何かみたいな……」

「そうだよ、霧きり沢さわ」

　無む理り矢や理りふざけてみたのに、返ってきたのは首しゆ肯こうだった。

「少数民族……そう言っても間ま違ちがいじゃない。でも、もっと適てき当とうな言葉がある」

　その顔はさっきと同じく、やけに真ま面じ目めなもので、同時にどこか悲しげで、

「あたしたちは人間じゃない」

「……は？」

「妖よう魅み、あやかし。言ってみれば……化け物、だよ」

「……え？」

　冗じよう談だんを言っているようには、とても見えなかった。

「棗なつめ。化ばけ物ものとはなんだ。妾たちとて立りつ派ぱな……」

「ごめん枯葉、少し黙ってて。こいつは……あたしの友達なんだ。あたしは一年間、こいつと同じクラスにいたんだ。だったらあたしの口から、あたしの言葉で話さなきゃいけないよ」

「……木陰野？」

「化け物、妖よう怪かい、あたしたちの一族は、人間たちにそう呼ばれてきた」

「ちょっと待まて、それはどこの少年マンガだ」

　慌あわてて景けい介すけは笑い、手を振ふる。馬ば鹿か馬鹿しい、と思いながら。

　──自じ身しんの背せに鳥とり肌はだが立っていることからは、目を背そむけて。

「クラスメイトが実じつは妖よう怪かいでしたなんて、陳ちん腐ぷ過すぎて十週打ち切りだぞ？　なんだ、お前ら、狐きつねが化ばけてでもいるのか？　耳とか尻尾しつぽとか出てくるのか？」

　冗じよう談だんめかすが、ふたりとも笑わない。

「失しつ礼れいな。妾わたしたちは玉たま藻もではない」

　枯かれ葉はは大おお真ま面じ目めに頬ほおを膨ふくらませ、木こ陰かげ野のはやはり深しん刻こくな顔を崩くずそうとしない。

　常じよう識しき的てきに考えれば冗じよう句くとしか思えない説明は、続く。

「霧きり沢さわは、土つち蜘ぐ蛛もって言こと葉ば、知ってる？　日に本ほん史しで習ったと思うんだけど」

「……つちぐも？」

　あいにく、日本史も世界史も大の苦にが手てだ。

「いや、覚えてねえ」

「時ときの朝ちよう廷ていに従したがわなかった、まつろわぬ民たみのことだよ」

「ああ」

　言われてなんとなく思い出した。教科書の最初の方に載のっていた気がする。

「源みなもとの頼より光みつ……金太郎さんで有ゆう名めいなあれね。彼らと戦たたかったのも、土蜘蛛」

「金太郎は鬼おに退たい治じじゃないのか？」

　問とうた景介に、

「だから、そう」

　木陰野は──頷うなずいた。

「別に土蜘蛛は、ただ朝廷に従わなかった民というだけじゃない。……つまり、鬼よ。人とは違ちがう、人の形をした化け物だから、打ち倒たおされた」

「……だったら角つのはどこにあるんだよ」

「冗談を言ってる訳わけじゃないよ」

　お前らが変なことを言って俺をたばかろうとするからだろ。

　そう口にしかけ、景介は不意に自じ覚かくする。

　背中の鳥肌。

　そして、自分の指先が細こまかく震ふるえていることを。

　──ああ、そうだ。

　この震えの理由を、自分は知っている。

　木陰野の言葉を冗談にして一いつ笑しように付ふしてしまいたいのは何な故ぜかも、ちゃんとわかっている。

　恐いのだ。

　あの夢ゆめ。枯葉と名な乗のる目の前の少女が出てきた、夢。

　そこで彼女は、どんな姿すがたをしていた？

　あれは夢ゆめのはずだ。

　夢でなければ、あんな──。

「妾わたしたちの一いち族ぞくは、かつてもっと西の方に里さとを持っていた」

　再さい度ど会話に入ってきた枯かれ葉はの声が、夢の中のあの生首の発した声とだぶって聞こえる。

「しかし人との戦いくさに負け、里を追われ、東のこの地へと逃げた。妾たちは山へ入り、人とできるだけ関わらず、一族の者だけでひっそりと生きることにした。千年以上も昔のことだ。……まあ、他の異なものどもとの戦は度たび々たびあったから、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんという訳わけにはいかんが……とにかく、鈴すず鹿かは生き延のびた。人から隠かくれ、一部は人に溶とけ込み、他の種しゆ族ぞくを滅ほろぼしつつ、だ。お前がさっき言った玉たま藻もとの戦も、三百年前にあったそうだ。妾たちが勝ったがな」

　たまらず景けい介すけは口を開く。

「待まて。ちょっと待ってくれ。……じゃあお前ら、どこがどう人間と違ちがうっていうんだよ」

「いろいろあるよ」

　応こたえる木こ陰かげ野のの声が心しん臓ぞうを跳はねさせる。

「でもその中で一番違ってるのはね、生せい命めい力りよく。あたしたちは、あなたたち人間よりもずっとずっと、生命力が強い。……人が、鬼おにと呼ぶのも自然なほどにね」

「……よせよ」

　否ひ定ていするも、声は弱い。

　尋きかなければよかったと思った。今の質しつ問もんは確かく実じつに、彼女たちの話を自分の恐おそれる結けつ論ろんへと近付けるものだ。その結論が近付くほどに彼女たちを否ひ定ていできなくなっていくのに。

　何な故ぜなら、自分の見た夢が、証しよう拠こ。

　木陰野の言こと葉ばがくだらない莫ば迦かな妄もう想そうでないことを、示しめしている──。

「頼たのむ、意味のわからないことを言うのは……」

　そして、ついに、木陰野は、口にした。

「霧沢は、見たでしょう？」

「やめろって、言って……」

　──ああ、畜ちく生しようめ。

　唇くちびるを咬かんだ。

　あれは──、




「鬼はね……首だけになっても、死なないのよ」




　あれは──夢じゃ、なかったのか？

「鬼退たい治じの伝でん説せつには、落とした鬼の首が食らいついてきたなんて話は山ほどあるよね？　それは別に伝説なんかじゃない。ただの事実よ。……少なくとも、あたしたち一族にとっては」

　脳のう裏りに焼き付いた光こう景けいを思い出す。

　鳥とり籠かごに閉とじ込められた、枯かれ葉はの首。

　──首だけなのに、普ふ通つうに喋しやべっていた。

「ただ、生せい命めい力りよくが強いのが災わざわいしたのか、それとも千年以上も身内だけで血ちを濃こくし過すぎたせいか、一いち族ぞくはだんだん種しゆとしてはおかしなことになっていった。あたしたち『鈴すず鹿か』はね、霧きり沢さわ。……生まれたままの身体からだでは、妊にん娠しんする可か能のう性せいがとても低いの」

「そもそも、男が生まれん。一族の男が最後に生まれたのは二百年前と聞く」

「だからそれを解決するために……一族の間で、喪も着ぎという儀ぎ式しきができたの」

　もぎ。

　それは少女が、枯葉が口にした単たん語ご。

　──妾わたしはこれより、喪着を執とり行おこなう。

「あたしたちは子供を産うむために、人間の身体を手に入れる。……そうして人間の身体と自分たちの血を混まじらせ、人間の男を夫おつとにして、赤ちゃんを産むんだよ」

　妊娠だの赤ちゃんだの、普ふ通つうはクラスメイトから聞いたら「生々しいこと言うな」と笑うべきなのかもしれない。でも、おぞましすぎてちっとも笑えない。

　まるで寄き生せい虫ちゆうだ。

　子供を産むために人の身体を乗っ取って、首をすげ替えて？

　目の前、炬燵こたつの対たい面めんに座すわっている枯葉を見た。

　顎あごの下、細い首くび筋すじ──そこには傷きず痕あとひとつない。

　もう、傷痕ひとつない。

　そのことが逆ぎやくに、妙みような実じつ感かんとなって景けい介すけを襲おそう。

　──自分の、あの、眠ねむってしまう前の記き憶おくからはもう逃げられない。

「なあ、木こ陰かげ野の。ひとつ……ひとつ、答えてくれ」

　恐きよう怖ふとともに、震ふるえる喉のどを振ふり絞しぼった。

「ひとつだけでいい。それでお前の言ってることを信じるか信じないか決める」

「……言って」

　息いきを吸すい、それから吐はき、もう一度吸い込んで、

「灰はい原はらは……どうなった？」

　木陰野の表情が曇くもる。

「……それは」

　言いにくそうに口を噤つぐんだのを見て、代わりに答えたのは枯葉だった。

「お前も見たであろう」

　真まっ直すぐに景介を見み据すえ、

「吉よし乃のは死んだ。そして、身体はここにある」

　自みずからの胸むねに手を当てて。

　その態たい度どはあまりに正々堂々としていて、真しん摯しですらあった。

「っ……じゃあ、俺の見た、あれは」

「現げん実じつだよ。……あたしはその少し後に来たから、枯かれ葉はから話しか聞いていないけど」

　首だけになっても死なない、鬼おに。

　人間の首をすげ替えて、身体からだを手に入れる化ばけ物もの──。

　──あれは、夢ゆめじゃない？

　それを認みとめた景けい介すけの胸に、不意にある感情が満ちた。

　自分でも不ふ思し議ぎだった。何な故ぜなら、湧わき起こってきたのは恐おそれでも困こん惑わくでもなく、もっと別種の、酷ひどく即そく物ぶつ的てきで現実的なもの、つまり、

「お前、か？」

　怒いかり──だったからだ。

　ああ、そうだ。

　こっちだって、はいそうですかと納なつ得とくする訳わけにはいかない。

「じゃあ、お前が……灰はい原はらを？」

「妾わたしではない」

「……ふざけんなよ」

　夢だと思い込もうとしていたけれど、実じつ際さいははっきり覚えている。

　電話がかかってきた。スピーカーから不ふ穏おんな声と悲ひ鳴めいが洩もれてきた。だから景介は自転車を飛ばした。学校に駆かけ付けた。美び術じゆつ室しつに飛び込んだ。

　そこで見たのは倒たおれた灰原と、首だけの枯葉。それから、着物にエプロンの女。

「そうだ……あいつか？　あの気き味みの悪い、死体みたいな……」

「棺かん奈なでもない。それと、棺奈のことを悪く言うな。お前でも許ゆるさぬぞ」

　鋭するどい視し線せんで睨にらまれる。景介は怯ひるまなかった。

「だったら、誰だれだっていうんだよ!?」怒ど鳴なり、

「少なくともあの女は、灰原の、……っ」

　首を刎はねた。

　そう叫さけびかけて口くち籠ごもる。灰原が死んだことを認みとめてしまうようで言こと葉ばにできなかったのだ。

「霧きり沢さわ、落ち着いて？」

「落ち着いてられるかっ！　だって、灰原は……」

「灰原さんを殺したのは枯葉じゃないよ。あたしは一族から少し距きよ離りを置いて生きてきた身みだけど……枯葉はそんなことを絶対にしないのは保ほ証しようできる」

「莫ば迦か言うな！　百ひやつ歩ぽ譲ゆずって殺してないとしても、でも、あんな！」

「首を刎ねたことに対しての言い訳はせん。早そう晩ばん、喪も着ぎを行なわなければ妾は死んでいた。首だけになっても死なないのと、首だけになってもずっと生きていられるのとは違ちがう」

　じゃあ、お前の元もとの身体からだはどこに行ったんだ。

　微かすかに疑ぎ問もんを覚えるが、相あい手ての事情なんか知ったことではない。

「そんなの関係あるか！　だいたい、」

　なおも怒ど鳴なろうとした景けい介すけを、枯かれ葉はが強い口く調ちようで遮さえぎった。

「……景介。それ以上、吉乃の死を冒涜するものではないぞ」

「冒ぼう涜とく!?　ふざけるな！　どの口で……」

「妾わたしは詳くわしいことは知らん。しかし、吉よし乃のが今のお前を見てどう考えるかはわかる。吉乃はな……お前にそのように混こん乱らんして欲ほしくもないし、自分を憐あわれんで欲しいとも思っておらぬ」

「っ、てめえになんでそんな……」

　怒ど声せいに近い景介の疑ぎ問もんに答えたのは木こ陰かげ野の。

「首をすげ替えた一いち族ぞくは、その人間が生せい前ぜんに持っていた記き憶おくの一部や感情を受け継つぐんだよ。あたしはまだ生まれたままの身体だから実じつ際さいにどんなものかはわからないんだけど」

　それを枯葉が補ほ足そくする。

「言こと葉ばにできるほどはっきりしたものではない。だが妾は、吉乃の気持ちがわかる」

「信じられるかよ、そんなもん……」

　否ひ定ていするも口調は弱い。

　怒いかりはある。確かく証しようもないことを口にするこいつは理り不ふ尽じんだとも思う。

　ただ、自分の言うべき言葉が思い付かなかった。こんな──現実にはあり得えない事じ態たいはもちろん、クラスメイトが目の前で死んだのだって生まれて初めてなのだ。経けい験けん則そくがまったく働はたらかない事じ態たいに感情も思し考こうも追い付かず、どう対たい処しよしていいのかもわからない。

「……ちくしょう」

　やりきれずに吐はき捨すて、文も字じ通どおり頭を抱かかえる。

「なんなんだよ、まったく……」

　あまりに一度にいろいろなことが起き、いろいろなことを聞き過すぎた。

　すっかり混乱してしまった景介の様よう子すを見た木陰野が言う。

「夜も遅おそいから、今こん晩ばんは泊とまっていきなよ」

「今、何時だ？　てか……今日は何日なんだ？」

　尋きき忘れていた基き本ほん的てきな情じよう報ほうを問とうと、彼女は笑う。

「今は十時過ぎ。まだ今日だよ。霧きり沢さわが寝ねてたのは、四時間くらい」

「そうか。せっかくだが俺は帰る」

「なに、遠えん慮りよすることはない。泊まっていけ」

　まったく空気を読まない枯葉を無む視ししつつ、

「いや、帰る。無む断だん外がい泊はくなんかできねえし」

　取って付けたようなことを口にした。が、

「大だい丈じよう夫ぶだ。さっき『今日は友達の家に泊とまる』とお前の母はは君ぎみに連絡しておいた」

　枯かれ葉はは袖そでの下に手を入れると、景けい介すけの携けい帯たい電話を取り出した。

「はあ!?」

「誤ご解かいするな。妾わたしはこれの使い方がよくわからん。やったのは棗なつめだ」

「いや、やれって言ったのは枯葉でしょ」

「ちょっと待まて、お前ら、何を勝かつ手てに……！」

「まあそう言うな」

「ふざけんなっ」

　悪戯いたずらっぽく笑って携帯電話をこっちに渡わたしてくる枯葉と、目だけで謝あやまってくる木こ陰かげ野のに、怒いかりを通り越こして呆あきれのような感情が湧わく。景介は立ち上がった。

「とにかく俺は帰るっ！」

「ひとりでか？」

「学校の裏うら山やまなんだろ？　お前らに送ってもらう必ひつ要ようはねえよ」

　何な故ぜかにやにやする枯葉を睨にらみ付けるも、動じる様よう子すがない。

　その表情に不ふ審しんなものを覚えていると、木陰野が諦てい念ねんを浮かべる。

「ごめん、霧きり沢さわ。あんたひとりじゃ、帰れない」

「……なんでだよ」

「ここね、ちょっと特とく殊しゆなところなんだ。『迷まよい家が』っていってさ」

「まよいが？」

　聞き慣なれない単たん語ごに眉まゆを寄よせる。

「特別な道みち順じゆんを踏ふまないと、辿たどり着くことも出ることもできないの」

「……、またそんな意味不明なことを……」

　口にしてはみたが嘘うそだと断だんじられる自信はない。首だけで生きて喋しやべっていた枯葉の姿すがたが記き憶おくにある以上、常じよう識しきから外はずれたことが起きてもおかしくないと思った。

「あたしとしては帰りたいなら送ってあげてもいいんだけど……その」

「いいから泊まっていけ」

　ちらりと木陰野に視し線せんを送られた枯葉は意見を曲まげず、得とく意いげにそう主しゆ張ちようする。

　受け取った携帯電話を確かく認にんすると、見事に覚えのないメールがあった。

『今日は友達の家に泊まって勉強しようと思うんだけど』

　受じゆ信しんボックスには母からの返信。

『わかった。迷めい惑わくをかけないように』

　──なんでこういう時に限かぎって物わかりがいいんだ、うちの親は。

　肩かたを落とす。なんだか気力が尽つき、一いつ気きに疲つかれが出た。

　木こ陰かげ野のの言うことを信じずに帰ってもいいが、もし『出ることができない』というのが本当なら、雪の積つもる冬ふゆ山やまで迷まようことになる。

「……わかったよ」

　そうしてなし崩くずしに景けい介すけは、この日に本ほん家か屋おくで夜を過すごすことになった。




　　　　　　　　　　２




　とはいえ、見知らぬ家でゆっくりくつろげるほど景介の肝きもは太くない。

　それから二時間。風ふ呂ろだの食事だのをすべて固こ辞じした景介は、与あたえられた部へ屋やの中でまんじりともせずに寝転がっていた。眠くはなかったから、頭の中で思し考こうだけがぐるぐる廻まわる。

　なんだか感情が蓋ふたをしているようだ、と思う。

　クラスメイトが死んで、友人が化ばけ物もので、しかも自分はその化け物の家に囚とらわれているというのに、自分の胸むねには焦あせりも悲しみもない。

　未いまだに信じられずにいるのだろうか。それとも実じつ感かんがないのだろうか。

　頭ははっきりしているのに心がついてこない、そんな感じだ。

　灰はい原はらのことを考える。

　遊びに行く約やく束そくをして、返事を聞いていなかった。あいつは結けつ局きよく、どうするつもりだったのだろう。断ことわる気でいたのか、行く気になっていたのか、それとも迷まよったままだったのか。

　何な故ぜ灰原が死んだのかは、あの後、枯かれ葉はから聞いた。

　複数の誰だれかと諍いさかいを起こしていたらしい。

　その最中、転ばされた弾はずみか何かで、彼女は頭を打った。それで──打ち所が悪く、死んだ。単たん純じゆん明めい快かいで辻つじ褄つまも合う話だった。灰原からかかってきた電話から漏もれ聞こえてきた、からかうような声やバケツがひっくり返るような物音とも一いつ致ちする。

　でも、そのストーリーを、景介はどうしても受け入れることができなかった。

　理由はわかりきっている。

　認みとめたくないのだ。

　もし枯葉の言ったことが事実なら、灰原はいじめを受けていたことになる。

　しかも陰いん湿しつなもの。想そう像ぞうしただけで気分が悪くなる。

　確たしかに灰原はあまり他人と喋しやべらなくて、内うち気きで、ひょっとしたら女子の中には嫌きらっている奴やつもいたかもしれない。でも、だからといって──はいそうですかと納なつ得とくできるものか。

　それに、もうひとつ。

　あの時、景介に電話がかかってきたのは偶ぐう然ぜんだったのか。

　そんなはずはない。たぶんあいつは、他ならない自分に助けを求めてきたのだ。ポケットの中で、手て探さぐりで着ちやく信しん履り歴れきを呼び出して、通話ボタンを押したのだろう。

　──メモリーに入れるの、家族以外では、ふたりめです。

　別れ際ぎわにそう笑っていた灰はい原はらの顔を思い出す。

　あいつが助けを求める人間は、自分以外にいなかった、それなのに。

「……俺は、間まに合わなかった……のかな」

　口に出すと、呼こ吸きゆうが不意に苦しくなる。感情はぽっかりと死んだように消えてしまっているのに、心しん臓ぞうの鼓こ動どうが煩うるさいほどに大きく、速はやくなる。

　枯かれ葉はが灰原を殺して身体からだを乗っ取っていたのであれば、まだよかった。

　実じつ際さい、話を聞いた時反はん射しや的てきにそう考えたのは、楽らくだったからだ。首だけで生きている化ばけ物ものの少女。彼女を原げん因いんにしてしまえば少なくとも「自分が何もできなかったのは仕し方かたない」と思うことができる。なにせ化け物だ。一いつ介かいの高校生がどうこうできる存そん在ざいじゃない。

　けれど景けい介すけは、その思い込みを続けることができなかった。

　木こ陰かげ野のがいたせいだろうか。それとも彼女の──枯葉の目がやけに真まっ直すぐだったからか。

　灰原の死の経けい緯いを話し終えた後、枯葉は景介に謝あやまってきた。

　自分は首だけで身みを隠かくしていて、だから止めることができなかった、すまなかった、と。

　後こう悔かいと自じ責せきが入り混まじった複ふく雑ざつな表情だった。

　それを見て景介は、枯葉のことを責せめる気き力りよくがなくなってしまったのだった──。

　考えているとどうにもやりきれない。景介は布団ふとんから身を起こし、立ち上がった。

　外の景け色しきでも見ようかと思い、障しよう子じを開け、廊ろう下かに出る。

　雪が積つもっているというのに雨あま戸どは開け放たれていて、外がい気きは容よう赦しやなく突つき刺ささってくる。それでも布団の中で踞うずくまっていたせいで身体は熱く、寒さが心地ここちいい。

　と──廊下の角かど、庭に面めんした縁えん側がわに人ひと影かげがあった。

　座すわって庭を眺ながめていた彼女は、景介の気け配はいを察さつし、振ふり返る。

「なんだ、眠れんのか？」

　尊そん大だいな口く調ちように似に合あわない幼い声。

　枯葉だった。

「……別に」

　自然、声が硬かたくなった。しかし彼女は、そんな景介の態たい度どに頓とん着ちやくしない。

　微かすかに笑えみ、どこか自じ嘲ちよう気ぎ味みに呟つぶやく。

「無む理りもないか。妾わたしも同じだ」

「え」

「座れ」

　ぽんぽん、と、自分の隣となり、縁側の木板を軽く叩たたいてくる。

「いや、俺は」

　首を振ろうとしたが、枯葉の視し線せんには妙みように有う無むを言わせないものがあった。景介は溜ため息いきを吐つくと観かん念ねんし、言われた通りに腰こしを降ろす。ただし、少し距きよ離りを開けて。

　まあいい。どうせ眠れないし、尋ききたいことだって山ほどあるのだ。

　枯かれ葉はを横よこ目めに、雪が積つもった庭へ視し線せんを遣やる。石いし造づくりの灯とう籠ろうも椿つばきの木もすべてが白い。ふと、そんな風ふう景けいをいつかどこかで見たような気がした。妙みような既き視し感かんが頭の中に浮かぶが、

「まだ、妾わたしのことを話しておらなんだな」

　その既視感は、隣となりの少女がぽつりと発した言こと葉ばによって遮さえぎられる。

　枯葉は視線を庭へ向けたまま、言った。

「妾は……鈴すず鹿か、頭とう首しゆの娘むすめなのだ」

「頭首？」

　景けい介すけの鸚おう鵡む返がえしには応こたえず、問とうてくる。

「一昨日おととい、鳶とび喰くい山やまが燃えたのは知っておるか？」

「ああ」

　学校でも話わ題だいになっていたニュースだ。

　鳶喰山は学校から五キロほど離はなれたところにある、周しゆう囲いを森で囲かこまれた、山道も整備されていない、人の滅めつ多たに立ち入らない場所だ。

　けれど、景介のそんな知ち識しきとは違ちがうことを、枯葉は言う。

「鳶喰山には……妾たちの里があった」

「え？」

「里といっても住んでいたのは五十人ほどだがな」

「それって、どれくらいなんだ？　その……お前らの一いち族ぞくの全体の割わり合あいからして」

「殆ほとんどだ。人間と違ちがい、われらの数は多くない。『こかげ』……棗なつめの一家のように村を出た者たちを合わせても、百を下回る」

「そんなに少ないのか」

　微かすかな驚おどろきとともに呟つぶやくと、枯葉はどこか寂さびしそうに薄うすく笑った。

「元がん来らい、それほど数が多かった訳わけでもないらしいが……加くわえて、妾たちは滅びかけの一族なのだよ。人間たちに鬼おにと呼ばれ、追われるままに山中へ閉じ籠こもり、長い年月の間に血ち筋すじは減へっていった。同じく山へ逃げ込んだ『異いなもの』と縄なわ張ばりを巡めぐっての戦いくさもあったから尚なお更さらだったろうな。今ではたったひとつの本ほん家けに加くわえ、分ぶん家けが幾いくつか残るのみだ」

「さっきも言ってたな。その……『異なもの』ってなんだ？」

「妾たちと同じ、人ではなく、人が恐おそれるが故ゆえに人によって『妖よう怪かい』だの『あやかし』だの呼ばれてきた奴やつらだ。お前が口にした化ばけ狐ぎつね……玉たま藻もとも戦たたかった。他にも海の向こうに始し祖そを持つ血ち吸すい人やら、小山ほどもある大おお蜘ぐ蛛もやら、昔むかしは数えきれぬほどいたらしい。どれも妾たちと同じく、数が少ない種しゆ族ぞくだったということだ」

「……なんだそりゃ」

　信じられるとか信じられないとか以前に、途と方ほうもない。

　化ばけ狐ぎつねやら大おお蜘ぐ蛛もやら果はては吸きゆう血けつ鬼き？　それらの単たん語ごをさらりと枯かれ葉はは口にする。

　まるで、御お伽とぎ話ばなしを史し実じつとして語かたられているようだった。

「そんな複ふく雑ざつな顔をするな。妾わたしとて見たことはないのだ。ただ、そういうことがあった、と」

　言われて、ああそうか、と思う。

　たぶん彼女たちの一いち族ぞくは『あり得ないこと』の境さかい目めが人間よりも遙はるかに薄うすいのだろう。考えてみれば当たり前だ。そもそも首だけでも生きているなんてこと自体が普ふ通つうの人間にとってはあり得なくて、でもそれはこいつらにとっては常じよう識しき。だったら化け狐とか大蜘蛛とかの存そん在ざいも『あり得た』歴れき史し的てき認にん識しきなのかもしれない。──事実かどうかは置いておいて。

　ともあれ、景けい介すけの興きよう味みはそんな、いたかどうかもわからなかった化け物には注そそがれなかった。それよりも気になったことがあったので、再ふたたび話を戻す。

「ニュースには出てなかったぞ、人が住んでたなんて」

　焼やけ跡あとから燃えた家か屋おくが見付かったなどという報ほう道どうは聞いていない。

「隠かくれ里ざとだ。たとえ焼けたとしても人に見付かるようなことにはならん」

「そういうもんなのか？　……で、なんでまた火か事じに？」

　何なに気げなく発した問といだった。

　が──それを聞いた瞬しゆん間かん、彼女の表情が目に見えて強こわ張ばる。

　笑っているような怒おこっているような、そんな顔で、

「くだらん内輪もめだ」

　語ご気きは荒あらいが、気け配はいは鋭するどい。

　景介は訳わけがわからないまま、思わず圧あつ倒とうされる。

「われら一族は、生まれたままの身体からだでは子を成なす確かく率りつがあまりに低い。そのために代々、人と首をすげ替えて人の身体を手に入れてきた。棗なつめがお前に説明した通りだ。妾も今日、吉よし乃のの身体を自みずからのものとした。……でもな、そんなあさましい妾たちとて、矜きよう持じがあるのだよ」

　矜持──誇ほこり。

「……どういう」ことだ？

　意味がわからず問う。枯葉は景介の疑ぎ問もんに答えない。

　まるで独どく白はくのように、一いつ気きに吐はき捨すてる。

「その矜持を捨てたくせにいけしゃあしゃあと自らを『繁はん栄えい派は』などと名乗るあの莫ば迦かものどもは、本家に楯たて突ついた。頭とう首しゆである妾の母さまを父さまもろとも殺し、次期頭首である姉さままでもをその手にかけ、挙あげ句く、村に火を放った──生き延のびたのは、本家では妾だけだ」

「……え」

　景介は怪け訝げんな顔をする。一いつ瞬しゆん、言こと葉ばの意味が理解できず、眉まゆを寄よせた。

　母親と父親と──それから──姉？

　目の前にいるこいつは、家族をいっぺんに、つい一昨日おととい喪うしなったばかりだっていうのか。

　知るかよ、と思おうとした。そんなことを聞かされても同情や憐れん憫びんなど起きやしない。なにせこいつは会ったばかりな上に、灰はい原はらの身体からだを奪うばった化ばけ物ものの女だ。

　けれど。

　景けい介すけの胸むねに湧わいてきたのは、思し考こうとは裏うら腹はらに、痛いたみだった。

　姉──その単たん語ごに対して、発ほつ作さ的てきに。

「妾わたしも戦たたかいの中で、元もと々もとの身体を喪った。お前と会った時に首だけだったのは、そういう理由だ。本ほん来らいならば次女の妾は喪も着ぎを行おこなうはずではなかった。跡あと継つぎである姉さまが……いや、すまぬ。それはお前にとって関係ないことだ」

　枯葉は窺うかがうようにこちらを見たが、景介はそれに対たい応おうする余よ裕ゆうがない。自分の心の弱さに呆あきれてしまって、口の中で小さく舌した打うちする。

　──もう克こく服ふくできたつもりだったのに、結局引き摺ずってるじゃないか。

　枯葉に対しての胸の痛みは、灰原に対して抱いだいていた共きよう感かんと同一のものだ。

　姉の死。友人の失しつ踪そう。近しい人がいなくなってしまうこと。

　似にた痛みを抱かかえている者が他にもいるという安あん堵どのようなもの。

　下げ卑びた感情だ。けれど結局自分は、なんだかんだ言ってそれを求めているのかもしれない。自じ己こ嫌けん悪おが全ぜん身しんを包つつんでたまらなくなる。

　景介の舌打ちを誤ご解かいしたのだろうか。枯葉が不意に表情を変え、

「……吉よし乃のの身体を使ったこと、赦ゆるせんか？」

　どこか申もうし訳わけなさそうに言ってきた。

　今のは違ちがう、と言おうとしたが、声は出てこない。

　確たしかに、彼女が灰原を殺した訳わけではない、というのは景介もなんとなく信じつつあった。でも、それとこれとは別問題だ。枯葉のしたことを赦す理由はない。

　少なくともこいつは、灰原の死体を使った──まともに考えて、納なつ得とくできるものか。

　枯葉の着物の袖そでから出ている手、指先を見る。

　この手は灰原のものだ。つい今日の朝、この指から景介は地ち理りのノートを受け取った。それが今はこうして、まったく別人のものとなってしまっているという事実。

「……わかんねえよ」

　頭が混こん乱らんしそうになって、景介は吐はき捨すてた。

「わかんねえ。赦せるとか赦せないとかじゃない。なんで……なんで、こうなったんだ？」

　漠ばく然ぜんとしていて要よう領りようを得ない質しつ問もんだと自分でも思う。けれど考えるべきことが多おお過すぎた。

　クラスメイトの突とつ然ぜんな死。彼女がいじめを受けていたらしいということ。

　目の前にいる化け物の少女。首を切り落とし身体を繋つなぎ合わせるという異い常じよう。

　どれひとつとっても大だい事じ件けんで、それらすべてが一度に起きている。どこから手をつければいいのかさっぱりだ。悲しいとか悔くやしいとか、そんな気持ちさえも整せい理りがつかない。

　俯うつむいた景けい介すけの隣となりで、枯かれ葉はが決心したように口を開いた。

「お前が納なつ得とくできる答えではないかもしれんが」

「なんだよ」

「妾わたしたち『鈴すず鹿か』にとって、喪も着ぎとはとても重要な儀ぎ式しきなのだ」

　喪着。

　首をすげ替え、人間の身体からだを手に入れることをこいつらはそう呼んでいるらしい。

「考えてもみろ。生まれ持った身体を捨てて、首から下をまるごと新しくする……しかも、もとの人間の記き憶おくや思し考こうを僅わずかなりとも受け継ついでしまう。これほど恐こわいことはない」

　そんなもんはお前たちの身み勝がつ手てな言い分だと枯葉を睨にらむが、彼女が続けた言こと葉ばは、妙みように重く、同時に──やけに真しん摯しだった。

「だから、どこの誰とも知らぬ馬の骨などの身体をもらいはせん。それが妾たちの矜きよう持じだ」

「え……？」

「この先一生、自みずからと添そい遂とげる身体なのだからな。くだらん人間のものなどこっちから願い下げだ。だから妾たちは、いや……少なくとも妾は、その身体の元もとの持ち主ぬしを誇ほこりに思えるような者としか首を繋ごうとは思わん。妾が記憶と感情を受け継ぐに相応ふさわしい、そんな人間こそを妾は喪着の贄にえとして選えらぶ。そして、吉よし乃のはそうだった」

「ちょっと待まて」

　思わず景介は割って入る。

「お前、灰はい原はらのこと、前から知ってたのか？」

　さもそうであるかのような口く調ちようだった。けれど枯葉はきょとんとし、

「いや。会ったのは今宵こよいが初めてだ」

　あっけらかんとそう言った。

「正確には会ってもおらん。妾は棺かん奈なと一いつ緒しよに隠かくれていたからな。あの『びじつしつ』とかいうところでの、吉乃が死んでしまうまでの遣やり取りを扉とびら越ごしに聞いていただけだ」

「はあ？　でも、お前……」

「相応しいかどうか判断するのは、それで充じゆう分ぶんではないか」

　眉まゆをひそめる景介とは対たい照しよう的てきに『当然だろう』みたいな顔だった。

「数人に暴ぼう行こうを受けていたようだった。陰いん湿しつなものだ。恐くてたまらない、厭いやでたまらない、そんな気け配はいを発していた。でも、決してそれだけではない」

　まるで自じ慢まんするかのように、枯葉は胸むねを張る。

「喪着を行おこなって、妾のその見立ては間ま違ちがってなどいなかったことがわかった。いい娘こだ。強く、誇ほこり高く、高こう潔けつで、そうだな……まるでこの雪のように美うつくしい」

　景介は唖あ然ぜんとした。

　強い。誇ほこり高い。高こう潔けつ。美うつくしい。それらの単たん語ごのことごとくが、景けい介すけの持っている灰はい原はら吉よし乃のという少女のイメージとかけ離はなれている。自分が知る限り、彼女はそんな言こと葉ばとはあまり縁えんのない娘こだった。弱よわ気きで、控ひかえめで、なんだかおどおどしていて、外がい見けんもどこか地じ味みな──。

　でたらめなことを言うな、と思った。けれど一方で何な故ぜか、自分は本当の灰原をことを何も知らなかったのだなという気持ちもある。枯かれ葉はが自信に満ちていたせいだ。

「だから景介、お前は誇ほこってもいいのだぞ」

「は？　どうして俺が？」

　嬉うれしそうに口にした枯葉に、景介は首を傾かしげる。

　ところが枯葉は逆ぎやくに、きょとんとした顔で顔を覗のぞき込んできた。

「なんだ。お前、知らなかったのか」

「だから何をだ」

　問とい返すと、不意に枯葉はにやにやと、底そこ意い地じの悪そうな笑えみを浮かべ、

「ああ、そうか、そうなのか。……この朴ぼく念ねん仁じんめ」

　続いて、

「まあよい。気付いておらなんだのは問題だが、吉乃の見立ては間ま違ちがってなどいまい」

　訳わけのわからないひとりごとで勝手にうんうんと納なつ得とくすると──、

　突とつ拍ぴよう子しもなく、とんでもないことを、言い放った。

「景介。お前、妾わたしの夫おつとになれ」

「………………、え？」

　思し考こうが止まる。

　単語の意味を理解するのに、十秒ほどを費ついやした。

　おっと？

　おっと、って、夫のことか？

「一いち族ぞくの本ほん家け、跡あと取とりに婿むこ入いりするのだ。悪い話ではあるまい」

　むこいり？

　──ええと、それ……、

「あー……日に本ほん語ごだよな？」

　こいつら独どく自じの単語なのかと思ったが、

「当たり前だ。要ようするに結けつ婚こんだ」

　どうもそうではないらしい。

　夫。婿入り。結婚。

　どうやら、プロポーズされたみたいだ。

　自分が。目の前のこいつに？

　意味が呑のみ込めても、反はん応のうができなかった。

　頭と心にクエスチョンマークが乱らん舞ぶする。一いち応おう景けい介すけは常じよう識しき人じんで、おまけに高校生で、彼女だっていたこともなくて、それなのにいきなり夫おつとだの婿むこだのの現実離ばなれしたことを聞かされたのだ。しどろもどろにならない方がどうかしている。

　それなのに枯かれ葉はの言こと葉ばは、どんどんエスカレートしてきた。

「妾わたしはお前の子を産うみたい」

「は？　え？　子、って？　……子？」

「喪も着ぎを済すませたのだ。本ほん家けの跡あと取とりとしても産まぬ訳わけにはいくまい。もちろん今日明日にという訳ではないが、なに、このくだらん内うち輪わもめが片付けばいずれは初しよ夜やを……」

「お、おい!?」

　景介を置いてけぼりにして変に生なま々なましい内容に進しん展てんしていくのを慌あわてて止め、怒ど鳴なる。

「お前、いきなり何を言ってんだよ！」
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　夜で暗いから、顔が真まっ赤かになってしまっていたのを見られなくてよかったと思った。

　なんというか、クラスメイトの死体を介かいしてという最悪の出会い方をして、しかも相あい手ては人間ではない化ばけ物ものというのはわかっている。でも、それでも──外がい見けんだけを見ると、枯葉はどこからどう見ても非ひの打うち所がないほどに可愛かわいいし、妙みような愛あい嬌きようもある。そんな美少女に突とつ然ぜん求きゆう婚こんされて、反はん射しや的てきに頬ほおを熱くしない高校生男子などこの世よには存そん在ざいしない。

「そんな顔をするな。妾とて恥はずかしいのだ」

　こちらの顔を覗のぞき込んでくる枯かれ葉ははやけに嬉うれしそうで、しかもほんのり頬ほおまで染そめている。

　──待まて。

　こいつの顔色がわかるということは、自分の顔色も向こうに──？

「待て、違ちがう！　これは違うっ」

　顔を手で覆おおい目を背そむけながら必ひつ死しになって否ひ定ていした。別につっこまれてもいないのに。

「まあ、確たしかに子づくりは性せい急きゆう過すぎるな。里から外に出たことのない妾わたしだが、お前たちの常じよう識しきくらいは知っている。あれだろう、確かこういう時は、まず記者会見とやらを」

「誰だれに対してだよ！　どこから仕入れたその常識!?」

「テレビでやっていたぞ」

　どうやらこいつは人間界の情じよう報ほうをテレビでしか知らないらしい。

「……、とにかく、俺はそんなつもりは……」

　調ちよう子し外はずれな枯葉に対して少し余よ裕ゆうが生まれた。景けい介すけは枯葉の妄もう言げんを拒きよ絶ぜつする。

　だいたい、冷れい静せいに考えれば──というか最初からわかっていたけど、冗じよう談だんではない。クラスメイトの身体からだを乗っ取った奴やつと結けつ婚こん？　どこの変へん態たいだよ。そんな思いで溜ため息いき混まじりに肩かたを落として枯葉を睨にらもうとした時、背はい後ごの気け配はいに振ふり返ったら、そこに木こ陰かげ野の棗なつめがいた。

「……って、え」

　廊ろう下かの奥おく。盆ぼんを持ち、それにお茶ちやを載のせて持っている。

「霧きり沢さわ、あんた……」

「お前、聞いてたのか？　ってか、待て、なんだその顔は」

　眉まゆ根ねを寄よせているのに目を見開いて、棒ぼう立だちだった。

「子づくりって、枯葉が？　あんたと？」

「おお、棗。丁ちよう度どいいところに来た。妾は景介を夫おつとにするぞ」

　空気のまるで読めない枯葉が立ち上がり、気が利きくな、寒かったところだなどと言いながら木陰野の持った盆から湯ゆ呑のみをふたつ、ひょいと取り上げる。

「ほら景介、お前も飲め。温あたたまるぞ」

　条じよう件けん反はん射しや的てきに受け取りつつ、木陰野を見た。

　彼女は用よう済ずみになった盆を胸むねに抱だき締しめ、唇くちびるをひくひくと動かし、

「…………霧沢？」

「なんだよ、俺は……」

「枯葉はね、世せ間けん知らずなの。箱はこ入いりなの。本ほん家けの娘だからって山から出たことあんまなくて、世の中のこと殆ほとんど知らないの。あんた、幾いくら可愛かわいいからって……」

「待て、なんだその口くち振ぶりは？　まるで俺が……」

「ほいほい誑たぶらかしてんじゃないわよこの野や獣じゆうっ！」

「ちげえよ！」

　木こ陰かげ野のは血けつ相そうを変えて絶ぜつ叫きようした。景けい介すけも血相を変えて絶叫した。

「お前、どこから聞いてた？　っていうか大だい事じなところちゃんと聞いてたか!?」

「聞いてたわよ！　聞こえたわよ！　なによ子づくりって、すっかり枯かれ葉はをその気にさせちゃって！　性しよう悪わるなのは知ってたけどまさかその上に軽けい薄はくだったとはね！　初めて会った娘こをだまくらかしてどうこうしようとするなんて、バカじゃないのこのアホ！」

「俺じゃねえよ、こいつがいきなり言い始めたんだよ！　だいたいバカなのかアホなのかどっちかにしろ、いやどっちでもねえけど。つーか性悪でもねえよ！」

「はあ？　いきなり？　枯葉が？　……そんなこと言うはずないじゃない！」

「言ったんだよ！　いきなり！　こいつがっ」

　盛せい大だいな勘かん違ちがいを始めた木陰野に食って掛かかる景介だが、当とうの枯葉は涼すずしい顔をしてふたりの遣やり取りを見ている。思わず景介は矛ほこ先さきをそっちに向けた。

「お前が元げん凶きようだろうが、何か言えよ」

「お前たち、口が悪いぞ。もう少し上じよう品ひんな言こと葉ば遣づかいができんのか」

「そっちじゃねえー！」「そっちじゃないっ！」

　つっこみが見事にユニゾンする。

　呆あきれ果はてて何も言えなくなった景介を後しり目めに、木陰野が枯葉の肩かたを掴つかんで自分の方に向かせた。いったいどういうこと、とか、何があったのか話しなさい、とか問とい詰つめている。

　──面めん倒どう見みがいいというか。

「……お前、女にモテるタイプだよな」

「霧きり沢さわは黙だまってなさい！」

　茶ちや化かしたら怒おこられてしまった。が、待まて。ひょっとしてこれはチャンスか？

「なあ、俺は……」

　わざと窺うかがうように問うと、案あんの定じよう、木陰野は片かた手てをひらひらとさせ、

「あー……あんたはもういいわ。あたしが枯葉にちゃんと本当のところを聞いとくから」

　景介を追い払はらう仕し草ぐさをする。

「待て、棗なつめ。妾わたしが景介と話をしていたのだぞ」

「いいから！」

　我わが意いを得えたり。木陰野は説せつ教きようモードに入り、自分から視し線せんを逸そらす。

　この機きを逃のがす手はない。

「ああ、じゃあ俺、部へ屋やに戻るわ」

「妾の話は終わっておらんぞ、景介」

「枯葉は今からちょっとあたしと話をするの！」

「そういう訳わけだ。さっきのことはまた今度な」

　今度と言いつつ、二度と聞く気はない。不満そうにこっちと木陰野を交こう互ごに見てくる枯葉にひらひらと手を振ふりつつ、景けい介すけは足あし早ばやに廊ろう下かを去さった。ふと自分の手を見ると湯ゆ呑のみを持ったままだということに気付くが、明日にでも返せばいいだろう。

　中に入っていた茶ちやは温あたたかかった。障しよう子じを後ろ手でに閉めてひと口くち啜すすり、大きく溜ため息いきを吐つく。

「……なんて日だよ、ったく」

　訳わけがわからないことに訳がわからないことの塗ぬり重かさねだ。どっと疲つかれた。

　廊下の向こうでは、枯かれ葉はと木こ陰かげ野のが何事かを話す声が聞こえてくるが、その内うち遠のいていく。大おお方かた、別の部へ屋やにでも場所を移したのだろう。ややもすると再ふたたび、しんとした、周しゆう囲いの無む音おんが耳に痛いたくなるような静しずけさが戻ってくる。

「……やれやれ」

　村むら上かみ春はる樹きの小しよう説せつかよと思いつつ呟つぶやき、景介は再ふたたび布団ふとんに入った。

　眠ねむれないかな、と半なかば諦あきらめていたが、覚かく醒せいしていた時間は十分もあっただろうか。疲ひ労ろうがピークを越こえてしまったのか、それとも脳のうが覚醒を拒こばんだのか、あっさりと意い識しきは遠のき──寝ね慣なれない枕まくらに預あずけた頭は、深い闇やみの中へと沈しずんでいく。




　夢ゆめは、見なかった。

　見ていたらきっと魘うなされたのだろうなと、朝になって景介は自分の呑のん気きさに感かん謝しやした。
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　確たしかに枯葉や木陰野の言った通り、あの家は不ふ可か思し議ぎなものだったらしい。

　木陰野棗なつめに案内され公こう道どうへ出てから、景介はそのことを実感した。

　昨夜ゆうべの雪から一点、空は晴はれている。それなのに山を下りる際さいの道ともいえない獣けもの道みちは、雪での薄うす化げ粧しようとは別に──深い霧で覆われていたのだ。右に曲まがり左に曲がりぐるぐると回って、霧が晴れたと思った瞬しゆん間かん、目の前の地面はもうアスファルトだった。

「……狐きつねにでもつままれた気分ってのはこういうのなのかね、まったく」

　呆あきれて呟くと、先せん導どうしていた木陰野が、はは、と笑う。

「もう一回来る時はあたしか枯葉の案内がないと辿たどり着けないよ」

　とはいえ、二度と行くこともないだろう。

　公道を山沿ぞいに五分ほど歩くと、バス停があった。

　山の降り口は学校側ではなく、その裏うら。家からはけっこう遠い。

　屋や根ねつきのベンチは木もく製せいで古びている。時じ刻こく表ひようを確かく認にんした。バスの到とう着ちやくまではあと三十分ほどもある。朝早いし休日だからとはいえ、田舎いなかはこれだから困こまる。

「あたしも一いつ緒しよに待まっててあげるよ」

　ベンチに腰こし掛かけた木こ陰かげ野のに、景けい介すけは意い地じ悪わるく言った。

「枯かれ葉ははいいのか？」

「別にあたしはあの娘この子こ守もり役やくじゃないよ」

「昨日きのうの夜はそう見えたけどな」

　茶ちや化かすと、苦く笑しようが返ってくる。

「悪かったよ。誤ご解かいだった」

　が、直後、木陰野の顔は微び妙みように曇くもった。

「でもさ。枯葉があんなこと言う娘じゃない、ってのはホントだよ。ううん、言う娘じゃなかった、っていうのが正しいのかな、この場合……。少なくとも色いろ恋こい沙ざ汰たなんて『くだらん』とかなんとか言って一いつ蹴しゆうするような性せい格かくだったのは確たしか」

「は？　どういうことだ？」

　昨夜の唐とう突とつ過すぎる告こく白はくを思い出しつつ、景介は問とう。

「……これ」

　答えの代わりに返ってきたのは、ひとつの携けい帯たい電話だった。

　目を見開く。何な故ぜなら、

「あんたが持ってた方がいいと思ってさ」

　それは──灰はい原はら吉よし乃ののものだったからだ。

「俺が？　どっちかというと、親に渡わたした方が……」

　言いかけ、口くち籠ごもった。

　灰原の両親は、彼女が死んだことなど知らない。遺い体たいすらないのなら言ったって信じやしないだろう。失踪と同じだ。だったら、こんなものを渡してどうする？

　景介は知っている。

　失踪するのだったら、痕こん跡せきなど残してくれない方が気が楽らくだ。遺い品ひん、縋すがるもの、微かすかな希き望ぼう、そんなものはなんの救すくいにもならない。逆ぎやくに悲しみを助じよ長ちようする。

「親おや御ごさんに渡すのも考えたんだけど、着ちやく信しん履り歴れきとかから霧きり沢さわが警察にいろいろ尋きかれちゃうよ。まあ、どのみちそうなるかもしれないけど……その時、これをどっちが持ってるかで話は違ちがってくるし。霧沢が隠かくしとけば、とぼけられる」

　木陰野の言こと葉ばはどこか空そら々ぞらしい。それも事実ではあるかもしれないが、もっと別の理由がある、そんな感じだった。眉まゆをひそめた景介に、彼女は続けた。

「電でん源げんを入れるんだったら深しん夜やにして。親御さんから着信があるかもしれないし、警察が絡からんだら電でん波ぱから場所が知れちゃうから。それとさ……」

　俯うつむき、薄うすく溜ため息いきを吐ついて、

「中を見るかどうかは、あんたに任まかせる」

「どういう……ことだよ」

「それと、あと、これも」

　携けい帯たい電話を手にとった景けい介すけに、今度は一枚の紙切れが差し出される。

「うちの学校にいる『鈴すず鹿か』の名前とクラス。青で書いてるのは人間に友ゆう好こう的てきな人たちだから普ふ通つうに接せつしてれば大だい丈じよう夫ぶ。でも、赤字は注意して。極きよく力りよく近寄らないようにね」

「繁はん栄えい派は、って奴やつか？」

「そう。昨日きのう枯かれ葉はからちょっと聞いたかもしれないけど。三日前の山やま火か事じ、あれ、一いち族ぞくの内ない紛ふんが原げん因いんなの。それで……里を焼いた奴らは、つまり──人間に対して、友好的じゃない」

　言こと葉ばの内容や枯葉たちの態たい度どから、だいたい想そう像ぞうはついた。

　つまりもともと鈴鹿の一族は、人間を殺すことに対してあまり積せつ極きよく的てきではなかったのではないかと思う。枯葉のように相あい手てを選び、或あるいは直接手を下さずに、その相手が死体になってからようやく首をすげ替える儀ぎ式しき──喪も着ぎを行なってきたのかもしれない。

　そう考えると、一族が滅ほろびかけているのも、こんな異い常じような生き物が今まで誰だれにも知られることもなくひっそりと存そん在ざいしていたことにも得とく心しんがいく。

　しかし、そんな一族の風ふう潮ちように異いを唱となえるものたちが現あらわれたのだろう。

　繁栄派。つまり、はばかることなく数を殖やせばいいという主しゆ義ぎを持つ一いつ派ぱか。

　奴らは矜きよう持じを捨てた、と枯葉は言っていた。矜持というのが喪着の相手を選ぶことだとすれば、それを捨てるというのは、気の赴おもむくままに人を殺して身体からだを奪うばうことを意味する。

　相手の事情も、人格も、見境なく遠えん慮りよなく。

　それは人にとって脅きよう威いだ。

「自分が男だから直接被ひ害がいを受けたりしないなんて考えないで。あいつらの中には、種たねを植うえたら用よう済ずみの雄おすは殺してしまえ、なんて考えてるのもいるみたいだから」

「なんだそりゃ……カマキリかよ」

　溜ため息いき混まじりに紙を受け取る。すぐに中を確かく認にんする気にはならなかった。ただでさえいろんなことがあり過すぎて整理しきれていないのに、紙に知り合いの名前でも発見した日には更さらにまたどうすればいいのかわからなくなってしまう。

「どっちみち、霧きり沢さわにできるだけ迷めい惑わくがかからないようにはするから。……枯葉の言ったことも忘れて。本ほん家けの婿むこ候こう補ほだなんて、繁栄派にしてみれば即そく、敵てき認にん定ていだし」

　溜息混じりに頷うなずき、紙と携帯電話をコートのポケットに突つっ込んでから、

「なあ、木こ陰かげ野の」

　景介はふと、疑ぎ問もんに思っていたことを口にする。

「お前さ、昨日の昼休み、俺に言ってたこと……」

「うん、そう」

　木陰野は頷いた。

「うちの母親はね、里にいて一族の慣かん習しゆうに縛しばられるのはよくないから、って、あたしを極力、人間の中で育ててたの。だから、山が焼かれたのを聞いた時はびっくりしてさ。……距きよ離りを置いてたとはいえ、枯かれ葉はを始めとして一いち族ぞくの娘むすめたちのことはよく知ってるから、どうしたらいいのかわかんなくなっちゃって。ぶっちゃけ、今でもわかんないわ。そりゃ繁はん栄えい派はの考えなんて納なつ得とくできる訳わけもないけど……じゃあ枯葉たちについて戦たたかうのかって言われても困こまるし」

「高校入学と一いつ緒しよに引ひっ越こしてきたってのは、嘘うそか」

「ごめんね。ホントは、中学には通ってなかったの。家で勉強しながらたまに里に行ったり」

　こいつはこいつでいろいろと複ふく雑ざつな事情があるらしい。正しよう直じき、一年間クラスメイトだったから、木こ陰かげ野のが化ばけ物ものだなんて実感はあまりない。

　だから、

「なんか困こまったことあったら言えよ」

　思わずいつものように、そんな言こと葉ばが口を突ついて出る。

「ありがと。なんだ、優やさしいことも言えるんじゃん、霧きり沢さわ」

「バカ。俺にとばっちりがかからないようにだよ」

「ははっ」木陰野は笑った。

「前ぜん言げん撤てつ回かい。この性しよう悪わるメガネめ」

　そして藪やぶ睨にらみにこっちを見てくると、視し線せんを道路へ向け、ぽつりと呟つぶやく。

「変な奴やつだね、あんたは」

「何がだ。俺は至いたって普ふ通つうだ」

　口の悪さをからかわれたのかと思ったが、木陰野の表情はそういうふうでもない。

「……枯葉が気を許ゆるすのも、わかるかもしれない」

「え？」

　続いたのは、意外な言葉だった。

「ま、うちの父さんも大たい概がい変な人だから、そんなもんなのかな」

「お前、何のことを言ってんだ？」

「たまにいるのよ。一族に対して……ううん、異質なものに対してあまり抵てい抗こう感かんを抱いだかない人って。あたしたちみたいな化け物が実際に存そん在ざいするなんてことがわかったら、普通は怖こわがったり、信じられなかったり、拒きよ絶ぜつしたりするよね？　でも、あんたみたいなのはそういう感情が少ない。呑のん気きなのか、よくわかってないのか。一族の女と結けつ婚こんする人間の男は大たい概がいそう」

「俺が呑気だって？　つーかそもそも俺は結婚とかしねえよ。……だいたい、こう言っちゃ悪いが、恐くない訳わけでも信じられない訳でも拒きよ否ひ感かんがない訳でもない」

「うん。わかってる。そういう意味で霧沢は安心かな。うちの父さんは、母さんが意を決して本当のことを言ったら『それで？』で済ませたみたい。あたしが生まれた時に里から離れるのを提案したのはむしろ母さんの方だってさ」

「そりゃ剛ごう胆たんだ」

「危機感が薄うすいだけだよ。人間としてはむしろまずいんじゃないかな」

　あっけらかんと実の父親をそう評ひようする木こ陰かげ野のは、はにかんだように笑った。

「悪いけど、俺はそっち側がわに行く気はねえぞ」

　だから景けい介すけも同じく笑ってみせる。

「賢けん明めいだね。ま、来てもらっても困こまるよ」
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　話わ題だいが異い常じようとはいえ、教室での軽かる口くちと何ら変わらない調ちよう子しに少し安心した。

　それから景介は、木陰野と他た愛あいない会話を交かわした。

　学校を休むことが多くなるのか？　とか、お前の演えん歌か好ずきは父親と母親のどっち譲ゆずりなんだ、とか。木陰野も普ふ段だん通りに、女からも男からも好こう感かんを持たれる、あのいつもの人なつこい笑えみと態たい度どで景介の質しつ問もんに答え、時には冗じよう談だんめかして混まぜ返す。

　やがて、バスの時間が迫せまってきた。

「じゃあ、あたしはそろそろ戻るよ」

「ああ。お姫ひめさまの子こ守もり、大変だな」

「まったくだよ」

　木陰野は立ち上がった。冬の朝の静せい寂じやくに、道路の向こうから車のエンジンらしき低い音が聞こえてくる。どうやらバスが来たらしい。

　正しよう直じきなところ、疲つかれた。

　帰ったらもう一度寝ねなおして、その後で今後のことを考えよう。

　そう思い大きく溜ため息いきを吐ついた景けい介すけだったが、

「ねえ、霧きり沢さわ」

「ん？」

　背はい後ごで自分を呼び掛かけた木こ陰かげ野のが、不意に。

「言った方がいいのかどうか、わかんないけどさ」

　やけに真ま面じ目めな、いや──深しん刻こくな声で、そう言ってきた。

「なんだ、どうした」

　振り返った横よこ目めにバスの姿すがたが見える。あと十秒ほどで着くだろう。

　木陰野は逡しゆん巡じゆんしたように唇くちびるを咬かんでいる。目で急かすが俯うつむいたままだ。

　バスが景介たちの背後で止まり、ドアが開く。

「来ちまったよ。乗らなきゃ」

　次の便びんはまた三十分後だ。用事ならまた改あらためて聞けばいいだろう、そう軽く考えた景介は、じゃあな、と手を挙あげてタラップに足を掛け、車中へ入る。

　そして──いや、けれど。

　木陰野は意いを決けつしたように、ひとつの文章を口にした。

　それを景介の耳は、はっきりと捉とらえ、

「え……？」

　思わず聞き返すと同時、ドアが空くう気き圧あつの音を立てて閉じられる。

　ガラス越ごしに木陰野の顔が、再ふたたび下を向く。

　バスが動きだす。

　景介は呆がく然ぜんとする。

　流れ始める田舎いなかの風ふう景けいと、数人の老人しか乗っていないバスの中で、景介はがらがらの座ざ席せきに座すわることもできず、入り口のドアの前から動けなかった。

「おい、……待まて」

　冗じよう談だんかと思ったけれど、たぶん冗談なんかではない。

「ふざけん……な、よ？」

　確たしかに納なつ得とくがいく話だ。

　……昨夜ゆうべ、いきなり枯かれ葉はが「夫おつとになれ」などと言い始めたのも。

　木陰野はそれを最初は信じようとしなかった。当然だろう。木陰野の知っている枯葉は、そんなことを言う娘むすめではなかったのだろうから。

　何な故ぜなら首をすげ替えた鈴鹿の一族は、元の人間の身体に影響を受ける──。

　景介は耐たえきれず、その場に踞うずくまった。

　本当に、冗談じゃない。ただでさえ昨日から、ふざけたことが起きたり突とつ拍ぴよう子しもないことを聞かされたりと混こん乱らんしていたのに。

　脳のうがパンクしそうなのに。

　もう充じゆう分ぶんだと思っていたのに。

　だから木こ陰かげ野のから受け取った紙も中なか身みを見るのは後にしたのに。

　どうして──どうして締しめくくりが、一番きついのだろう。

「……ひでえよ」

　木陰野の最後の言こと葉ばが景けい介すけの頭を、バスの振しん動どうなんか気にならないほどに揺ゆさぶる。

　聞き間ま違ちがいであって欲ほしい。

　けれど、彼女は、確たしかに口にしたのだ。




「灰はい原はらさんね、霧きり沢さわのこと、好すきだったみたい」
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　たいして親しくはないクラスメイトがいた。

　でも彼女は奇き遇ぐうなことに、自分と似にた痛いたみを抱かかえていた。だからその内うち、もっと仲なか良よくなって、その似た境きよう遇ぐうについて話せたらいいかもしれないと何となく思っていた。

　景けい介すけにとっては、ただそれだけのことだった。

　異い性せいとして意い識しきしたこともなく、できるならあいつはもっと笑っていた方がいいのになと思う程てい度どの、単たんなるクラスメイトのひとりだった。

　でも彼女はある日突とつ然ぜん、前まえ触ぶれもなく死んでしまう。

　それだけでもどうしたらいいのかわからないのに──おまけにその後で、実は彼女はあなたのことを好すきでいました、なんて聞かされるなんて。

　まったく最悪で最低だ。

　土日にかけて、いろいろな考えが頭を巡めぐった。

　ノートを借かりる度たびに、私、字が汚きたないからと申もうし訳わけなさそうにしていたのを思い出す。

　決してそんなことはなかった。そりゃあ惚ほれ惚ぼれするほど上う手まい字という訳でもなかったにせよ、見やすくて丁てい寧ねいだ。けれど彼女はいつも同じように言っていた。きっと恥はずかしかったのだろう。自分の何なに気げない頼たのみも、彼女にとっては一いち大だい事じだったのだ。

　普ふ段だんの授業でも、ひょっとしたら景介が借りにくるかもしれないと思いながらノートをとっていたに違ちがいない。いつもなら自うぬ惚ぼれが過すぎると一いつ笑しように付すような思し考こうだったが、相あい手てが死んでしまった今、もしそうだったらという申し訳なさが勝つ。

　金曜日に遊びに誘さそったこと。

　景介は単たんに、余よ計けいなお世せ話わを焼いただけ。けれどたぶん彼女にとっては天てん地ちがひっくり返るほどの騒さわぎだっただろう。内うち気きで人ひと見み知しりする性せい格かくだから本ほん来らいなら断ことわっていたかもしれない。でも、灰はい原はらは「返事は月曜日まで待まってください」と言った。迷まよっていたのだ。

　なにせ他ならない、好きな人からの誘いだったのだから。

　電話番号を交こう換かんした時、彼女はどこか恥ずかしそうに笑っていた。

　どうして気付かなかったのか。家族以外で番号を登とう録ろくするのは尾おノの上うえに続いてふたりめだと嬉しそうに口にしたのは、別にあいつに友達がいなかったからじゃない。彼女にとっては霧きり沢さわ景介は、あの尾ノ上梨り々り子こに──失しつ踪そうからこっち、友人を作らなくなってしまうほど塞ふさぎ込んでしまうほどの親友に──並ならぶほど大きな存そん在ざいだったからだ。

　でもまさか直後に、その相手に助けを求めることになるとは予よ想そうもしなかっただろう。

　電話をかける時も迷ったかもしれない。灰原に対するいじめがいつから始まってどんなふうに続いていたのかはわからないが、ひょっとしたらその日は、ただ黙だまって耐たえることができないほどの仕し打うちを受けそうになったのかもしれない。だからポケットの中でリダイヤルした。つい数分前に登とう録ろくしたばかりの、とっておきの番号に。

　それに、何より。

　もし灰はい原はらが生きていたら、そして何かの切きっ掛かけで想おもいを告つげてきたらというあり得えなかった未来を想そう像ぞうすると、どうしようもない気分になる。

　恐おそらく、嬉うれしく思いつつも断ことわっただろうからだ。

　彼女のことは嫌きらいではなかったにせよ、恋れん愛あい感情も持っていなかった。似にた境きよう遇ぐうによる共きよう感かんや親しん近きん感かんはあったが、それだけだ。告こく白はくされたしとりあえず付き合ってみるか、なんてことも自分にはできそうにない。そういうのは気が軽い奴やつか、もっと恋れん愛あいに慣なれた大人の仕事だ。

　土曜と日曜の二日間、ずっとそんなことばかりを考え続けていた。

　涙なみだは出なかった。

　代わりに、木こ陰かげ野のから受け取った灰原の携けい帯たい電でん話わを見る勇気が出なかった。

　きっと留る守す番ばん電話サービスには、親からの伝でん言ごんが何なん件げんも入っているだろう。景介の姉が失しつ踪そうした時と同じように。帰ってこない娘むすめを心しん配ぱいして、何度も電話しているに違ちがいない。

　いなくなってしまってから、灰原の存そん在ざいが景介の中でどんどん大きくなる。

　──いつだってそうだ。

　姉の時も、尾ノ上の時も。いる時はまったく気付かなかったことが、不ふ在ざいによって露あらわになる。過か去こに自分が彼女たちに言ったことやしたこと、彼女たちが自分に言ったことやしたこと、すべてを思い出し、あれはああだったのではないか、こうだったのではないか、ああしていればよかった、こうしていればよかったと、愚ぐにもつかない、今いま更さらどうしようもないことを──今更どうしようもないからこそ、考えてしまう。

　とはいえ、景介がどんなに悩なやんでいようと時間は流れる。

　週末はあっさりと終わり、月曜日は容よう赦しやなく到とう来らいした。

　とても学校に行く気分ではなかった。

　いろいろと理由はあるが、何よりも灰原の席せきに誰だれも座すわっていないのを見るのがつらい。

　ひょっとしたら灰原がいなくなってしまったことをもう学校側がわは知っている可か能のう性せいもある。だったら朝のホームルームで担たん任にんが周しゆう知ちするだろう。クラスではそのことでもちきりになるに違いない。いた時は目立ちもしない奴だったのに、いなくなってから、死んでから話題の中心になるなんて皮ひ肉にく過すぎて反へ吐どが出る。その場にいたくなかった。

　それでも景介は、学校へ行くことに決めた。

　理由は浅あさましくも、保ほ身しんだ。灰原が行方ゆくえ知れずになる直前に電話をかけた相手が自分であることを警けい察さつはいずれ知るだろう。ただでさえあれこれ詮せん索さくされるのは目に見えている。そうなった時、同どう時じ期きに学校を休んだという後ろめたい事実はない方がいい。

　果はたして月曜日、景介は、いつものように起き、いつものように制せい服ふくに着替え、いつものようにコートを羽は織おり、気分だけはいつも通りでないまま、家を出た。

　部へ屋やの机つくえ、引き出しの奥おく深くに仕し舞まった灰はい原はらの携けい帯たい電話に、変な申もうし訳わけなさを覚えながら。
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　案あんの定じよう朝のホームルームで、灰原が金曜日の夜から帰き宅たくしていない旨むね、行方ゆくえを知っている者がいたら連絡して欲ほしい旨が担たん任にんから告つげられ、クラスはその話題で持ちきりになった。景けい介すけにとっては想そう定ていしていたこととはいえやはり暗あん澹たんとした気分になる。

　憂ゆう鬱うつの種たねは灰原のことだけではない。

　土曜日、家に帰ってから景介は、木こ陰かげ野のから渡わたされた紙を確かく認にんした。この学校に通っている鈴すず鹿かの一いち族ぞくの所しよ属ぞくクラスと名前の一いち覧らんだ。繁はん栄えい派はとかいう危険な、注意すべき連中の名前がどれもまったく知らないものだったのには一いち応おう安心したのだが──。

『人間に対して友ゆう好こう的てきな者』の一覧に、クラスメイトの名があった。

「……けーくん、あのさ」

　ホームルームが終わった後、日ひ崎ざき歩ほ摘づみが景介の席せきまでやってくる。

「棗なつめちゃんから聞いたよ」

「ああ」

　頷うなずくと、彼女はいつもの何も考えていなさそうな表情をやや暗くして、声を小さくした。

「灰原さん……なんて言ったらいいか」

　──そう。こいつだ。

　ただの天てん然ねんな子かと思っていたら、人間ではなかったという訳わけだ。

「それでさ、私……」

「似に合あわない顔すんな、バカ」

　隠かくしていてごめんなさい、そんな表情の日崎に、景介は薄うすく笑う。

「まあ確たしかに、どう接していいのかよくわからん部分はあるけどな」

　とはいえ取り繕つくろっても仕し方かたないので、正しよう直じきに応こたえる。

　事実を知って、木陰野や日崎に対する印いん象しようが変わったかと問とわれれば確かにそうだ。けれど一方で、態たい度どを変えてどうするんだという思いもある。仮かりにも同じクラスで一年間を過ごし、それなりに仲なか良よくしてきたのだ。あっさり拒きよ絶ぜつなどできるはずもない。

「ありがと。優やさしいね、けーくんは」

　日崎はそう言って、本当に嬉うれしそうにした。真ま正面からの笑え顔がおに照てれたので、

「呑のん気きなだけだよ。木陰野にも言われた」

「えー、そんなことないよー。優しいよ」

「これからどうすんだ？　学校は？」

　土曜日の夜に木こ陰かげ野のにも尋きいたのと同じ質しつ問もんをする。その彼女は今日は来ていない。枯かれ葉はと一いつ緒しよに用事があるとかなんとか、昨日きのうメールが来ていた。

　日ひ崎ざきは首を振ふり、少し悪戯いたずらっぽい表情を浮かべた。

「ううん。私はね、けーくんを見てろって、棗なつめちゃんと枯葉ちゃんが」

「俺を？」

「もちろん、けーくんだけじゃなくて、学校の様よう子すも。繁はん栄えい派はの人たちが何をするかわかんないからね。……今日学校に来てる人は少ないと思うけど」

　昼休みに顔だけでも確かく認にんしておくつもりだったが、だとすると無む駄だ足あしになるかもしれない。

「……でも、本当は私、気が乗らないんだ。親しん戚せき同どう士しが喧けん嘩かするのって、イヤだよね」

　憂ゆう鬱うつな顔をする日崎に、景けい介すけは少し安心する。

　──ああ、やっぱりこいつは日崎だ。

　のほほんと毎日を送るのが好すきで、険けん悪あくな雰ふん囲い気きや争あらそいごとは嫌きらい。そんな彼女のイメージは、人間でなかったからといって崩くずれたりしない。

「今までは争ったりとかなかったのか？」

「私たちが生まれる前に、一回だけ似にたようなことがあったみたい。頭とう首しゆさまのお姉さん……枯葉ちゃんの伯お母ばさんが、人間なんて滅ほろぼしてしまえばいい、って。でも、当時の人たちはみんな反対して、その人は追つい放ほうされて殺されちゃったんだって」

「そうなのか」

　頭首の姉というからには本ほん家けの者だろう。しかも、本ほん来らいなら跡あと取とりだったはずだ。下手をすれば一族自体が分ぶん裂れつしていたのだろう。思ったよりも根ねは深いんだなと景介は思う。

「でも、それから時間が経たって、やっぱり子供の数がどんどん少なくなって。同じことを言う人たちが出てきたんだ。もっと遠えん慮りよなく数を殖ふやせばいい、って。頭首さま──枯葉ちゃんのお母さんは強く反対して、抑おさえ込んでたんだけど……」

　過か激げきな意見が再さい燃ねんしたのも当然かもしれない。

　山やま奥おくの隠かくれ里ざと、狭せまい人間関係の中で暮くらし続けていれば、軋あつ轢れきは時間とともに深まっていく。そういう意味ではこの田舎いなかの町とたいした違ちがいはない。

「前々からそう主しゆ張ちようしてた人はともかく、あの火か事じを切きっ掛かけに繁栄派につくのを決めた家もあるんだよね。親とか婚こん約やく者しやが繁栄派についたから自分も、って娘も。私たちと仲なか良よしさんだった娘だっているのに……なんで、こうなっちゃったんだろ」

　つらそうに唇くちびるを咬かむ日崎。

　が、景介はそれとは別の単たん語ごに疑問を覚える。

「待まて。婚約者、って……人間じゃないのか？」

　確たしかこいつらの一族は、長いこと女しか生まれていないと聞いた。

「うん、そう」

　頷うなずいた日ひ崎ざきは寂さびしげな顔で笑った。

「人間の中にも、人間が嫌きらいな人はいるよ。だからこそ私たちと結けつ婚こんしたのかもね」

　結婚。

　異い種しゆ族ぞく──人とは違ちがう存そん在ざいの伴はん侶りよになるというのは、どういうことなのだろう。

『うちの父さんは変な人』と木こ陰かげ野のは言った。種族の違いなど気にもしない、と。でも逆ぎやくに、人間が嫌いで、社会に溶とけ込めなかったから向こう側を選えらんだ奴やつだっているのだ。

　たぶん他にも事情はいろいろあるだろう。考えに考え抜いて愛情が勝まさったとか、或あるいは何らかの打だ算さんを持って向こうに潜もぐり込んだとか。

　そういう意味では、人間同どう士しが結婚するのとたいした違いはない。

「でも、けーくんも気を付けてね」

　と──不意に日崎が、心しん配ぱいするような、同時に申もうし訳わけなさそうな顔になる。

「は？　何がだ？」

「あのね、今こんなこと言うの不ふ謹きん慎しんなのはわかってるけど」

　少し迷まよう仕し草ぐさを見せて、怖おず怖ずと、

「私たちとの結婚で一番多いのって、元もとの身体からだの関係者、なの」

「……え」

「友達とか、親しん戚せきとか、恋人とか……。私のお父さんもそう。お母さんの元の身体の従弟いとこなんだ。その人が病気で死んじゃって、その時に出会ったって」

　思い付きもしなかった理由だった。同時に少なからずショックを受ける。

「あ……ごめんなさい！　こんなこと、やっぱり今言っちゃいけなかった……」

「いや、いいよ。俺は大だい丈じよう夫ぶ」

　確たしかに灰はい原はらが死んでしまったばかりだというのがあって、嫌いやな気分にもなった。けれど日崎は景けい介すけのことを考えて言ってくれたのだ。つまり、自分たちに深入りするな、と。

　いくらクラスメイトだからといって、相手側に首をつっこみ過すぎると戻れなくなる。ややもすれば一いち族ぞく内ないの争あらそいにも巻き込まれかねない。

「そういえばお前さ、喪も着ぎは……」

　ふと気になったので、尋きいてみた。

「ううん、まだ。それに私も棗なつめちゃんと一いつ緒しよ。そのつもりもないよ」

　その答えに安心し、ふと、安心するのも失礼な話だと思う。

　が、やはりわきまえることは必ひつ要ようだ。向こうにしてみれば種しゆの保ほ存ぞんに関わる問題だが、こっちにとってはそれが安あん堵どとなる。それを忘れてはいけない。

　そういう意味で自分たちとこいつらとは、根ねっこの部分で違っているのだ。

「あら、どうしたの？　ふたりきりで」

　席せきに戻ってきた秋あき津つ依い紗さ子こが、景介と日崎を見て声を掛かけてきた。

　少し意味ありげな、含ふくみを持たせた口く調ちようだったが、

「うん。お話ししてたのー」

　あっけらかんと応こたえる日ひ崎ざきに、拍ひよう子し抜ぬけしたように「あ、そうなの？」と微わ笑らう。

「秘ひ密みつの話？」

「灰はい原はらのことだよ」

　努めて表情を出さないように応えた。

　秋あき津つは景けい介すけの言こと葉ばに眉まゆをひそめる。灰原が死んだことなど知る由よしもないから当然だろう。

「……どうしちゃったんだろうね、灰原さん」

　不安げな表情に、何な故ぜか景介は罪ざい悪あく感かんを覚えた。

　灰原はもう死んでしまっていて、どこにもいない。心配したってどうしようもないのだ。それなのに秋津は現在進行形で彼女の安あん否ぴを気き遣づかってくれている。

　それはたぶん景介が、姉がいなくなってしまった時に感じていたのと同じ気持ち──。

「週末の約やく束そく、先に延のばそうか」

　秋津がぎこちない笑え顔がおを作って言った。

「ほら、灰原さんを放って私たちだけで遊びに行ったら申もうし訳わけないしね」

「ああ……そうだな」

　胸むねが押し潰つぶされそうになり、やっとのことで景介は応えた。

「灰原が帰ってきてからにするか。英えいたちにもそう言っとく」

　──帰ってくる？　そんなことあるはずはない。決して来ない未来に何の希望を持たせるっていうんだ、ふざけるな。そう自分を叱しつ咤たしながら。

「棗なつめちゃんには私から連絡しとくよ」

　日崎のフォローに目だけで感かん謝しやを告つげた。

　と、一いち限げんの開始を告げるチャイムが鳴る。教師が入ってきて、あちこちで好すき勝かつ手てに談だん笑しようしていた生徒たちが慌あわてて自分の席せきへと戻っていく。

　灰原のいない教室は普ふ段だんとあまり変わらないように見えて、やはりどこか浮わついているように思えた。たぶんこれが気になって今日一日、授業を聞く気など起きないんだろう。




　そして、昼休み。

　表おもて向むきはいつもと変わらないながらも、景介は友人たちとの会話にまったく身みが入らない。とはいえ休み時間を通して宮みや川かわや荒あら木きたちが言葉少なにそっとしておいてくれたのはありがたかった。もちろん彼らは、景介が塞ふさぎ込んでいる本当の理由を知らない。遊びに誘さそったクラスメイトがその矢や先さきに失しつ踪そう、というタイミングの悪さのせいで自分がショックを受けているのではないかと思ってくれたのだろう。

　ただやはりどうにも悶もん々もんとしてしまうのでひとりで机つくえに突つっ伏ぷし寝ねた振ふりをしていると、秋あき津つ依い紗さ子こがひとり、景けい介すけのところへ歩あゆみ寄ってきた。

「霧きり沢さわくん、ちょっといいかな？」

　顔を上げ、秋津の顔の次に壁かべ時計を見る。五限開始まであと十分ほどだった。

「ん、どうした？」

　問とい返すと秋津は周しゆう囲いを窺うかがいつつ、

「えっと、廊ろう下かかどこかで」

　何か秘ひ密みつの話だろうか、そう思い立ち上がった。秋津についていく景介に遠くから視し線せんが投げ掛かけられる。荒あら木きだ。目が合うと、「今日だけは特別に依紗子さんに慰なぐさめてもらうのを許ゆるしてやる」とでも言いたげな、笑っているような睨にらんでいるような顔をされた。

　──いや、お前別に秋津の彼かれ氏しじゃねえだろ。

　苦く笑しようしつつ軽く手を挙あげてやる。悪いけれど景介は荒木と違ちがって、秋津に慰められることに『友人からの善ぜん意いが嬉うれしい』というもの以上の意味を見出せない。

　普ふ段だんならそれでも、美人に優やさしくされるのも悪くないか、などと考えるところだが今日はさすがに無む理りだ。……灰はい原はらに悪いような気がして。

　それに、秋津の顔はどうも、慰めるとかそんな雰ふん囲い気きではない。

　廊下に出ると、また周囲を見み渡わたし、

「ね、霧沢くん」

　教室からやや離はなれ人ひと気けのないところまで行き、少し景介に近付いて声をひそめた。

　顔を寄せられ、少し焦あせる。この前も思ったけど、こいつ意い識しきせずにやっているのだろうか。男としてはちょっと困こまるのだけど。

「どうしたんだ」

　とはいえ照てれてなどいられない。秘密というなら景介にも後ろめたいことがあるのだ。

　灰原さんのことで隠かくしていることない？　などと問とわれると動どう揺ようしてしまうかもしれない。実じつ際さい、金曜の夜、景介が美び術じゆつ室しつに大おお慌あわてで走っていくところや灰原が美術室に連れ込まれるところだって、目もく撃げき者しやがいないとも限らなかった。

「あのね……ちょっとさっき、噂うわさに聞いたんだけど」

　続いた秋津の話は、懸け念ねんしていたものとそう外はずれてはいなかった。

「灰原さん、他のクラスの人たちにいじめられてたかもしれないんだって」

　ああ、と言いかけて咄とつ嗟さに口を噤つぐんだ。自分はこの情じよう報ほうを初めて聞いたのでなければならない。とはいえ驚おどろいた演えん技ぎもできそうにないから、黙だまって続きを促うながす。

「ひょっとしたらいなくなっちゃったのって、それと関係あるかもしれないわ」

「……、誰だれがやってたか、わかるか？」

　ずっと気になっていたことだ。

　金曜日の夜、灰原に電話をもらった時に聞こえてきた声。

　嘲あざけるような、楽しむような──思い出すだけで虫むし酸ずが走る。あいつらに関する情じよう報ほうというなら、景けい介すけにとっては鈴すず鹿かの一いち族ぞくのことなんかよりも重じゆう要ようだった。

「でも、ただの噂うわさでしかないから……誰だれにも言わないでね」

　どうやら女子の、しかもごく一部にだけ回ってきた話らしい。

　それだけに信しん憑ぴよう性せいはある。もちろんガセである可か能のう性せいも高いけれど。

「言わねえよ。誰かに言ったって、灰はい原はらがどこに行ったかわかる訳わけじゃないしな」

　咄とつ嗟さに嘘うそを吐ついた。

　実じつ際さいは、わかる。──そいつらが灰原を殺した犯はん人にんだということが。

　もちろんわかったからといって、復ふく讐しゆうなんてのは現実的でない。ただ、少なくとも警けい察さつに突つき出して、罪つみを認みとめさせるくらいのことはしたい。

　跳はねる心しん臓ぞうを抑おさえ、ひと呼こ吸きゆう置く。冷れい静せいになれと自分に言い聞かせ、景介は問とうた。

「名前と学年、クラス……教えてくれ」

「一年Ｄ組の、字あざ森もり雛ひな子こさん。知ってる？」

「いや」

　取り敢あえず知り合いではなかったことにほっとする。『一族』のリストにもなかった。

　が、しかし。

　秋あき津つは、暗い顔に惑まどいの見える唇くちびるから、更さらに──、

「あのね、その人……」

　景介の安あん堵どを突き崩くずすような言こと葉ばを、紡つむいだ。

「茶さ道どう部ぶ、なんだって」

「……え？」

　茶道部。

　人数の少ない文ぶん化か系けいの部ぶ活かつで、部員同どう士しは皆みな仲なかがいいことで知られている。

　そのうちのひとりが、景介のクラスにいた。

　他ならない、

「彼女、このこと、知ってるのかしら」

　木こ陰かげ野の棗なつめ──だ。

「いや、まさか……」

　咄嗟に否ひ定ていするも、喉のどは震ふるえていた。

　恐おそらく秋津は、木陰野がいじめに加か担たんしていたかどうかが気になるというだけだろう。だが他にも情報を知っている景介にとっては、木陰野棗の名が別の意味を持ってくる。

　あの夜に起きたことと、糸が繋がるのだ。

　鈴鹿の一族。

　枯かれ葉はが灰原の身体からだと自じ身しんの首を繋つなげる光こう景けいに景介は気を失うしなってしまった。再ふたたび目が覚めた時は『迷まよい家が』で、着き物もの姿すがたの木こ陰かげ野のを見て再ふたたび驚おどろくことになる。

　でも、どうして木陰野がいたのか。

　枯かれ葉はから連絡を受けた、そう考えるのが自然だ。でも、枯葉が携けい帯たい電話を持っていると思えない。もちろんあの和わ服ふくエプロンの女も同どう様ようだ。それに連絡を受けたのなら、日ひ崎ざきを始めとして他にも誰だれかいてよかったのではないか。

　迷い家の管理をしていたから単たんに呼び出された？　それとも──いや、もしも。

　枯葉が喪も着ぎを行おこなって自分が失しつ神しんした後、

　木陰野が美術室に戻ってきたのだとしたら──。

　それに、彼女は言っていた。

　金曜の昼休み、景けい介すけがトイレに行こうとした最さい中ちゆうに出くわした時だ。

　──正しよう直じきね、ちょっと苛いら々いらするのは本当なんだよ。

　──友達くらい自分で作ればいいのに、って。

　根こん拠きよになるようなものではないと思う。ただの偶ぐう然ぜんだと思う気持ちもある。だが一方で、秋あき津つの話を聞いてしまった今、もしかして、という不安もあった。

　どうすればいいだろう。

　日崎に尋きいてみるか。ただ、朝に話した時の口くち振ぶりからは何も知らなさそうだった。

　枯葉に問い質ただすか。もう一度あの夜のことを詳くわしく話してもらえば何か見えてくるかもしれない。それに、確たしか喪着を行なった一族の者は、元もとの人間の身体からだの記き憶おくや感情を多た少しよう受け継つぐとかなんとか言っていた。或あるいは灰はい原はらをいじめていた奴やつの顔がわかるかもしれない。茶さ道どう部ぶの連中の顔かお写じや真しんを全部見せてひとりでも該がい当とうすれば。

「霧きり沢さわくん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　秋津の心しん配ぱいげな声で我われに返る。

「あ、ああ。悪い」

「……どうしようか。私、それとなく探さぐりを入れてみる？」

「いや、いいよ」

　景介は首を振る。秋津を巻まき込む訳わけにはいかない。ただの失しつ踪そう事じ件けんならともかく、非ひ常じよう識しきで非ひ現げん実じつ的てきな奴らが関わっているかもしれないのだ。

「少しの間、様よう子すを見てみよう。灰原だってひょっこり帰ってくるかもしれないし、もしいじめが本当にあったんなら、その後本人に尋けば済すむ。今どうこう言って波なみ風かぜ立たせるのもよくないと思うしな。……だから、このこと誰にも言わないでくれ」

「ええ、大丈夫よ」

　念ねんを押すと、秋津は頷うなずき、

「私だって、女の子同どう士しの内ない緒しよ話ばなしを人に話すの、気が引けるもの」

「悪いな、なんかスパイみたいな真ま似ねさせちまって」

「ううん」

　景けい介すけに向かって、少しはにかんだような微笑ほほえみを向ける。

「普ふ通つうなら黙だまっておくわ。……霧きり沢さわくんだから話したのよ」

　その言こと葉ばに思わずどきりとしつつ、

「ありがとな。もしいろいろわかったら報ほう告こくする」

　まあ、秋あき津つのことだから深い意味はないに違ちがいない。

「ちゃんと解決したら、改あらためて何か礼れいでもするな」

　しかし、秋津は景介の何なに気げない言葉に、不ふ意い打うちを食らわせてきた。

「そう？　じゃあ、デートでもしてもらおうかしら？」

「……は？」

「私、まだデートとかってしたことないの。ちょっと憧あこがれてるんだ」

「い、いや、そういうのは彼かれ氏しとか作ってやれよ」

　秋津なら選えらび放題だろ、と冗じよう談だんで誤ご魔ま化かそうとしたのだが、

「……もう、だからずっと作ろうと思ってるのになぁ。一年間アプローチしても袖そでにされ続けてきたんじゃ、さすがに私もへこんじゃうよ」

　驚おどろいたことに相あい手ては、更さらにとんでもないことを口にする。

「え。…………は？」

「ま、いいわ。私だってこんな時にそんなこと考えるのはどうかと思うし。とにかく……何かわかったら連絡してね。私だって灰はい原はらさんのこと、心しん配ぱいなんだから」

「あ、いや……ああ」

　生なま返事に対して、じゃあ私教室に戻ってるから、と会話を打ち切って踵きびすを返す秋津。景介は反はん応のうできない。呆あつ気けに取られて立ち尽つくし、後ろ姿すがたを茫ぼうと見送る。

　──おいおい、なんだそれは。

　生まれて十六年、異い性せいにもてたことなんてついこの間まで皆かい無むだったのに。

　死んでしまった娘むすめの好こう意いを聞かされ、その身体からだを受け継ついだ少女からは求きゆう婚こんされ、挙あげ句く学年屈くつ指しの美人才さい媛えんからデートにまで誘さそわれるなんて、隕いん石せきが頭部に激げき突とつした方がまだ現げん実じつ味みがある。……こんな状じよう況きようじゃなければ、大喜よろこびで誰だれ彼かれ構かまわず抱だきついてるところだ。

　さすがに今は、そんな気分にはとてもなれない。

　景介は溜ため息いきをひとつ大きく吐つくと、秋津の去さっていった後を追うようにとぼとぼと歩く。

　週末からいろいろなことが起き過ぎている。幸こうも不ふ幸こうもなんでもう少し小こ分わけにして来てくれないのだろうと神かみ様さまを呪のろった。
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　日ひ崎ざきに相そう談だんしようかと迷まよっていたが、彼女は内ない紛ふんの件けんで他の一いち族ぞくの娘むすめといろいろあるらしく、休み時間の度たびに教室を出て行ってしまう。そうしてタイミングの合わないままあっという間に放課後になってしまった。結けつ局きよく、景けい介すけは何も聞けずにひとり帰き路ろにつく。

　──そういえば、リストの奴やつの顔も確かく認にんしてなかったな。

　どうにも、やらなければならないことを何ひとつこなしていない。

　リストに関しては、木こ陰かげ野のに対しての疑ぎ念ねんが拭ぬぐえなければあまり意味はないかもしれないが、やはり後あと回まわしにしてしまったことに対しての言い訳わけに過すぎないだろう。

「なにやってんだろうね、俺。……ん？」

　とぼとぼと歩きながらひとりごちていると、携けい帯たいが鳴った。

　メールの着ちやく信しん音おんだったので、取り出して開く。確かく認にんすると、母親から。

『卵一パック、鶏とり胸むね肉にく五百グラム、牛乳一リットル二本』

「なんだよ……」

　買い物の指令だった。帰りにスーパーに寄よれという訳だ。

　それにしても買ってきてというひと言もなければ文章ですらなく、ただの品目の羅ら列れつなのはどうにかならないものか。溜ため息いきを吐ついて、仮かりに自分が家族に同じ用よう件けんのメールを送るとするとまったく同じものになり兼かねないと気付き苦笑する。血ちは争あらそえない。

　──姉さんはこんなんじゃなかったな。

　今となっては顔もよく思い出せないけど、性せい格かくははっきりと覚えている。両親どちらにもあまり似にず、温おん和わで、何をするにしてもおっとりしていて、気が優やさしくて、

「……ち」

　舌した打うちする。姉のことを考えるなんて相そう当とうに参まいってしまっている証しよう拠こだ。

　昔から決まって、きついことがあると『姉さんならどうしただろう』とか『もし姉さんがまだいたら』などとどうしようもない仮か定ていをしてしまう。

　金、あったかな。頭を掻かき気持ちを切り替えると、財さい布ふを確認する。

　買い物には足たりそうだったのでその足で近所のスーパーへと向かった。帰り道からは多少離れているが、一度戻って自転車を使うほどではない。

　──そういえば自転車、どうしたっけ。

　金曜日の夜、学校へ戻るのに使って──校門前だか校庭だかに乗り捨てて、そのままだ。

　今日登とう校こうした時に、放置されている自分の自転車を見た覚えはなかった。かといって枯かれ葉はや木陰野が自転車まで面めん倒どうを見てくれたなんてはずはない。

　恐おそらく土日のうちに、誰だれかが乗って行ってしまったのだろう。

　親には盗まれたと言い訳わけしておこうと決める。嘘うそは吐ついていない。たぶん。

　スーパーへと辿たどり着いた。

　昔むかしからある古ぼけた店は相あい変かわらず微び妙みように寂さびれている。田舎いなか特とく有ゆうのだだ広い駐ちゆう車しや場じようには停まっている車もまばらで、経けい営えい状じよう況きようを心しん配ぱいしたくなるほどだ。

　店内の自動ドアを潜くぐって、買い物籠かごを手に取った。買い物の品目をもう一度確かく認にんするために携けい帯たい電話のメールボックスを開こうとした景けい介すけの視し界かいを、不意に妙なものが横切る。

「ん？」

　顔を上げて、違い和わ感かんのした方に視し線せんを遣やった。

「……って、待まて、おい」

　枯かれ尾お花ばなの正しよう体たいに、唖あ然ぜんとする。

　和わ風ふうメイドだった。

　紺こん色いろの無む地じの着物に上からエプロンを纏まとい、色しき素その薄うすい髪かみは結ゆわえられて肩かた口ぐちに。容よう姿しは整ととのっているが顔色がやけに青く、生せい気きを感じさせない異い相そう。

　それが肉売り場の前で買い物籠を抱かかえ合あい挽びき肉にくを手に取って矯ためつ眇すがめつしているという、自分の頭の具ぐ合あいを疑ってしまいそうな光こう景けいが目の前にある。
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　通りすがりのおばさんが彼女の背中を不ふ審しん者しやでも見るかのような目で凝ぎよう視ししていた。というか『でも』じゃない。百パーセント不審者だ。

「おい」

　一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよしたが意いを決けつして、景介はその女性──確たしか棺かん奈なとかいった──に声を掛かけた。

　彼女は振り向く。呼こ吸きゆうとか気け配はいとかの窺うかがえない、まるでＣＧのような動どう作さだった。

　こっちと目が合うと、ほんの僅わずか首を傾かしげて、

「景介さま」

「どうして敬けい称しようついてんだよ……」

　和わ装そうエプロンの女性が高校生に向かって『さま』呼ばわりに、他の客きやくの視線が痛いたい。

「お嬢じようさまが、あなたには、一いち族ぞくと、同じように、接しろと」

「枯かれ葉はが？」

　こくりと頷うなずく。

「で、いったい何やってんだ？」

「ハンバーグで、ございます」

「は？」

「今日の、夕食は、ハンバーグで、ございます」

　反はん応のうに困こまることを言い始めた。

「いや、俺は別にそんなこと尋きいて……」

「パイナップルも、載のせます」

「いや、肉にパインは邪じや道どうだろう。……って、そんなことじゃなくてだな」

　思わず他よ所そ様さまの夕食メニューに口を出す。

「景けい介すけさま。こちらの、三百九十八円のものと、四百五十九円のものは、どのように、違ちがうのでしょうか？　差さ異いが、棺かん奈なには、わかりません」

　両手にパックを持ち表情のない顔で問とうてくるその様さまに、景介は思わず吹ふき出した。

「見せてみろよ」

「はい」

「ああ、産さん地ちが違う。高い方がいい肉にくだ」

「味が、変わるのですか？」

「まあ、ぶっちゃけそんなに変わらないと思うけど。……ハンバーグって、枯かれ葉はが食うのか」

「お嬢じようさまは、ハンバーグが、好こう物ぶつで、ございます」

　あいつ、そんなガキっぽいものが好すきなのかよ。

　安い方を指差して「こっちでいいだろ」とアドバイスする。

「では、こちらに、致いたします」

「安い方で充分だ。贅ぜい沢たくしてても碌ろくなことがない」

「お嬢さまには、そう、申もうし伝つたえて、おきます」

「……余よ計けいなこと言うな」

「では、景けい介すけさまが、選えらんだ、と。そう申もうし上げれば、お嬢じようさまは、きっと、喜よろこびます」

「……恥はずかしいことも言うな」

　というか、こんな微笑ほほえましい会話をしている場合ではない。

　こんな場所ではあったが、彼女に出会えたのは景介にとって好こう都つ合ごうだ。

「ああ、ええと……棺かん奈なさん」

「棺奈で、結けつ構こうです」

「じゃあ、棺奈。頼たのみがあるんだけど」

「はい」

　彼女が肉を買い物籠かごに入れ終わるのを待まって、景介は問とうた。

「枯かれ葉はに会わせてくれないか」

「はい。いつに、致いたしましょう」

　断ことわられるかもしれないと思ったがあっさりと頷うなずかれ少し拍ひよう子し抜ぬけする。

「いいのか？　だったら、できれば今日」

「夕食を、ご一いつ緒しよなさいますか？　ハンバーグは、お好すきでしょうか」

「いや、そこまでしなくていいよ」苦く笑しようする。

　無表情で何を考えているのかわからないが、意外に世話焼きなのかもしれない。

　灰はい原はらの首を切り落とした張ちよう本ほん人にんだ。正しよう直じきなところ、姿すがたを見た瞬しゆん間かんにその記き憶おくが甦よみがえって声を掛かけるのをやめようかと思った。憎にくくないかといえば嘘うそになる。別にこいつが灰原を殺した訳わけではないと理り屈くつではわかっていても、感情が付いていかない。

　だが──やけに家庭的なことを口にされたからか、妙みように気が緩ゆるんでしまった。

　灰原の首を切り落としたのだって、主しゆ人じんである枯葉を助けるためだ。悪あく意いはなかったのだろう、そう思おう。この場では少なくともわだかまりを持っても仕し方かたない。

「ちょっとあいつに尋ききたいことがあるんだ。電話ででもいい」

「迷まよい家がに、電話は、ございません」

「だったら……悪いけど、そうだな。夜九時頃ころに待ち合わせしよう。俺が行ってもいい」

「承たまわりました。では、如何いかが、致しましょう」

「このスーパーの駐ちゆう車しや場じようはどうだ？」

「構いません」

　約やく束そくを取り付けることができて安あん堵どする。

　取り敢あえず、枯葉からあの夜の詳くわしい話を聞かないことには何も始まらない。木こ陰かげ野のが実じつ際さいにあの事じ件けんに関わっていたのかどうかも含ふくめて、できるだけ早く知りたかった。

「九時に、迎むかえに参まいりますので、ここの駐車場に、お越こし下さい」

　直ちよく立りつ不ふ動どうに無表情でそう言った棺奈に、景介は少し笑った。

「ありがとう。……でも、あんたも大変だな」

「大変、とは？」

「いやその、枯かれ葉はの世話とか。本ほん家けに対して使用人みたいなことしなくちゃいけない分ぶん家けってのも前ぜん時じ代だい的てきだ。……あ、でも、木こ陰かげ野のや日ひ崎ざきはあいつに対してそんなでもなかったな」

　世せ間けん話ばなしのように、何なに気げなく口にしたことだった。

　しかし──棺かん奈なの返事は、景けい介すけの首を傾かしげさせる。

「本家と、分家の、間には、主しゆ従じゆう関係は、ありません」

「え？」

「分家の、方々は、本家を立てます。敬けい意いも、払はらいます。一いち族ぞくの決めごとに、関しても、最終的な、決定権は、本家が、持ちます。ですが、それは、分家の、総そう意いを、得えてからのこと」

「でも、あんたは……」

「棺奈は、一族の者では、ありません」

　彼女は言った。

「棺奈は、くさりめです」

　耳慣なれない単たん語ごに景介は眉まゆをひそめる。

「なんだそりゃ」

「本当は、一族の方々以外に、話しては、ならないのですが」

　言葉と裏うら腹はらに躊躇とまどう仕し草ぐさも見せず、棺奈が続ける。

「お嬢じようさまより、あなたに、聞かれたことは偽いつわりなく話せ、と、仰おうせつかって、おりますので。……棺奈は、くさりめ。『蔵ぞう物ぶつ』を、埋うめ込まれた、生き死人に、ございます」

「ぞうぶつ？」

　いや、それより。

　──生き死人、だって？

　生きている死体、そういう意味なのか。それとも別の字を当てる、一族独どく自じの言こと葉ばなのか。急に不安混まじりの疑ぎ問もんが鎌かま首くびをもたげてくる。

「蔵物とは、一族に伝つたわる、秘ひ伝でんの道具。呪ノロイと病ヤマイ、汚ヨゴレと穢ケガレにより、造つくり出された、忌いむべき宝たから」

　棺奈の表情は変わらない。

　いや、無い。

　表情そのものが欠けつ如じよしている。……まるで死人のように。

「棺奈は、死人です。胸むねに『ぐるの槍やり』を、埋め込まれて、います。これを、埋め込まれた、死体は、一族のため、本家のため、働はたらく、くさりめに、なります」

　くさりめ。

　鎖くさり女め。──腐くさり女め？

「じゃあ、あんた……まさか」

　恐おそれに震ふるえる景けい介すけの問といに、

「元もとは、景介さまと、同じ。ただの、人間に、ございます」

　まるでコンピュータボイスにも似にた、途と切ぎれ途切れの無む機き質しつな声。

　──そういえば。

　あの夜、灰はい原はらの死体をこいつが奪うばった時。触ふれた手から体温が感じられなかった。陶とう磁じ器きにでも触れられているような気さえした。一いち族ぞくは体温が低い？　そんなはずはない。枯かれ葉はの吐と息いきや掌てのひらは、人間とまったく変わらない温あたたかみを持っていたのに。

「本当……に？」

　声は消え入るようだった。

　それほどまでに、ショックだった。

　どうしてだろう。自分はもっと頭のおかしくなるような、非ひ常じよう識しきなことをこの目で見たではないか。クラスメイトの首が切り落とされ別の少女の首とすげ替わる様さまを。

　それなのに、たかが死体が動いて喋しやべっているだけで──。

「……ああ」

　理由に気付いたのは、胸むねの奥おくにある感情が湧わいてきたからだ。

「なんだよ。そうか……畜ちく生しようめ」

　感情。それは、

　痛いたみにも似にた、怒りだった。

　枯葉が灰原と首をすげ替えたのは、生きるためだ。あいつは死にかかっていた。灰原の身体からだを使わなければ自分の命が危なかった。それに、鈴すず鹿かの一族は喪も着ぎを行おこなわないと子を産うめず、種しゆとして絶たえてしまう。それならあんな行こう為いも仕し方かたないことだと諦あきらめもつく。自分たち人間が生物を食わないと生きていけないのと同じだと。

　それに景介には、枯葉が灰原のことをちゃんと大だい事じに思っているように見えたのだ。彼女を選えらび、身体を使わせてもらったことは自みずからの誇ほこりだと、堂どう々どうと胸むねを張っていたから。

　だからまだ許ゆるせた。いや──責せめられなかった。

　でも、違ちがう。

　これは違う。

「人間の……死体を？　生き返らせて、召めし使つかいにだって？」

　ふざけるな。馬ば鹿かにするな。

　ひとりの人間をただの道具にして都つ合ごうよく使う。

　そこに何の誇りがある？　繁はん栄えい派はとやらとどう違う？

　それを聞いてしまっては、棺かん奈ながこうなった経けい緯いだって怪あやしいものだ。灰原の時のように死体を見付けたのか、或あるいは死体を作ったのか。後こう者しやであったって不ふ思し議ぎはない。

「あんたは……いいのかよ。死んでまでそんな、訳わけのわからないものにされて……」

　たまらず棺かん奈なに詰つめ寄よるが、彼女は何の反はん応のうも示しめさない。

「棺奈には、生せい前ぜんの記き憶おくなど、ありません」

「なんとも思わないのか！」

「自みずからの、意い思しも、存そん在ざいしません。棺奈は『ぐるの槍やり』に、封ふうじられた、一いち族ぞくの皆みな様さまに、対する、忠ちゆう誠せい規き範はんのみに、従したがって、行動して、おります」

「感情は？　嬉うれしいとか、悲しいとか……」

「ありません」

「痛いたみは？　殴なぐられたり転ころんだりしたら、血ちくらいは出るんじゃないのか」

「痛つう覚かくも、ありません。血けつ流りゆうも、止まっております」

　まるで淡たん々たんと、尋きかれたことを答えているだけのような。

　その様よう子すに胸むねが痛いたい。

　元もとはこの人だって、泣いたり笑ったり怒おこったり、普ふ通つうの人生を送っていたはずだ。

　家族もいただろう。もしかしたら恋人も。

　幸しあわせだったかもしれない。不幸せだったかもしれない。でも、そういう積つみ重ねを、人生を──こんなふうに使われるなんてこと、同じ人間である自分に、許ゆるせるはずがない。

　運うんが悪ければ灰はい原はらだってこうなっていたかもしれないのだ。死体を道具のようにこき使われて、知り合いに再さい会かいしても能のう面めんのような表情で、なんの感情も宿やどさずに。

　考えただけで気分が悪い。

　そもそも枯かれ葉はの話は、果はたして本当なのだろうか。

　矜きよう持じがどうのとか灰原に対する敬けい意いだとかももちろんだけれど、こんなものを見せられてしまうとすべてが疑うたがわしくなる。そう──あの美び術じゆつ室しつでの一いつ件けんに関わるすべてに関しても。

　枯葉は話していた。

　繁はん栄えい派はの連中から追われ、学校、美術室の横の用具室に姿すがたを隠かくしていた。その時偶然、数人が灰原を連れてそこにやってきた。いじめの最さい中ちゆうに勢いきおいあまって偶然灰原が死んでしまい、加か害がい者しやたちは逃げ出し、枯葉が美術室に出てきたところで偶然景けい介すけが来た、と。

　よくよく考えてみれば、偶然が多おお過すぎる。

　もしかして、偶然は最後のものだけだったのではないか？

　最初から枯葉は灰原に目を付けていて、殺すつもりだった。そうして木こ陰かげ野のを使い美術室に連れ込んだ。灰原が景介に電話を掛かけて助けを求めたのだけが予定外で、見られたからには仕し方かたないとばかりに仲なか間まに引き込もうとした──秋あき津つに教えられた、木陰野の友人が灰原のいじめに加か担たんしていたらしいという話とも辻つじ褄つまが合う。

　つまり木陰野だけではなく、一族の奴やつらすべてが共きよう犯はん関係だったとしたら。

　そもそも繁栄派が里さとを襲おそったなんていう話だって本当なのかどうか。

　あいつらは全員、人間のことを餌えさか道具くらいにしか思っていなくて、争あらそいなんていうのもただの仲なか間ま割われで、その余よ波はでこちら側がわに害がい悪あくをまき散ちらしているだけなんじゃないか。

「……おい、待まてよ？」

　と──。

　景けい介すけの中で、ふと思し考こう回かい路ろが繋つながる。

　人間を殺し、利用する化ばけ物ものの一いち族ぞくのことと──利用された人間の末まつ路ろのことが。




　一族に身体からだを奪うばわれた人間は死ぬ。

　けれど死体は見付からない。

　だったら、まさか。




「……あ」

　そうだ。

　どうして今まで気付かなかったのか不ふ思し議ぎなほど、当たり前のことだった。

　きっと心の奥おくで拒きよ絶ぜつしようとしていたのだろう。それは考えたくもない結果だったから。景介がずっと、微かすかに縋すがっていた希望を打ち砕くだく、最悪のものだったから。

「……気が変わった」

　怒いかり。悲しみ。衝しよう撃げき。

　すべてを通り越こして、自分でもぞっとするほど冷たい声が出た。

「さっきの話、時間を早めてくれ。七時頃ころでいい」

「よろしいの、ですか」

　何な故ぜ、と理由を問とうこともない棺かん奈な。

　恐おそらく疑ぎ問もんに思ってすらいないのだろう。死体は考えない。

「いい。ただ、条じよう件けんがある」

「なんでしょう」

「場所は学校にしてくれ」

　迷まよい家がに、相あい手てのテリトリーにわざわざ踏ふみ込む愚ぐはない。

「それから……来るのは枯かれ葉はひとりだ。木こ陰かげ野のも日ひ崎ざきも呼ばなくていい」

　余よ計けいな邪じや魔まが入っても困こまる。

「はい。承たまわりました」

　景介の表情と気け配はいが豹ひよう変へんしたにも拘かかわらず、棺奈は素す直なおに頷うなずく。

　じゃあ頼たのむ、とひと言ことだけ発し、景介は彼女に背せを向けた。

　自分はどうかしていた。

　こんな簡かん単たんなことに思おもい至いたらなかった理由は他にもある。あいつらのことを信じかけていたのだ。木陰野や日崎がクラスメイトだったから。枯葉の態たい度どが真しん摯しに見えたから。どちらにせよ、馬ば鹿かだった。呑のん気きにもほどがある。ふざけるな。

　買い物のことなどすっかり忘れ、そのままスーパーから出て駐ちゆう車しや場じようを横切る。しばらく足早に進み、人ひと気けのない路ろ地じに入ったところで立ち止まった。

　周しゆう囲いを見み渡わたす。

　つまらない町だ。高こう度ど経けい済ざい成せい長ちようの時にそれなりの発はつ展てんを遂とげ、けれど高こう層そうビルが立ち並ならぶほどではない。生活に不ふ便べんはない代わりに生活に必ひつ要ようない娯ご楽らくに欠かけた、中ちゆう途と半はん端ぱな田舎いなか。新しん興こう住じゆう宅たく地ちと古くからの建たて物もの、商しよう店てん街がいと田でん園えんが入り混まじり、ちょっと山の方に入れば『となりのトトロ』でもいそうな日に本ほんの風ふう景けいが広がっている。

　彼女たちは、そんな町に嫌いや気けが差して、出て行ったのだと思いたかった。

　東京かどこか、ここよりももっと刺し激げき的てきな場所で、今も楽しく暮くらしているんだ、と。

「ふざけんな……よ」

　どうして地じ続つづきのはずの東京ではなくて、非ひ常じよう識しきな化ばけ物ものの世せ界かいなんだろう。

「姉さん」

　俯うつむき、久ひさしぶりに──八年ぶりにその単たん語ごを口にした。

　他人に説せつ明めいする時の『姉あね貴き』ではなく、その人に呼び掛かけていたあの頃ころのように。

　姉だけではない。

　尾おノの上うえも、灰はい原はらも。

　みんな、どこかに行ったのではない。

　どこにも行けなかったのだ。

「……畜ちく生しよう」

　耐たえきれなくなって踞うずくまり、景けい介すけはその場で声を殺して泣いた。

　誰だれも通りがかる者はいない。

　市し役やく所しよの流す、五時を告つげる『夕焼け小焼け』のメロディーが遠くから聞こえてくる。




　　　　　　　　　　４




『今日は遅おそくなるから買い物は無む理り』とだけメールを送り、家には帰らなかった。

　本ほん音ねを言えば一度自じ宅たくで気を落ち着けたくはあったが、今は母親の顔を見るのがつらい。

　それに、落ち着いて冷れい静せいになってしまえば、恐きよう怖ふ心しんが出てくるかもしれなかった。

　首を切っても死なない。人間の死体を操あやつる。普ふ通つうに歩いては辿たどり着けないような家を持っている。他にもまだ何かあるかもしれない。というより、ない方がおかしい。そんな化け物に対して、武ぶ道どうや格かく闘とう技ぎに興きよう味みすらない一いつ介かいの高校生である自分はあまりに無む力りよくだ。

　もちろん、戦たたかうだの殺すだのは考えていない。

　姉の、灰原の、尾ノ上の仇かたきを取ってやりたいという気持ちはあるが、だからといって返り討うちに遭あうのはごめんだ。誰だれかがいなくなるというのがどういうことか、景けい介すけはよく知っている。それは自分の身みに起きたとしても同じことだった。姉がいなくなったばかりの頃ころ、事情がよくわからなかった景介は一度「僕も姉さんのところに行く」と母に言ってしまったことがあった。母は幼おさない息子むすこの前で取り乱みだし、景介を抱だき締しめて泣いた。そんなこと言わないで。お願ねがいだからあなたまでいなくなってしまわないで、と。

　ただ、友人を殺し、姉を殺したかもしれない相あい手てを前に泣き寝ね入いりするほど人間ができてもいない。文もん句くでも言わないと、自分の感情を相手にぶつけないと気が済すまなかった。

　少なくとも真しん実じつを知りたいと思う。

　灰はい原はらがどういうふうに死んだのか。尾おノの上うえや姉さんを殺したのはいったい誰なのか。それがわからないと自分は先に進めない。悲しみや痛いたみを抱かかえたまま、それらが自分の一部になってしまうまでただじっとやり過すごすのは──時間に解かい決けつを委ゆだねるのは、もうごめんだ。

　コンビニで読むつもりもない雑ざつ誌しの文字だけを目で追って七時を待まち、景介は学校へと再ふたたび戻った。金曜日の夜と同じように人はまだ残っているようだが、多少の騒さわぎが目立つほどでもない。校内もそこそこ広いから大だい丈じよう夫ぶだろう。

　そこで気付く。……場所を指定していなかったことに。

「あ……しまった」

　うっかりしていた。というよりも、頭に血ちが上のぼってしまって思おもい至いたらなかった。

　自分の間ま抜ぬけさに呆あきれる。これでは会えるかどうかわからないではないか。

　それに、枯かれ葉はに景介を捜さがして校内をうろつき回られても困こまる。あいつはたぶん、学校がどういう場所かもよくわかっていない。私し服ふくどころか着き物もの姿すがたで来る可か能のう性せいも高い。

「どうすっかな」

　頭を掻かきながら、取り敢あえず美び術じゆつ室しつに行ってみようと思った。

　初めて会った場所だ、きっと立ち寄よるだろう。

　あの日のことを思い出して苦にがい気分になりながら、景介は校こう舎しやに向かって足を進めた。

　目の前に体育館と校舎を繋つなぐ渡わたり廊ろう下かが見える。そこから中に入れるかと思ったが鍵かぎがかかっていたので、正しよう面めんの玄げん関かん口ぐちへ行こうとした。

　その時だった。

「あれ、けーくん？」

　薄うす闇やみの向こうから、知った声がこっちに向かって投げ掛かけられる。

「どうしたのー？　こんな時間に」

　おっとりした、呑のん気きともとれる柔やわらかい喋しやべり方。

　歩いてきたのは、

「……日ひ崎ざき」

　日崎歩ほ摘づみだった。

「お前こそ、何してるんだ」

　枯かれ葉はが喋しやべったのか、と警けい戒かいしつつ問とう。

「バレー部、今終わったところなんだ」

　彼女はひとりだった。友人が近くにいるふうでもない。

「そうか」

「どうしたの？　雰ふん囲い気き、暗いけど……」

「尋ききたいことがある」

　枯葉に会えるかどうかわからないのであれば、こいつでもいい。

「え、何……？」

　緊きん張ちようと同時に身体からだが冷たくなっていくのを自じ覚かくしつつ、景けい介すけは息いきを吸すい──言った。

「尾おノの上うえ梨り々り子こ。それから、霧きり沢さわ雅みやび。このふたりの名前に、覚えはないか？」

「けー……くん？」

「答えろ」

「え、待まってよ、何言ってるのか、わからないよ？　それに、けーくん、顔が怖こわ……」

「いいから答えろ！　知ってるのか、知らないのか！」

　思わず声を荒げる。

　日ひ崎ざきは怯おびえたように後じさった。その態たい度どに苛いら立だつ。

　どうしてこいつは、俺程てい度どにそんな態度をとるんだ？

　人間なんてお前たちにとってはただの道具、餌えさのはずだ。いつでも捻ひねり潰つぶせる虫みたいなもののはずだ。それなのに──どうして人間の振ふりをする？

「尾ノ上ってのは灰はい原はらの親友だ。あいつがいなくなってから灰原はすっかり塞ふさぎ込んで、新しい友達も作らなくなっちまった。それに霧沢雅は俺の姉さんだ。ふたりとも……失しつ踪そうしたと思ってた。でも、違ちがうんじゃないのか？　本当はお前たちと……関係あるんじゃないのか？」

　俯うつむいた日崎に、なおも。

「お前の知ってる範はん囲いでいい、言えよ！」

　糾きゆう弾だんするように、叫さけぶ。

　ややあって。

　顔を上げないままにゆっくりと、酷ひどく弱々しい声で、彼女は呟つぶやいた。

「……もし関係あったとしたら、けーくんは……どうするの？　私たちを殺すの……かな」

「どうもしないさ」

　吐はき捨すてた。相あい手ての感情を慮おもんぱかっている余よ裕ゆうはなかった。

「お前たちが化ばけ物ものだってことがわかっただけで……それでいい。俺はお前らとは違う。人間なんだ。友達や姉さんが殺されてたからって殺し返したりすれば、化け物と同じだからな」

　自分でもわかっていた。そんな科白せりふは自じ己こ防ぼう衛えいと欺ぎ瞞まんに過すぎないことに。

　本当は許ゆるせないし、殺してやりたい。

　でも、できない。自分にはその力も、度ど胸きようもないから。

　ああ、そうだ──だから性しよう悪わるらしく、精せい一いつ杯ぱいの皮ひ肉にくと厭いや味みを言ってやる。

「けーくん……なんで？」

「お前は悪くないかもしれない。まだ喪も着ぎも行おこなってないって言ってたもんな。……それでもやっぱり、お前たち一いち族ぞくは人間を殺して数を殖ふやす、人間にとっては化ばけ物ものなんだよ。だったら、灰はい原はらが尾おノの上うえを喪うしなったのは、俺が姉さんや灰原を喪ったのは……お前たちのせいだ」

　少しの沈ちん黙もく。

「……そっか」

　先に口を開いたのは、日ひ崎ざきだった。

「やっぱりけーくんも、同じなんだ」

　今にも泣きそうなクラスメイトの顔。

　それに罪ざい悪あく感かんがある。胸むねが痛いたんだ。

「私を、化け物って言うんだね。私……好すきなのに。人間が好きなんだよ？　友達だっていっぱいいるのに。それでも……駄だ目め、なのかなあ」

「知るかよ、そんなこと！」

　同情と怒いかりが鬩せめぎあい、自や棄けになって叫さけんだ。

「俺だってお前のこと友達だと思うし、気に入ってるさ！　けど……どうしていいのかわからないんだ。俺には大だい事じな人たちがいて、でもそいつらはお前らのせいで死んじまったかもしれなくて！　だから……だから俺はただ、質しつ問もんに答えて欲ほしいだけだ！　姉さんと尾ノ上がどうなったか……それがわからないと、俺は……」

　ああ──そうだ。そうなのだ。

　景けい介すけだって、できるならこいつらを信じたい。

　天てん然ねんでアホっぽいけど優やさしい日崎を、さばさばとしていて男友達のように付き合える木こ陰かげ野のを、灰原のことを誇ほこらしげにしていた枯かれ葉はを。

　決して悪い奴やつらじゃない、自分の持ったそんな印いん象しようを裏うら切ぎっていて欲しくはない。

「この身体からだに生まれたことが恨うらめしいよ」

　日崎は震ふるえる声で口にした。

「みんなと学校でお喋しやべりしたり遊びに行ったりしても、ずっと後ろめたかった。私は隠かくし事ごとをしてるんだって、本当の自分を誰だれも知らないんだって思うと、友達なんて誰もいないような気がして。だから……だからね、勇気を出して言ったんだよ？」

　まるで独どく白はくのように。景介にではなく、別の誰かに話しているように。

「この人なら大だい丈じよう夫ぶだって思って、告こく白はくしたんだ。私、本当は人間じゃないの、って。証しよう拠こも見せた。でも、ダメだったよ。怖こわがられて、化け物って言われて……」

「おい……待まて」

　そこまで聞いて、様よう子すがおかしいことに気付く。

　──勇気を出して言った、だって？

　景けい介すけは確たしかにさっき日ひ崎ざきを拒きよ絶ぜつしてしまった。が、彼女が一いち族ぞくであることを本人の口から聞いた訳わけではない。木こ陰かげ野ののリストを見て知ったのだ。それに『証しよう拠こ』なんて知らない。

　じゃあ、だったら……誰に？

　日崎は言こと葉ばを紡つむぎながら、手に持っていた鞄かばんをまさぐる。

「私、人間が好すきだよ」

　顔を上げ、こっちを見てくる。

　その目はいつもの日崎と、どこか違ちがう。

「でも、大嫌きらい。人間なんて大っ嫌い。私はみんなに好かれたくて頑がん張ばってるのに。明るく振る舞まってみんなを笑え顔がおにさせたいって思って無む理りしてるのに……私が違うってわかった途と端たん、掌てのひらを返して拒きよ絶ぜつするんだ。ねえ、どうして駄だ目めなの？　あんなに頑張ったのに、どうして？　そのくせにあんな……暗くて内うち気きで、周まわりに打ち解とける努力もしようとしないような娘この方が大だい事じなの？　同じ人間だから？　許ゆるせない。許せないよね、そんなの」

「……日崎、まさか」

　彼女が鞄から取り出したのは、棒ぼう状じようの何か。

　留とめ金がねを中心に畳たたまれていたものが開かれる。鈍にぶく黒い、金きん属ぞく製せいの扇せん子すだった。

「お前、まさか」

「中学の時、塾じゆくで知り合ったんだ。すぐ仲なか良よくなって、大好きになった。取り繕つくろってるだけの私と違って本当に明るくて元気で、一いつ緒しよにいるだけで楽しくなれた。けーくんも知ってるでしょ？　だってこの『けーくん』って呼び方、あの娘こも使ってたもんね」

　確かに高校に入って初めてそう呼ばれた時、既き視し感かんはあった。でも今までもそう呼んできた奴やつがいなかった訳じゃないから気にも留とめなかった。

　嘘うそだ。そんなはずはない。

　だってまさか、今までこんな近くにいたなんて──。

　扇おうぎを拡ひろげた日崎は、凍こおり付いたような薄うす笑わらいで景介に一いつ歩ぽ近付く。

「ごめんね。ひとつだけ、嘘、ついてた。私……喪着、もう済ませてるんだ」

　扇子を持った指、手は、やけに白い。

　そうだ。あいつも色いろ白じろだった。

　背せ格かつ好こうも似にている。当時の、まだ背せが伸のびきっていなかった景介と同じくらい。

　そのことでたまにからかわれていた。

　まだ伸びないの？　もしかしてこのまま止まっちゃったりして。ねえ吉よし乃の、どう思う？

　思い出す。中学一年の二学期だ。

　話を振ふられて困こまった灰はい原はらが戸と惑まどうのを気にするふうもなく、でもそれはあいつなりの気き遣づかいで。まともに面めん識しきもなかったふたりに会話をさせようと思っていたのだろう。

　ああ──当とう時じから灰原は、俺のことを気にしていたのかもしれない。

　あいつ暗いよな、と何なに気げなく言った時、あの娘こはいい娘だよ、とちょっと怒おこられた。優やさしくて、芯しんが強くて、私とは正反対でとっても可愛かわいいの。

　吉よし乃のの魅み力りよくがわかんないけーくんはまだまだ子供だね──なんて。

「……尾おノの上うえ」

「そうだよ、けーくん」

　日ひ崎ざきが笑った。

「りりちゃんは、ここだよ。拒きよ絶ぜつされたから……奪うばうしかなかったの」

　殺した、のか。

「もしかして、お前……灰原も？」

「私が中心になってた訳わけじゃないよ」

　違ちがうと言って欲ほしかった景けい介すけの希き望ぼうを無む視しし、あっさりと肯こう定ていする。

「言い始めたのはバレー部の同どう級きゆう生せい。ムカつくから、って。よく知らないけど、彼女の好きな人が灰原さんに告こく白はくして、断ことわられたのが原げん因いんみたい。くだらないよね、人間って最低。だから私、本当は加くわわるつもりなんてなかったんだ。でも……その人が、りりちゃんがよく話してた『親友』だってわかって。証しよう明めいしたくなっちゃったの。本当に灰原さんがりりちゃんの言う通り、強くて優しい娘なのか。私よりも友達にする価か値ちがある人なのか」

　扇おうぎが日崎の──元もとは尾ノ上のものだった手によって、軽く振られる。

　同時に何か透とう明めいな鋭するどいものが巻まき起こり、景介の頬ほおを打った。反はん射しや的てきに触ふれると温あたたかいぬめりがある。遅おくれて、痛いたみ。頬が切れていた。

「『白しろ銀がねりょうげ』っていうの」

　蔵ぞう物ぶつとかいうもののひとつなのだろうか。

　鉄てつ扇せんは唸うなる。

「りりちゃんも、これで死んだよ。そして、けーくんも。……私を拒きよ絶ぜつしたけーくんも」

　日崎は笑っていなかった。

　いつものほほんとしていて笑え顔がおを絶たやさなかったクラスメイトは、もうどこにもいない。

「なんで……だよ」

　怒いかりよりも悲しみ、恨うらみよりも痛みの方が大きかった。

　尾ノ上を殺した犯はん人にん。灰原を殺したうちのひとり。

　それが目の前にいるのに、景介の胸むねを包つつむのは、空くう虚きよ感かんでしかなかった。それは、姉や尾ノ上が失踪したと知った時と同じ──近しい人がいなくなってしまったという思い。

　事実を求めていたはずなのに、聞かなければよかったとすら思う。

「さよなら、けーくん。期き待たいしてた私がいけなかったんだよね」

　裏うら切ぎられたと感じる景けい介すけと同どう様ように、恐おそらく日ひ崎ざきもまた裏切られたと感じているのだろう。

　感情のやり場がどこにもない。このまま死ぬのか俺は、とぼんやりと思い、




「……そこまでだ」




　背はい後ごから聞こえた、妙みように偉えらそうな、その癖くせに幼おさなさの残る声で、我われに返った。

「景介から離はなれろ。……歩ほ摘づみ」

　鉄てつ扇せんを振りかざした日崎の手も止まる。

「まったく。何をしているのだ。お前たちは」

　呆あきれたような口く調ちよう。同時にどこか悲しみの色を孕はらんでいる。

　愕がく然ぜんとした様よう子すで日崎が、そいつの名を口にした。

「枯かれ葉は……ちゃん」

　真まっ直すぐに背せまで伸のびた、黒い緑髪。紅い牡ぼ丹たんの模も様ようが入った純じゆん白ぱくの着物。

　彼女はゆっくりと歩み、そして。

　日崎の前、景介を護まもるようにして立ちはだかる。

「すまなかった、景介」

　首だけで振り返り、横顔に寂さびしそうな笑顔を見せた。

「言い訳わけはせん。確たしかに棺かん奈なは元もと々もと人間だ。……お前にとっては気分が悪い話だろう」

「棺奈は、本ほん来らい、枯葉さまの姉あね君ぎみ、木こ春はるさまに、仕つかえていた、くさりめです」

　後ろから途と切ぎれ途切れに喋しやべる女性の声が聞こえた。棺奈だ。

「棺奈を、造つくったのは、前ぜん頭とう首しゆさまです。木春さまと、親しかった、生せい前ぜんの私が、病びよう死しする前に、そうして欲ほしいと、言い遺のこした、そうです」

　言こと葉ば足たらずでした、と、景介に頭を下げる。

　背せ負おった大きな白しら木きの箱はこが、それに合わせてひょこんと動いた。

「だがな、景介。これだけはわかって欲しい。棺奈はお前の言うような小こ間ま使づかいでも、道具などでもない。父さまも母さまも姉さまも殺されたあの日──傷きず付ついた妾わたしを助けてくれた恩おん人じんであり、今やたったひとりの……家族だ」

　景介は何も言えない。

　信じるとか信じないとか以前に、圧あつ倒とうされてしまう。

　枯葉の目は、声は、それほどまでに真っ直ぐで、澄すんでいた。もしこれが──こんな目をして嘘うそを吐ついているのなら、こいつは希き代たいの詐さ欺ぎ師しだろうと思えるほどに。

「身み内うちの恥はじで迷めい惑わくを掛かけたな。傷きずは大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ、ああ」

　反はん射しや的てきに頷うなずくと、よかった、と笑う。心の底から安あん堵どしているような、優やさしい顔で。

「さて……歩ほ摘づみ」

　枯かれ葉はは日ひ崎ざきへと向き直る。

「お前は一体、何をしている？」

　一転。

　今までとは打って変わって、苛か烈れつと言ってもいいほどの気け配はいで。

「信じたくはなかったが……本当だったか」

「な……に。どういう……」

　対してあからさまに狼ろう狽ばいする日崎。

「私……ただ……けーくんと、喧けん嘩か、しちゃって……」

　言い訳わけにもなっていない弁べん明めいを遮さえぎって、枯葉の追つい及きゆうが始まる。

「尋きこう。妾わたしがここに身みを隠かくした日のことだ。妾は建物の中に何枚か貼はり紙をしていた。人間には通じない一いち族ぞくの文字で、妾の居い場ば所しよを記しるしたものをだ。それを見付けたのは棗なつめで、読んですぐに剥はがしたらしい。繁はん栄えい派はに見られてはいけないとな」

　あれもまったく世せ話わ焼やきだ、と少し笑い。

「で、お前は……棗からめーるとやらでそのことを知らされたというのに、何をしていた？」

「わた……し、は」

「お前は言ったな。着ちやく信しんに気付かなかった、本当にごめんなさい、と。それは本当か？　本当なら、何な故ぜあの日……お前は美び術じゆつ室しつで行おこなわれた吉よし乃のへの暴ぼう行こうに参加しなかったのだ？」

「おい、どういうこと……だ？」

　景けい介すけは思わず問とう。枯葉が答える。

「さっき聞かせてもらった。お前は吉乃を日にち常じよう的てきに暴行していた者たちに加か担たんしていたそうだな。だが少なくとも、あそこに隠かくれていた妾たちにはお前の声は聞こえなかった。……知っていたのではないか？　妾があそこにいたことを。だから、来なかった」

　びくりと日崎が震ふるえる。図ず星ぼしだったのだろうか。

「それにお前はどうしてあの日、学校に行っていたのだ？　里さとが焼かれたばかりで、妾のみならず本ほん家けの者はみな行方ゆくえ知れず。繁栄派の連中はもちろん本家に味み方かたする者も学校を休んで妾たちを捜さがしまわっていた。そうしなかったのはお前を除のぞけば、里を出ていたが故ゆえに一族の有ゆう事じに対してどうするべきかを思い悩なやんでいた……棗だけだ」

　確たしかに週末の金曜日、日崎はいつもと変わらない様よう子すだった。

　考えてみれば変な話だ。どうして里が焼しよう失しつしたのに、平へい然ぜんと登とう校こうしてきているのだ。クラスの中で火か事じの話題が出ても、特に表情も変えていた記き憶おくはない。

「棗は妾の居場所を夕ゆう刻こくになって知り、お前に連絡した。他の者たちにも知らせて欲ほしい、と。その上でお前から返事がなかったので妾を救きゆう出しゆつに向かった。来たのは妾が喪も着ぎを済すませ、景けい介すけがそれを見て卒そつ倒とうした直後だったがな」

　少しからかうように景けい介すけを見て笑うが、すぐに表情と気け配はいは鋭するどいものに戻る。

「実はな、歩ほ摘づみ。……今日、お前ひとりを学校に行かせたのは、型かた羽はの助じよ言げんだ」

「型羽……ちゃん、が？」

　景介の知らない名だったが、一いち族ぞくの者だろう。

「もし歩摘が裏うら切ぎっていたら、繁はん栄えい派はに連絡を取るかもしれないから、と。妾わたしは反対したのだぞ？　お前がそんなことをするはずがないと思っていたからだ」

「おい、だったら木こ陰かげ野のは？」

「すまんな、景介。あやつにはお前と歩摘の監かん視しをさせていた。歩摘のことはともかく、お前には繁栄派の連中が累るいを及ぼすかもしれんと思ったのでな」

　全然気付かなかった。蔵ぞう物ぶつとかいう妙みような道具でも使っていたのだろうか。

「まあ……結局、こちらの意い図ととはまったく別のところでこうなってしまったが」

　ぽつりと呟つぶやき、枯かれ葉ははしばらく沈ちん黙もくした。

　景介の頭の中では、それと反比例するかのように情じよう報ほうが氾はん濫らんする。

　状じよう況きようがよく呑のみ込めない。つまり、どういうことだ？

　灰はい原はらが死んだ日、日崎はその場にいなかった。

　それは彼女が、枯葉を、本ほん家けを裏切っていたから。そのことがばれないようにするのに手て一いつ杯ぱいで、クラスメイトをいじめる遊びなどに加くわわっているどころではなかったということか。

　日崎がそうだったのなら、木陰野は灰原のいじめとは無関係だということになる。自然、枯葉もまた同どう様ようで──すべては景介の思い込み違いによる誤ご解かいだった。

　だけど、尾おノの上うえを殺したのは日ひ崎ざき、これは間ま違ちがいない。そして灰原のいじめは以前から継けい続ぞく的てきに続いていて、そのメンバーの中に日崎もいたのも事実。

「何な故ぜだ、歩摘」

　枯葉が静しずかに、日崎へ問とうた。

「お前は人間が好すきだったのだろう？　それなのに、どうして」

「私は……」

　俯うつむき、鉄てつ扇せんを持った手もだらりと下げた日崎は、ややあって悲ひ壮そうな声で答える。

「私は、その人間に拒きよ絶ぜつされたんだよ？」

　唇くちびるを咬かみ、

「友達だと思ってたのに。わかってくれるって思ってたのに、裏切られた。かつて一族が、始し祖その鈴すず鹿かさまがそうされたみたいに……信じていた人に、化ばけ物ものって呼ばれちゃったんだよ」

「だから殺したのか？　尾ノ上梨り々り子こを」

「だって……そうすれば！」

　感かん極きわまったのだろう。叫さけぶ。

「そうすれば、りりちゃんとずっと一いつ緒しよにいられるから！　ううん……りりちゃんと私が一緒にいるためには、こうするしかなかったんだもん！　化ばけ物ものの私がもう怖こわがられないようにするには、りりちゃんに拒きよ絶ぜつされないようにするには……こうするしかっ！」

「なんで……どうして、灰はい原はらをいじめたりなんかしたんだよ」

　たまらずに景けい介すけは口を挟はさむ。

　あの日、放課後、灰原に呼び止められた時のことを思い出す。

　彼女は戸と惑まどって「何な故ぜ誘さそったのか」と尋きいてきた。それはメンバーの中に自分をいじめていた日ひ崎ざきがいたからだろう。だから不安に思ったのだ。いや──ひょっとしたら、景介もそのことを知って自分をからかっているのではないかと、そんな懸け念ねんもあったのかもしれない。

　知らず灰原に酷こくな提てい案あんをしてしまっていた自分に罪ざい悪あく感かんがある。

　が、それ以上に。

　灰原にとって、尾おノの上うえは親友だった。いなくなってしまってから何年も、携けい帯たい電話に入れたメモリーを消しよう去きよできないほどに大だい事じな存そん在ざいだった。それなのに、どうして彼女が──かつての親友の身体からだから、酷ひどいことをされなければならない？

　不ふ条じよう理りに過すぎる。そんなこと、あっていいはずがない。

「一いち族ぞくの奴やつらは、元もとの身体の記き憶おくとか感情を受うけ継つぐんだろ？　だったらお前だって、灰原と仲なか良よくすることだって……できたはずだ」

「……った」

　返事は小さく、呟つぶやくようだった。

「教科書をトイレに投げ込んだりしてた。お弁べん当とうも。あとはお腹なかを殴なぐったり、ホースで水を掛かけたり。あの娘こがけーくんのこと好すきだっていうのも知ってた。知ってて、けーくんとあの娘が話をした日には、色いろ目め使ってるんじゃないよ、って、殴ったりしてた。私……バレー部の人たちがやってるそれを、黙だまって見てた。そうすれば気分が晴はれると思ったよ。あの娘の情なさけない姿すがたをりりちゃんに見せれば、きっと失しつ望ぼうする。そうして……私を選えらんで、私の身体になってよかったって思ってくれるはずだ、って。……でも、なんでかなあ？」

　やがてそれは涙なみだ声ごえに震ふるえ、

「見てても、つらいだけだったよ？　痛いたいだけ……だったよ」

　言こと葉ばに──ならなくなる。

　その嗚お咽えつは、

「ねえ、どうして？　どうして人間はあんな酷ひどいことができるの？　同じ人間に対して、見てるこっちが痛くなるようなことを！　私は嫌いやだよ、あんなのは嫌だ！　少なくとも、あんな光こう景けいを見てもあの人たちみたいに笑えない！　それなのに……それなのにっ！」

　絶ぜつ叫きようへと、変わっていく。

「あの人たちが人間だっていうなら、その人間に化け物呼ばわりされる私は何なの!?　あんなことできるのが人間だっていうなら、私は人間なんか嫌きらいだよ！　私たちだってきっと、化ばけ物ものって呼ばれて、あんなふうに笑いながら殺されちゃうに決まってるんだ！」

「……だから妾わたしたちを裏うら切ぎったのか？」

「そうだよ！　私はもう、できない！　人間と仲なか良よくすることなんてできない！　でも……一いち族ぞくだって嫌い！　首を切っても死なない化け物なんて存そん在ざいしちゃいけないんだ！　枯かれ葉はちゃんも、棗なつめちゃんも、型かた羽はちゃんも！　通つ夜や子こさんたちみたいな繁はん栄えい派はの人たちだってっ！」

　息いきを荒あらげながらの慟どう哭こくに、景けい介すけは言こと葉ばがない。

　──俺も、同じだから。

　日ひ崎ざきのことを化け物と言った。

　木こ陰かげ野のと枯葉を疑うたがい、あいつらは根こん本ぽん的てきなところで違ちがってるからと恐おそれを抱いだいた。

　尾おノの上うえも──あの人なつこくて優やさしかった尾ノ上ですらも、日崎を拒きよ絶ぜつしたのだ。

「日崎……」

　思わず近寄ろうとした景介の歩あゆみを、着物の袖そでが遮さえぎる。

　枯葉だった。

「違ちがうな、歩ほ摘づみ」

　彼女は、静しずかに言葉を発する。

「自分を誤ご魔ま化かすな、愚おろか者め。お前は人間のことが好きで、一族のことも好きなはずだ」

　相あい手てを、見み据すえ、

「お前が嫌いなのは……彼女らを裏切った、自分自身だろう？」

　それは、冷たいほどに厳きびしく。

　同時に、優やさしいほどにつらそうだった。

「自分を憎にくむのはやめろ。周しゆう囲いを憎むのもだ。お前も妾も、人間も……そう生まれてきた、そういうものなのだ。確たしかにわれらの身体からだは浅あさましく醜みにくいところがある。人の心も同どう様ように、われらから見れば浅ましく醜いところがある。だが、お前が人間に惹ひかれたのは何な故ぜだ？　人間に惹かれながらも棗のように里を離はなれず、妾たちと一いつ緒しよに暮くらしてきたのは何故だ？」

　薄うすい笑えみすら浮かべ、自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う。

「一族も人も同じだ。同様に穢けがれ、同様に病やんでいる。同様に美うつくしく、同様に素す晴ばらしい。だから過か剰じように美しさを求める必ひつ要ようも、過剰に醜さを暴あばく必要もない」

　それは、日崎の心に届とどいたのかどうか。

　景介にはわからない。

　が、日崎は、少しの沈ちん黙もくの後、顔を上げ──。

「もう遅おそいよ、枯葉ちゃん」

　覚かく悟ごを決めたように、笑った。

「私、もう、どっちにも戻れないし、どっちにも行けないよ。だって、りりちゃんを殺しちゃったんだもん。灰はい原はらさんにも酷ひどいことした。枯かれ葉はちゃんも裏うら切ぎった。

　知ってる？　あの日の夜……本ほん家けと里さとが焼き討うちされた時、私が何してたか。殺してたんだよ……私のお父さんと、お母さんを。そうして私は何食わぬ顔で、焼け出された振ふりをして、枯葉ちゃんに生きててよかった、なんて泣きついたんだ」

　笑え顔がおはどこまでも寂さびしく、同時に、

「もう戻れないよ。私は走るしかないの。このままどこまでも走って、磨すり減へって消えちゃうしかないんだ。ごめんね、枯葉ちゃん。だから……」

　泣き濡ぬれた目は、夜の闇やみに隠かくれてなお、赤かった。

　そうして──。




　日ひ崎ざき歩ほ摘づみは、鉄てつ扇せんを握にぎった腕うでを再ふたたび上げ、枯葉に対して身みを斜ななめに、構かまえる。

「だから、枯葉ちゃんのことも、殺すよ」




「そうか」

　枯葉は動かない。

　そのままの姿し勢せいで、言い放つ。

「ならばお前を止めるのが、親友である妾わたしの役目だ」
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　ふたりの間に緊きん張ちようが満みちるのが、景けい介すけにもわかった。

　格かく闘とう技ぎなんかテレビでたまにしか見ないが、たぶん試し合あいのリングを間ま近ぢかにしてもこんな空気は感じられないだろう。それは、熱ねつ気きや闘とう志しなどとはまるで無む縁えんな──ただ冬の雪のように冷たい、張はり詰つめた殺さつ意い。言うなれば戦たたかうのではなく殺し合うための、純じゆん粋すいな針はりの筵むしろだった。

「棺かん奈な」

　枯葉は眼がん前ぜんの日崎を見み据すえたまま、背はい後ご、景介の更さらに向こうへ呼び掛かけた。

「刀かたなを」

「畏かしこまりました」

　棺奈が背せ負おっていた白しら木きの箱はこを下ろす。直ちよく方ほう体たいのそれは、まるで棺かん桶おけに見えた。

　蓋ふたを開け、中からひと振ふりの白しら鞘さやを取り出す。

「遠えん慮りよなんかしないでよ、枯葉ちゃん」

　対し、日崎が呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

「そんな……蔵ぞう物ぶつでもないただの刀で『白しろ銀がねりょうげ』を受け止めるつもり？」

　鉄扇を振ふる。景介の時と同じように、ひょう、と風切り音のようなものが聞こえ、直後に日崎の足あし許もとの地面が大きく抉えぐれた。──まるで巨きよ大だいな刃やいばに切り裂さかれたように。

「使えばいいよ。……『つうれん』を」

　──つうれん？

　またしても出てきた景けい介すけにとっては耳慣なれない単たん語ごに、枯かれ葉はが笑う。

「使うまでもない」

　嘲あざけるように、吐はき捨すてた。

「お前も知っているだろう？　あれは一いち族ぞくの宝ほう刀とう……始し祖その遺のこした一族殺し。お前のような、一いち族ぞくの矜きよう持じも人に対する畏い敬けいも忘れた外れものの血ちで汚けがすのは勿もつ体たいない」

　続き、

「それにだ。大おお方かたお前の目的は、その『つうれん』を繁はん栄えい派はの元もとへ持ち帰ることだろう。『つうれん』の所しよ持じは本ほん家け頭とう首しゆたるの証あかし。繁栄派が喉のどから手が出るほど欲ほしがっているものだ。それこそ妾わたしの命などよりもな。それを軽々と、敵てきの目に晒さらす愚ぐはない。いや……もしくはその『つうれん』を使い、われらと繁栄派、諸もろ共ともを討うち滅ほろぼす覚かく悟ごか？」

「枯葉ちゃんこそ、私を殺す度ど胸きようがないんじゃないの？」

「試ためしてみるか？」

　互いが互いを挑ちよう発はつする。

　日ひ崎ざきは鉄てつ扇せんを構かまえ、刀かたなを受け取った枯葉はそれを鞘さやから抜ぬき放はなつ。
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　始まる、そう思った景けい介すけに、不ふ意いの声が掛けられた。

「景介。……お前は帰るがいい」

　発したのは枯かれ葉はだった。

「ここから先はもはやお前には関係ない。関係していいことでもない。……妾わたしの失しつ策さくだ。お前を巻まき込んで、関わらせてしまった」

「そうした方がいいよ、けーくん」

　次いで、日ひ崎ざきも。

「私、枯葉ちゃんを殺した後、けーくんも殺すつもりだから。……もしまだここにいたら、だけど。逃げるんなら追わないし、普ふ通つうに暮くらすんなら危き害がいも加くわえないよ」

　急に傍ぼう観かん者しやから当とう事じ者しやになってしまった景介は、言われて硬こう直ちよくする。

　自分はいったいどうすればいいのだろう。どうすべきなのか。

　正しよう直じきなところ、このまま帰れ、関係ないから、と言われても納なつ得とくできるものではない。

　景介にとって枯葉と日崎の殺し合いは、別の意味を持つのだ。

　つまり、灰はい原はらと尾おノの上うえ、かつての親友同どう士しの身体からだが傷きず付つけ合うということ。それを見なかったことにして帰れ？　すべて忘れて楽しく暮らせ？　それでは今までと何も変わらない。

　けれど、だからといって自分に何ができるだろう。

　日崎は景介のことも標ひよう的てきにすると言った。だったら枯葉は景介を護まもりながら戦たたかわなければならない。武器もハンデがあるようなのに、そんなことが可か能のうなのだろうか。可能だとしても、足あし手で纏まといになることに間ま違ちがいはない。

「……景介」

　急せかすように、また枯葉が言う。

「行け。そして忘れろ。お前はこっちに来るべきではない」

「俺……は」

　鉄てつ扇せんと刀かたな、ふたりが持つ刃は物ものを前に、自分の足が震ふるえているのに気付いた。

　ふたつとも本物だ。正しよう真しん正しよう銘めいの凶きよう器きだ。しかも片かた方ほうは、妙みような力を持った常じよう識しきはずれの。

　──そうだ。

　頭の中で、声がする。

　迷まようことはない。死にたいのか？

　ここから先は人じん外がいの領りよう域いき。自分が足を踏ふみ入れるべきところではない。

　足の震えが何よりの証しよう拠こだ。

　──刃にん傷じよう沙ざ汰たの殺さつ陣じん騒さわぎだぞ？　一いつ介かいの高校生が抗あらがえる訳わけがないだろう。あっさり死ぬのがオチだ。それも首を切られ、腹はらを裂さかれ、見るも無ぶ様ざまに苦しみながら。

　忘れろ。

　すべて忘れてしまえ。尾ノ上も灰原も姉さんも、死んだんじゃない。ただ失しつ踪そうして、東とう京きようみたいなどこか遠くの都と会かいで華はなやかに暮くらしているんだ。

　今まで通りそう思い込んでおけばいいじゃないか。それで何の不ふ都つ合ごうがある──？

　思し考こうを、恐きよう怖ふという名の言い訳わけが塗ぬり潰つぶすのはあっという間だった。

「……わかっ、た」

　掠かすれる喉のどで、そう呟つぶやく。心に決めた瞬しゆん間かん、足が勝かつ手てに後あとじさりを始める。

　身体からだは生せい存ぞん本ほん能のうに忠ちゆう実じつだった。たっぷり五メートルほど離はなれると、そのまま踵きびすを返す。

　景けい介すけは走り出した。

　枯かれ葉はと日ひ崎ざきから背せを向けて、闇やみの向こう、校門の向こうへ。

　今まで自分が生きてきた──何の変へん哲てつもない、日にち常じようへ。

　走り始めるともう振ふり返る余よ裕ゆうはない。

　同時に剣けん戟げきの音が響ひびき始めたからだ。ドラマや映えい画がで聞く効こう果か音おんとは違ちがう、鈍にぶく重い、刃やいばと刃のリアルな悲ひ鳴めい。まるで背はい後ごから迫せまってくる嵐あらしのようだった。

　そうだよ、冗じよう談だんじゃねえ。

　恐怖をいつもの愚ぐ痴ちで誤ご魔ま化かし、景介はその場から逃げる。




　去さり際ぎわに枯かれ葉はが発した「達たつ者しやでいろよ」というひと言ことには、気付かなかった。
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　袈け裟さに振り下ろされた刃やいばは空くうを切った。

　振り上げられた扇おうぎから巻まき起こる風の竜たつ巻まきは着物の袖そでを掠かすったに留とどまった。

　何度かの斬きり結むすびが交かわされるも、互たがいに傷きずはない。

　呼こ吸きゆうを置くためにふたりが共ともに距きよ離りを取り、間ま合あいを計はかる。

「さすがだね」

　日ひ崎ざき歩ほ摘づみ──一いち族ぞくの分ぶん家け『かいら』の娘むすめ、歩摘が、酷こく薄はくな笑えみを浮かべた。

「面おも白しろくない世せ辞じだ」

　枯かれ葉は──本ほん家けの娘は、対して眉まゆをひそめ、吐はき捨すてる。

「今まで稽けい古こで妾わたしに負けたことのない者が何を言う」

「お稽古と実じつ際さいの殺し合いは違ちがうよ」

　会話は友人同どう士しのもの以外の何ものでもない。

　しかしふたりが手にするのは、木ぼく刀とうでも竹刀しないでもなかった。

「そうだな。……お前は優やさしい娘こだ。真しん剣けんを手にしているからか？　稽古よりも弱いぞ」

「私の動きは鈍にぶってなんかないよ。枯葉ちゃんこそ、いつもより疾はやいんじゃないの？　私がそんなに憎にくいのかな？　殺したいのかな？」

「ふん。……集中力の差さだ。そういえば、お前は書き物ではいつも余よ所そ見みばかりしていたな。窓まどの小鳥を眺ながめては、注意力散さん漫まんだと砂さ姫きどのに叱しかられてばかりだったではないか」

「お勉強なんて、つまんなかったんだもん」

「じゃあ刃にん傷じようごとは好すきなのか？　争あらそいを好このまんと思っていたがな」

「嫌きらいだよ、今も。……でも、好き嫌いと得え手て不得手は別」

「そうか」

「そうだよ。だから、そろそろ……本気で行くよ」

　歩摘は手の中の鉄てつ扇せん──『白しろ銀がねりょうげ』を、横向きにして前に突つき出す。

　まるで舞まいを始めるかのように、両りよう膝ひざを僅わずかに沈しずめた。

「望のぞむところだ。稽古では負け続きだった身みとしては、本気のお前に勝てるのは嬉うれしいぞ」

「ふざけないで！」

　一いつ喝かつ。

　歩摘はその場で低く跳ちよう躍やくすると、身体からだを芯しんにくるりと一回転する。円えんを描えがいた鉄扇の軌き跡せきはそのまま間合いを越こえた不ふ可か視しの刃となり、枯葉の胴どうを両りよう断だんしようと襲おそいかかってきた。

　枯葉は身を沈め、頭上にそれをやり過すごす。同時、低く飛び出して白はく刃じんで突く。

　が、躱かわされる。廻まわり終えた着地と同時、再ふたたび歩摘の足は地面を蹴けり、横へと。

　即そく座ざに突つきから薙なぎへと繋つなげる枯かれ葉はだったが、渾こん身しんの刃やいばは無む造ぞう作さに差し出された鉄てつ扇せんによってあっさりと受け止められた。歩ほ摘づみの唇くちびるが動く。

「──弾はじけ」

　鉄扇から突とつ風ぷうが吹ふいた。

　呷あおられて刀かたなを持つ手が大きく上に跳はね上げられる。隙すきを逃のがさず歩摘の腕うでが返す扇おうぎを枯葉の喉のど元もとへと。咄とつ嗟さに後ろへと跳ちよう躍やくし逃れるが、完かん全ぜんではない。扇が発した鎌かま鼬いたちの余よ波はが首くび筋すじを掠かすめ、黒くろ髪かみが幾いく筋すじか切れて夜の闇やみへと溶とけた。

　つ──と、枯葉の白い喉に、赤い筋が伝つたう。

　枯葉は無む造ぞう作さにその傷きず口ぐちを拭ぬぐった。指先が肌はだから離はなれるともう、傷は消えている。

　鈴すず鹿かの一いち族ぞくが持つ強きよう靱じんな生せい命めい力りよくの為なせる所しよ作さだった。

「……たかがかすり傷をそんなほいほいと治なおしちゃっていいの？」

　とはいえ歩摘の言う通り、その力も無む尽じん蔵ぞうとはいかない。

　傷を治せばそれだけ疲ひ労ろうも重なる。小さな傷程てい度どをいちいち治し続けていれば、いつか大おお怪け我がを負おった時に治すだけの体力がなくなってしまう。

「構かまうものか」

　が、枯葉はあっさりと首を振った。

「私のこの身体からだは、吉よし乃のからもらったものだ。毛けほどの傷も負わせたくはない」

「……そんなに大だい事じなんだ、灰はい原はらさんが。でもね、枯葉ちゃん。その娘こはあなたが思ってるほど、立りつ派ぱな娘じゃないよ。私たちにいじめられて泣き喚わめいてた、弱虫なんだから」

　挑ちよう発はつを込めた嘲あざけりに対し、しかし──枯葉は応こたえる。

「お前は何を言っているのだ？」

　呆あきれというよりも、本当にわからない、といった調ちよう子しの表情で。

「妾わたしは人の世よに詳くわしいとは言えぬが、いじめくらいは知っている。いじめというのは……強い者が弱い者に対して陰いん湿しつな暴ぼう力りよくを振るうことだろう？」

「そうだよ。だから……」

　言いかけた歩摘を遮さえぎり、

「だったら、弱い者が強い者に対して振るう陰湿な暴力は、いじめなどではない」

　枯葉は、堂々と言った。

「吉乃がよく泣き喚いていた、か。確たしかに妾もそれは感じている。喪も着ぎを行おこなって以来……ほんの些さ細さいなことでつい涙るい腺せんが緩ゆるんでしまいそうになるからな。昨日、毎週見ていたテレビ番組が放ほう映えいされたのだが、以前ならじんとする程てい度どの場面で、恥はずかしいことにぼろぼろと泣き崩くずれてしまったぞ。『凡ぼん才さい魔女ぐるるちゃん』の四十五話だ。お前も見たか？」

「いや、見てないけど……っていうか、あれ、まだ見てたの？　その歳としにもなって」

「何を言う。幾いくつになろうがよいものはよいものだ」

　少し剥むきになって口にし、直後、脱だつ線せんに気付いたのか「まあともかく」と話を戻す。

「お前にはわからんのか？　歩ほ摘づみ」

　言い聞かせるように、静しずかに。

「吉よし乃のがよく泣く娘むすめだったのは事実だろう。気の弱さも持っていたのは間ま違ちがいない。だが……すぐに泣いてしまうほど気の弱い娘が、お前たちの陰いん湿しつな暴ぼう力りよくに耐たえてきた。普ふ通つうの者が耐えるよりも遙はるかにつらかったろう。どんな気持ちだったのか妾わたしなどには想そう像ぞうもつかん。それなのに吉乃は、復ふく讐しゆうも逃とう避ひも服ふく従じゆうも選せん択たくしなかった。お前のように誰だれかを憎にくむこともしなかった。ただじっと忍しのんできた。それが……それが、強さでなくて何だというのだ？」

　弾はじかれたように目を見開く歩摘。

「お前には何な故ぜそれがわからなかった？　お前の身体からだは何も言わなかったのか？」

　それを見る枯かれ葉はの顔は、憐あわれみと悲しみを滲にじませていた。

「梨り々り子こと吉乃は親しん友ゆうだったのだろう。ならば、お前にだってわかったはずだ。身体の発する声なき声に耳を傾かたむけていれば絶対に伝つたわっていた」

「うる……さい」

「それができなかったのは、お前が……贄にえへの畏い敬けいを捨すて、身体を使わせてもらっていることへの感かん謝しやを忘れ、強ごう引いんに梨々子を自分のものにしようとしたからだ。われらの喪も着ぎは、言わば共きよう生せい。相あい手ての身体を受け入れる代わりに、こちらは相手の心を受け入れなければ成なり立たん。それなのに、服従を強しいてどうする？　ふざけるのも大たい概がいにしろ」

「うるさい……」

「お前は人が好すきだったのではない。自分を受け入れてくれる人だけが好きだったに過すぎん」

「うるさい、黙だまれえ！」

　歩摘がついに激げつ高こうする。

　我われを忘れて枯葉に飛び掛かかり、狙ねらいも定まらずに鉄てつ扇せんを振ふり回す。巻まき起こる風は凄すさまじく、枯葉の着物の端はし々ばしを次々に裂さいていく。が、枯葉は動じない。鈍にび色いろの扇おうぎも見えない風も紙かみ一ひと重えで躱かわしながら大きく背はい後ごへ飛び、そんな彼女を力強く睨にらみ付けた。

「歩摘。……妾がお前に、強さというものを教えてやる」




　　　　　　　　　　２




　全力で走っていた足をゆっくりと止めたのは、校門を出てからだった。

　肩かたで息いきをしながら、景けい介すけはその場で膝ひざに手を添そえる。

　息が切れていた。疲ひ労ろうよりも緊きん張ちようのせいだというのは自分でもわかっている。

　もういいだろう。張はり詰つめていた糸が切れて、景介は目を強く瞑つむる。

　冗じよう談だんではない一日だった。

　スーパーになど寄らずに真まっ直すぐ帰っていればこんなことにはならなかったのかもしれない。それとも、偶ぐう然ぜんとはいえ日ひ崎ざきに出会ってしまったのがいけなかったのか。しかし尾おノの上うえのことにあいつが関係しているなんて思いもしなかった。まさに藪やぶ蛇へびという奴やつだ。

　本ほん来らいなら、枯かれ葉はと会って、彼女を問とい詰つめてそれで無ぶ事じに終わり。それだけで用事は済すんだし、すっきりと日にち常じように戻れたはずなのに。

　やれやれ、と溜ため息いきを吐ついた後、額ひたいの汗あせを拭ぬぐう。冬の夜の寒さむ空ぞらだというのに、汗ばんでしまうほど全力で走ってしまった。滑こつ稽けい極きわまりない。

　そんな自分を笑おうとして──景けい介すけはふと、気付く。

　上う手まく笑えない。

　普ふ段だんだったら何か失敗した時、まったく何やってんだ、と笑えみを浮かべることができる。自じ嘲ちようと誤ご魔ま化かしを足たして二で割わったそれは、景介の癖くせだ。

　でも今は、顔が引き攣つってしまっている。唇くちびるが弧こを描えがいていないのが自分でもわかった。

　どうして笑えないのか。いつもやっていることができないのか。

　答えはわかりきっていた。

　いつもと違うからだ。

　笑って済まされるような失敗であれば笑えばいい。

　──じゃあこれは、笑ってそれで済むようなことなのか？

　そんな疑問が浮かんだので、即そく座ざに否ひ定ていする。

「いや、失敗なんかしてねえし」

　確たしかに今日の景介の一いち連れんの行動は褒ほめられたものではなかった。選せん択たくさえ間ま違ちがえなければ命を狙ねらわれることもなく、円えん満まん無事に終わっただろう。でも……、

　と、頭の中で自分に問う、自分の声がした。

　──本当に？

　思わず、確かく認にんするようにひとりごちた。

「ああ、あれは俺の責せき任にんじゃない。あいつら『一いち族ぞく』のいざこざの余よ波はであって……」

　──本当に、円満無事に終わったのか？

　けれど疑問の声は止まない。

「俺には関係ない」

　言う。

　──関係ない、だって？

　問われる。

「ああ、関係ないさ」

　剥むきになって更さらに言う。

　あいつらはそりゃあ人間にとっては危険な存そん在ざいだ。尾ノ上も灰はい原はらも、ひょっとしたら姉さんも、鈴すず鹿かの一いち族ぞくを巡めぐるトラブルに巻まき込まれて死んでしまった。でも、

　──それが関係ないっていうのか？

　けれど頭の中の自じ問もんは、口に出している言こと葉ばよりも煩うるさく、耳を越こえて脳のうに直接響ひびいてくる。




　──本当にお前は、それが関係ないっていうのか？




「……おい。待まて」

　景けい介すけは、目を見開いた。

「なに考えてる、俺」

　相あい手ては化ばけ物もの。首を切っても死なないのみならず、何やら魔ま法ほうみたいな道具まで使う連中だ。そんな奴やつらに関わっていたら命いのちが幾いくつあっても足たりない。

　対して自分は運うん命めいを持った超ちよう能のう力りよく者しやでも、王さまから使し命めいを授さずかった勇ゆう者しやでもない。ただの人間、ごく普ふ通つうの高校生。そんな少年が不ふ死じ身みの化け物に立ち向かってみろ。二秒で死ぬ。一秒かもしれない。とにかく死ぬ。死んではたまらない。だから、関係ない。

　──関係あるけれど、関係ないと思い込みたい。

　日ひ崎ざき歩ほ摘づみは、クラスメイトだ。仲なかだってよかった。でも、尾おノの上うえを殺した。

　尾ノ上梨り々り子ことは友達だった。彼女が失しつ踪そうしたと聞いた時、ショックだった。

　灰はい原はら吉よし乃のは、尾ノ上の親友だった。そして同時に、景介のことを好すきでいてくれた。そんな彼女は日崎のグループにいじめられていて、挙あげ句くに死んでしまった。

　その身体からだを乗っ取った、枯かれ葉は。

　あいつは言った。吉乃のことを、強くて美うつくしい、と。

　まるで友達を誇ほこるかのような口く調ちようで、嬉うれしそうに。

　今、枯葉は日崎と戦たたかっている。親友だったというふたりが殺し合っている。

　灰原と尾ノ上──親友同士だった、身体を使って。

「なんだよ……俺」

　やめておけ、と思う。行ってどうなるものでもない。枯葉の足あし手で纏まといにしかならない。

「何……やってんだよ」

　けれど足は勝かつ手てに、帰り道とは逆ぎやくの、校門の方を向いていた。

　夜の校門。

　あの日景介は、自転車で一いち目もく散さんに駆かけ付けた。

　灰原からのただならない電話に焦あせり、何も考えずに突つっ走ぱしったのに、間に合わなかった。好きな人に助けを求めていた灰原に、応こたえてもやれなかった。

　今、枯葉は景介の助けなど求めていないだろう。でも、もしも彼女が日崎に殺されてしまったら、間まに合わなくなる。また、間に合わなくなる。

　──自分を好きでいてくれる奴が、また死んでしまう。

　夫おつとになれ、などと言い方は滅め茶ちや苦く茶ちやだったけれど、たぶんそれは景けい介すけの思い上がりなんかではない。だってあいつは、灰はい原はらの感情を僅わずかなりとも受け継ついでいるから。

　枯かれ葉はは、受け入れたのだろう。

　吉よし乃のに対する敬けい意いから、景介に対する想おもいを、自分のものにしていこうと決めたのだろう。

　それは、覚かく悟ごだ。

　再ふたたび自じ問もんする。

　灰原が好きでいてくれた霧きり沢さわ景介は、どんな奴やつだ？

　性しよう悪わるで、減へらず口ぐちばかりで、何に対しても適てき当とうなことしか言わない、くだらない奴か？

　だったら灰原吉乃は──あの偉えらそうな喋しやべり方をする尊そん大だいな枯葉に『尊そん敬けいする』とまで言わしめた女の子は──そんなくだらない奴を好きになったっていうのか？

　ふざけるな。灰原を貶おとしめるな。

　あいつはそんなつまらない女じゃない。

　あいつをそんな、つまらない男を好きになった女の子に、させてたまるものか。

「ああ……畜ちく生しよう」

　本当に冗じよう談だんじゃない。

　死ぬ。間ま違ちがいなく死ぬ。

　二秒で死ぬ。一秒かもしれない。とにかく死ぬ。死んではたまらない。

　でも、関係あるか。

「……ああもう、俺の馬ば鹿か野や郎ろう！」

　景介は叫さけび、走り出した。

　いや──引き返した。

　もう、思し考こうは完かん全ぜんに感情と衝しよう動どうによって塗ぬり潰つぶされていた。冷れい静せいな判断力など失うしなっていた。それでも心の中はさっきまでと段だん違ちがいだ。もはや自分に問とい掛かける声もない。

　校門を抜ける。グラウンドを横切る。

　ついさっき日崎と出くわした、体育館の横よこ手て、校こう舎しやと校舎の間のやや開けた空間を目指し、そうして暗がりの中に三人の人ひと影かげを発見する。

　ふたりが何度も目まぐるしく交こう錯さくしており、それをひとりが見ている状じよう況きよう。

　正しよう直じきなところ、行って何をするかなどまったく考えていなかった。

　だから取り敢あえずもう言こと葉ばにならない声を張はり上げながら、刃は物ものを持って戦たたかっている枯葉と日崎の間に割わって入るように、身体からだごと、

「うりゃあああっ！」

　ドロップキックだかヘッドスライディングだかわからない体当たりをぶちかます。

　見み事ごとに外はずれた。

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者しやの気け配はいを察さつした枯かれ葉はと日ひ崎ざきが斬きり合いを止めて飛び退のく方が、当とう然ぜんながら遙はるかに素す早ばやかった。景けい介すけはそのまま地面へ激げき突とつ。

　間ま抜ぬけな姿し勢せいで三回ほど転がると、体育館の壁かべに当たって止まる。

「けーくん……？」

　殺し合いを忘れたかのように、日崎が呆ぼう然ぜんと、鉄てつ扇せんを構かまえたままの姿し勢せいで呟つぶやく。

「……景介」

　枯葉もまた刀かたなを青せい眼がんに、すっ転んだ間ま抜ぬけな身体からだを凝ぎよう視しする。

「痛いってえ……」

　起きあがった景介は、ふたりのそんな視し線せんに気付く。

　今いま更さらながら、ちょっとアホ過すぎたんじゃないかと恥はずかしくなった。

「大だい丈じよう夫ぶか？」
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　戦たたかいの最さい中ちゆうにも拘かかわらず、枯葉がこっちへ駆かけ寄よってくる。

「莫ば迦かもの。慣なれぬことをするからだ」

　枯葉に抱だき起こされつつ、立ち上がる。

「……、何をしに来たの？　けーくん」

　我われに返ったのか、日崎が冷たい声をあげた。

「言ったよね？　殺す、って。その意味、わかんなかったのかな？」

　──いや、正しよう直じき、何をしに来たのか自分でもちょっとわからなくなった。

　戦たたかっている最中に絶ぜつ叫きようしながら飛び込んで、しかもすっ転んで、挙あげ句く間ま抜ぬけ面づらを晒さらしに来た。そう言われても仕し方かたない状じよう況きようだ。さすがに言こと葉ばに詰つまっていると、

「歩ほ摘づみ」

　隣となりに立った枯かれ葉はが、何な故ぜか──妙みように嬉うれしそうな笑え顔がおで、

「わからんのか。……景けい介すけは、妾わたしを助けに来てくれたのだ」

　妙なことを、言った。

「え、いや……」

　来ておいてなんだけど、足あし手で纏まといにしかならないことはお前が一番よく知ってるんじゃないか。そう思うが、枯葉は意いに介かいしたふうもない。

　しかも妙みように感動した様よう子すで、

「こんな嬉しいことがあるか。……好すいた男が、妾のために来てくれたのだ。ああ……歩摘、妾の勝ちだ。妾にはもう、お前に負ける理由が見当たらん」

「いや、待まて」

　景介は反はん射しや的てきにつっこんだ。

「なんだその理り屈くつは？　つーか、変な勘かん違ちがいするな。俺は別にお前のために来た訳わけじゃねえよ。俺はな、お前と日ひ崎ざきの……」

「おお、知っているぞ？　テレビで見た。それはあれだ、ツンデレとかいう奴やつだろう」

「全然ちげえよ！　人の話聞けよ！」

　なんでこんな時にこんなとぼけたことを言うのだこいつは。呆あきれ返ってよくよく見ると、枯葉の頬ほおがかなり緩ゆるんでいる。……ひょっとして浮かれているのだろうか？

　どうやら本ほん気きで喜よろこんでいるらしい。足手纏いがのこのこ戻ってきたのに。

　景介が来てくれた──ただそれだけのために？

「まったく……なんて奴だよ、お前は」

　溜ため息いき混まじりに、つられて景介も笑いかけた。同時。

「……っ！」

　唐とう突とつに突き飛ばされ、再ふたたび地面を転がる。驚おどろいて起きあがると、さっきまで景介が立っていた場所の背はい後ご、体育館の壁かべに十じゆう文もん字じの大きな亀き裂れつができていた。まるで刃は物もので斬きり付けたような鋭するどい爪つめ痕あと。日崎が景介に向かって『白しろ銀がねりょうげ』を振ふったのだ。

　景介を助けてくれた枯葉は、既すでに刀を構かまえなおしている。

「戦いの最さい中ちゆうにへらへらする者があるか、莫ば迦かもの」

　大おお真ま面じ目めな顔で言われた。

「てめえもだよ！」

「……どうするの？　枯葉ちゃん」

　日ひ崎ざきは景けい介すけに目もくれず、枯かれ葉はを睨にらみ付ける。

「まったく、恋こいする乙おと女めはおめでたいね。今、自分が置かれている状じよう況きようを理解してないのかな？　どっちから殺して欲ほしい？　枯葉ちゃんと、けーくんと」

　その声こわ音ねは、さっき以上に冷れい酷こくだった。

「『妾わたしの勝ち』？　……何、ふざけてるの。それとも本気でそう思ってるの？　自分を信じてくれる人が来たから負けない、って」

「ああ、本気だ。妾は負けん。裏うら切ぎられたからといって人を信じず、一いち族ぞくの矜きよう持じを捨すててしまったお前にはな。忘れたのか？　われら一族は……人じん外がいの身みであるが故ゆえに、人と共ともに在ある。在らねばならん。それは人を愛あいし人に嫁とついだ始し祖そ──鈴すず鹿かさまから始まり、今に至いたるまで続くわれらの理ことわりだ。ならば景介と共に在る妾が、人を拒こばんだお前に負けるはずがなかろう」

　言い聞かせているような枯葉の言こと葉ば。

　瞬しゆん間かん、

「……っ……綺き麗れい事ごとを言わないでよ！」

　景介にしてみれば唐とう突とつに、日崎は絶ぜつ叫きようした。

「枯葉ちゃんはいつもそう！　わかったような顔して、矜持だの覚かく悟ごだの！　里さとから出たこともないくせに、人間に拒きよ絶ぜつされたこともないくせに……なんでそうやって偉えらそうに、私にお説せつ教きようできるのよ！　そんな権けん利りがどこにあるっていうのよ!?」

「確たしかに妾はお前とは違ちがう。でもな……」

「黙だまれえっ！」

　枯葉を無む視しし、一いつ閃せん。扇おうぎから今まで以上の、激はげしい突とつ風ぷうが巻まき起こる。

　それはまるで竜たつ巻まきのように──日崎を中心に、周しゆう囲いの土を捲まいた。

「……ち！」

　舌した打うちする枯葉の着物の袖そでがはためく。景介は風の強さに目を開けていられない。

「棺かん奈な！」

　枯葉が叫さけんだ。直後、景介の傍かたわらに気け配はいが来たかと思うと、身体からだが持ち上げられる。

「りょうげ……咬めっ！」

　扇おうぎを持った手を掲かかげた日崎の声。

　直後、衝しよう撃げき音おん。

　竜巻が収しゆう束そくし、まるで蛇へびのように鎌かま首くびをもたげて枯葉へと襲おそいかかる。

「……く……っ！」

　慌あわてて手にした刀かたなで受け止めようとするが、叶かなわない。弾はじき飛ばされた枯葉は全ぜん身しんに切り傷きずを幾いくつも作りながら、背はい後ごの壁かべへと衝しよう突とつする。

　棺奈に抱かかえられ暴ぼう風ふう圏けん外がいへと離り脱だつした景介の耳に、鈍にぶい金きん属ぞく音おんが響ひびいた。枯葉の手にしていた刀が中ちゆう途とから折おれたのだ。微かすかに呻うめきながら立ち上がり構かまえを取るが、すでに武器は用を為なさない。突とつ風ぷうが荒あれ狂くるう中、そんな枯かれ葉はに日ひ崎ざきはゆっくりと歩あゆみ寄よっていく。

「おい、どうにかなんないのか!?」

　地面に下ろされた景けい介すけは棺かん奈なに問とう。圧あつ倒とう的てきに枯葉の不ふ利りだ。このままでは危ない。

　棺奈は首を振った。

「くさりめは、一いち族ぞくを、傷きず付つける行こう為いが、できません」

「違ちがう、お前じゃねえよ！」

　こいつがそういう仕組みで動いているのは何となく察さつしがついていた。

　棺奈はふたりの戦たたかいをただ見ているだけで、加か勢せいする気け配はいがまるでなかったからだ。景介が見ていた限りでは『手を出すな』とも言われていないだろう。つまりこいつは、一族の者──枯葉のみならず、日崎に対しても同どう様ように、戦うことができない。

　しないのでもしたくないのでもなく、できないのだ。まるで、ロボットのように。

　ただ、今はそんなことをどうこう言っている場合ではない。

　景介が求めたのは、棺奈の助じよ力りよくではなかった。

「お前、その棺かん桶おけの中にいろいろ入ってるんだろ!?　日崎が持ってるみたいな奴やつ。それを出せ！　俺が使ってあいつを助けるから！」

「できません」

　しかし棺奈の返事はまたしてもそっけない。

「一族の者以外に、蔵ぞう物ぶつを、触ふれさせることは、禁きんじられて、おります」

「あああもう融ゆう通ずう利きかねえ奴だな！」

　こうしている間にも、枯葉の命いのちは危険に晒さらされ続けている。日崎が滅め茶ちや苦く茶ちやに風を起こし、その中で枯葉を切り刻きざもうと鉄てつ扇せんで襲おそいかかっていた。今のところは折おれた刀かたなでどうにかしのぎながら、攻こう撃げきを躱かわしている状じよう況きようだ。……いつまで保もつかわからない。

　どうする。どうすれば──。

　そんなに優すぐれているとはお世せ辞じにも言えない頭で必ひつ死しに考え、不意に思い付く。

　ただの屁へ理り屈くつだ。だが試ためすだけ試してしてみようと、やぶれかぶれに言ってみた。

「棺奈、お前、夕方言ってたよな？　枯葉に『俺のことは一族の者と同どう等とうに扱あつかえって命令された』とかなんとか。……それは本当か？」

「はい」

「だったら俺の頼たのみも、一族の奴らが頼んでるのと同じだろ？　俺に蔵物とかいうのを触さわらせても、一族が触ったのと同じだよな？　だから……貸してくれ！　できれば強力で、しかも俺にも簡かん単たんに使えそうな奴をっ」

　こんな詭き弁べんに引っ掛かかる奴はいないだろう。でも、駄だ目めで元もと々もとだ。

　そう思ったが、意外なことに、

「……、はい。承うけたまわりました」

　一いつ拍ぱくの沈ちん黙もくを置いて、棺かん奈なは頷うなずいた。

　背せ負おっていた棺ひつぎを下ろし、蓋ふたを開けて中をごそごそ探さぐり始める。

「……なんだよ、いいのかよ、そんなので……」

　ともあれ結果オーライだ。一発逆ぎやく転てんとまではいかないだろうが、少なくとも日ひ崎ざきの注意をこちらに引きつけることができればそれでいい。

「景けい介すけさま、これを」

　棺奈が取り出したのは、珍ちん妙みような物体だった。

「なんだ？　これ」

　眉まゆをひそめつつ受け取る。ナイフに見えないこともない、棒ぼう状じようのものだ。

　柄えは白しら木き。ただしそこから伸のびているのは、刃やいばではない。緩ゆるやかに湾わん曲きよくした、なんというか、太い針はりか猛もう獣じゆうの牙きばのようなもの。表面はクリーム色で鈍にぶい光こう沢たくがあったが、そこに毛もう細さい血けつ管かんのような神しん経けいのような幾いく筋すじもの青い模も様ようが浮かんでいて、正しよう直じきなところかなり気持ち悪い。

「『かみらの枝えだ』で、ございます」

　棺奈は武器の名を口にする。

「……枝？」

　弱そうな名前だった。

「こんなん、大だい丈じよう夫ぶなのかよ」

　もう少し強そうな奴やつはないのか。というかこれ、どう使うんだ。

　不安と疑ぎ問もんが頭の中に渦うず巻まく。目で棺奈に問とうと、彼女は僅わずかに首を傾かしげた。

「使い方、ですか」

「ああ。どうすんだ、これ」

「棺奈は、存ぞんじ上げません」

「……って、え？」

　待まて。

　ちょっと待て。

「いや、お前、知らないってことはないだろ？」

「存じ上げません」

　二回言いやがった。

「棺奈に、使うのを、許ゆるされている、蔵ぞう物ぶつは、この『くらい墓はか穴あな』のみに、ございます」

　白しら木きでできた棺かん桶おけを指差し、無表情にのたまう。

「ですが、誰だれに、どの蔵物が、相応ふさわしいかは、わかります。それは『くらい墓穴』の中にある内うちでは、景介さまが、最もつとも上う手まく、扱あつかえるものです」

　──いや、そんな無む責せき任にんな。

　だいたい『この中では最も上手く使える』って、あれだ。要ようするに『どれもこれもお前には無理だけどまあこれが一番マシ』って意味なんじゃないのか。

　かなり不安になってきた。やっぱり死ぬな俺、と思った。

　とはいえ──悩なやんでいる猶ゆう予よなどもはやない。

　景けい介すけは『かみらの枝えだ』、その柄えを握にぎり締しめる。

　こうなったら自や棄けだ。突とつ撃げきしてやろう。

　幸さいわいなことに、目の前に繰くり広げられている戦たたかいにはまったく現げん実じつ味みがなかった。

　日ひ崎ざきの持つ鉄てつ扇せんから巻まき起こる、コンクリートの壁かべにまで切り傷きずを作る風。たぶん当たれば腕うでの一本や二本はあっさりと飛んでいくだろう。が、如何いかんせん景介にとっては、今まで見たことがない現げん象しようだ。それがどれほどの脅きよう威いなのかが肌はだで実じつ感かんできない。

　つまり、あまり恐くない。

　恐きよう怖ふは足を竦すくませ、行動を鈍にぶらせる。それがないだけでも幾いく分ぶんマシだ。

　息いきを吸すう。吐はく。

　どうにか日崎の猛もう攻こうを躱かわし続けている枯かれ葉はを見る。

　ついでだ。怒いかりで我われを忘れてしまえ。

「ふざけるなよ。灰はい原はらを……死んでまで、いじめてんじゃねえよ！」

　景介は風の中心、日崎に向かって走り出した。

　足でも刺させば動きを止めるだろう。クラスメイトにそんなことをするなんて気が引けるが、今は考えるな。ただ、この暴虐を止めることだけを考えろ。

「……景介、来るな！」

　気付いた枯葉が咄とつ嗟さに叫さけぶ。

　言われて聞けるか。無む視しして暴ぼう風ふうの中に飛び込もうとした、その時。

　日崎が、こちらを一いち瞥べつした。

「……っ！」

　景介は反はん射しや的てきに止まる。ぞっとした。

　日崎の眼めが、景介に圧あつ倒とう的てきな──重じゆう圧あつを与えたのだ。

　直ちよつ感かんは間ま違ちがっていなかった。が、景介の防ぼう衛えい本ほん能のうは常識的な事象にしか対応できない。

　きぃん、と。

　軽やかに鼓こ膜まくを一度だけ指で弾はじいたような、聞いたこともない音が聞こえ、その直後。

　景介の全ぜん身しんを、まるでクレーンの鉄てつ球きゆうででも殴なぐられたような衝しよう撃げきが襲おそう。

「が……っ！」

　遅おくれて、重力が消しよう失しつ。天と地が反はん転てん。視し界かいに写うつった映えい像ぞうが流れる。

　吹ふき飛ばされたのだ、と理解したのは、自分の身体からだが窓まどガラスを突つき破やぶり、背はい後ごの校こう舎しやへと放ほうり投げられ、机つくえと椅い子すの幾いくつかを巻まき込んでリノリウムに叩たたき付けられた数秒後だった。

「あ、か？　は……」

　呼こ吸きゆうができない。全ぜん身しんが痺しびれている。あれ、これってヤバいんじゃねえか、などと軽く考えてみるが、そんな誤ご魔ま化かしなどまるで効こう果かがなく、胸むねの中を絶ぜつ望ぼう感かんが塗ぬり潰つぶす。

　ようやく理り解かいした。

　枯かれ葉はが日ひ崎ざきの前に立てているのは、あの鉄てつ扇せんの威い力りよくが低い訳わけでも、日崎が手て加か減げんをしている訳でもない。要ようするに──枯葉が日崎の武器がどういうものかを熟じゆく知ちした上で、かつ、とんでもなく高い身しん体たい能のう力りよくを使って紙かみ一ひと重えでこの風を躱かわしているからだ。

　ひょっとしたら懐ふところに飛び込めば案あん外がい安全なのかもしれない。或あるいはああ見えて隙すきが大きい武器なのかもしれない。でも景介にはそんな知ち識しきなどなく、枯葉のような運うん動どう神しん経けいも皆かい無むだ。

　車のことを知らない猫ねこが呑のん気きに轢ひき殺されてしまうのと同どう様ようの愚ぐ行こう。

「く……はあっ！」

　ようやく呼吸が再さい開かいする。同時に今まで経けい験けんしたこともないような痛いたみが全身に広がっていく。骨ほねは大だい丈じよう夫ぶだろうか。内ない臓ぞうは無ぶ事じだろうか。実じつ際さいはもはやそういうレベルではなく、もうすぐ意い識しきを失ってそのまま死んでしまうのではないか。

　様さま々ざまな不安が駆かけ巡めぐるが、どうやらまだ心臓が止まる気け配はいはない。

　激げき痛つうに顔をしかめながら上じよう半はん身しんを起こす。

　手も足もちゃんとあった。ひとまず安心した。とはいえ、絶望的な気分は変わらない。

　思い知る。

　あれを前にしては、日崎と戦たたかうとか邪じや魔まをするとか以前の問題だ。景けい介すけは足あし手で纏まといですらない。その辺へんの蟻ありと同じ、いてもいなくてもどうでもいい存そん在ざい。

　けれど枯葉があのまま状じよう況きようを逆ぎやく転てんできるとも思えず、棺かん奈なの助じよ力りよくも見込めない。

　日崎を説せつ得とくするという手はどうだろう。無ぶ様ざまに泣いて謝あやまって情じように訴うつたえ、土ど下げ座ざでもすれば見逃してもらえるだろうか。……無む理りだ。

　あの眼めは──吹き飛ばされる前に見た日崎の眼は、恐こわかった。

　両親を殺した、と言っていた。そこまで覚かく悟ごを決めてしまった奴やつを、たかがクラスメイトがどんな説得をする？　それに説得というなら枯葉が今、力ちから尽づくで試ためしている。同族で、幼おさない頃ころからの友人に対してあそこまで容よう赦しやなく攻こう撃げきしているのだ。もう止まるとは思えない。

「畜ちく生しよう、どうすっかな」

　どうしようもないと頭の隅すみで思いつつも、それでも諦あきらめたくはない。

　まあいい。どうせ死にかかった身みだ。あいつに飛び掛かかって万にひとつでも注意を逸そらすことができれば、枯葉に活かつ路ろも生まれるかもしれない。

「仕し方かたねえな。……もう一回、やりますかね」

　痛いたみをこらえつつ、気合いを入れて立ち上がる。

　そういえば、あの『かみらの枝えだ』とやらはどこに行ったのだろう。周しゆう囲いを見み渡わたすと、足あし許もとに落ちていた。使い方もわからない道具などあっても無む駄だだけどな、と思いつつも拾い上げる。

　その時、だった。

　ぶううう、と。

　制せい服ふくのズボン、ヒップポケットの中で振しん動どうがあった。

　電話だ。むしろ壊こわれていないことに驚おどろきつつ、取り出す。

　無む視ししようと思ったが、もし母親からだったりしたら今こん生じようの別れくらい言っておきたい。黙だまって失しつ踪そうしてしまうのは景けい介すけにとって最大の親おや不ふ孝こうだ。

　痛いたむ指先で開いた途と端たん、慌あわてたような声が聞こえてきた。

　電話の主ぬしは母ではなく、

『ちょっと霧きり沢さわ、あんた大だい丈じよう夫ぶ!?』

「木こ陰かげ野の、か……？」

　一時は灰はい原はらをいじめた犯はん人にんかと疑うたがってしまったクラスメイトからだった。

『生きてる？　ああ、よかった……あんた、りょうげの風をまともに食らうんだもん。死んじゃったかと思ったよ。知らなかったんだろうけど、無む謀ぼうにもほどがある！』

　どうやら景介がやられるところを見ていたらしい。

「って、待まて。お前今、どこだ？」

　木陰野は答えた。

『迷まよい家が。でも、今大急ぎでそっちに向かってる』

「はあ？　学校にいるんじゃないのか？　なんで迷い家にいて俺のこと知ってんだよ」

『そういう道具があるの。あたし実は、ずっとそれであんたを監かん視ししてたんだけど……』

　監視、って、隠かくれて学校で見ていた訳わけではなかったのか。

　ともあれ、

「そのことは今はどうでもいい。それより、木陰野」

『あたしが着くまでどうにか持ちこたえて……って、何？　どうしたの？』

　来るならもっと早くに来いよと思わないでもなかったが、電話をくれただけで充じゆう分ぶん過すぎるほどにありがたい。閉じ込められた洞どう窟くつで光こう源げんを発見した気分だ。

「お前『かみらの枝えだ』って知ってるか？　一いち族ぞくなら知ってるよな？　知らないなら今すぐ知ってる奴やつに連絡を取れ。大急ぎだ。一生のお願いだ」

『いや、知ってるけど……あ、まさかあんた、さっき棺かん奈なに何か受け取ってたのって……』

「使い方を教えろ！」

　景介は受じゆ話わ器きに向かって叫さけんだ。

「できるだけ簡かん単たんに、かつ迅じん速そくに、それでいて俺にもわかるように丁てい寧ねいにだ、木陰野軍ぐん曹そう！」

　やった。よかった。ありがとう木陰野。疑うたがってすまん。

　あらん限りの感かん謝しやを述のべたい気持ちを必ひつ死しで抑おさえつつ、景介は木陰野の言こと葉ばに耳を傾かたむける。ひとしきり説明を受けた後「できるだけ早く来てくれ」と告つげて電話を切った。

　──なるほど、そう使うのか。

　聞いてみればなかなか便べん利りだ。この状じよう況きようも打だ破はできるかもしれない。景けい介すけは全ぜん身しんを絶たえ間なく打ち付ける痛いたみのことなど忘れ、『かみらの枝えだ』の柄えを、力の限りに握にぎり締しめた。
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　身体からだの怪け我がは思っていたよりも厄やつ介かいで、一歩歩くごとに気き絶ぜつしそうだった。というよりも、満足に歩けずに殆ほとんど這はいずり回っての作さ業ぎようだった。

　景介はこれまでの人生で最大と言っていいほどに気力を振ふり絞しぼり、どうにか意い識しきを失うしなわずにそれを進める。窓まどの外からはまだ争あらそいの音が聞こえていた。

　いつ止んでしまうかと焦しゆう燥そうが募つのる中、そろそろいいだろうと判はん断だんする。

　教室の暗くら闇やみの中を見た。

　景介が落下した場所を除のぞいて規き則そく的てきに並ならんだ椅い子すと机つくえが、各三十五。

　作業を行なったのはその内うちの十組だ。

　正しよう直じき、まだ数が足りないかもしれない。しかしこれ以上悠ゆう長ちようなことはしていられない。

　蔵ぞう物ぶつ──『かみらの枝』。

　聞いてみれば使い方は、至いたって簡かん単たんだった。

　景介は目を閉じる。

　ここからが本番だ。上う手まくできるかどうか自信はない。それでもやるしかない。

　木こ陰かげ野のに聞いた説せつ明めいを思い出す。

　──『意い識しきを拡かく散さんさせて、イメージして』

「できるだけ……」

　──『できるだけ、それが、自分の延えん長ちようだというふうに思うの』

　牙きばにも太い針はりにも見える、青い筋すじの走った刀とう身しん。

　その先端で傷を付けた、十組の机と椅子。

　──『繋つながったと思ったら、動かすの。動けばそれで成功』

　ごとり、と、音がした。

　続き、周しゆう囲いから次々に、同どう様ように──。

　刺したものを自らの支し配はい下かに置く。

　それが『かみらの枝』の持つ、特とく性せいらしい。

　──いける。

　景介は確かく信しんした。

　目を開く。窓まどの外を見る。

　日ひ崎ざきはこちらに背せを向けている。枯かれ葉はは肩かたで息いきをして、今にも倒たおれてしまいそうだ。

　もう時間はない。

「枯かれ葉は……避よけろっ！」

「景けい……」

　声に驚おどろき、枯葉がこっちを見た。日ひ崎ざきも何事かと振ふり返る。

　それが合あい図ず。




「……行け、この野や郎ろうぉっ！」




　痛いたむ右みぎ腕うでを振りかざし、まるで軍ぐん隊たいの指し揮き官かんのように前へ突つき出す。

　それに呼こ応おうするかのように、教室の窓まどから──、

　机つくえと椅い子すが、日崎に降ふり注そそぐ。

「な……っ!?」

　さすがに驚いたのだろう、動きを止め、目を見開いた。

「まさか……『かみらの枝えだ』!?」

　慌あわてて鉄てつ扇せんを振る。突とつ風ぷうが吹ふき、机たちに激げき突とつする。幾いくつかは破は壊かいされ、幾つかは上空に舞まい上がり、幾つかは地面に叩たたき付けられた。

　だが、どんなに風を受けようと、景介の支配が解かい除じよされた訳わけではない。

　破は壊かいされた椅子はばらばらになりながらも勢いきおいを緩ゆるめない。上空に舞い上がった机は逆ぎやくに重力を利用し、放ほう物ぶつ線せんを描えがいて日崎の頭上に落下する。地面に叩き付けられようと、再ふたたび宙ちゆうを舞って敵てきに向かっていくだけだ。

　唯ゆい一いつ、机の中に入っていた、誰だれのものとも知れない筆ふで箱ばこや教科書や参さん考こう書しよが風に呷あおられてめちゃくちゃに散さん乱らんする。すまん同どう級きよう生せい。でも荷に物もつを持ち帰らないお前らが悪い。

　心の中でいつもの性しよう悪わるな軽かる口くちを叩く余よ裕ゆうくらいはあった。

　もっとも、細こまかいコントロールが上う手まくいくかどうか。

　狙ねらったところに当てるくらいならどうにかなりそうだが、相あい手ては暴ぼう風ふうでそれを妨ぼう害がいしてくる。ひょっとしたら日崎に直ちよく撃げきしてしまうのではないかと気が気ではない。

　できるなら殺したくはなかった。怪け我がもさせたくなかった。

　この期ごに及およんで甘あまっちょろいのかもしれない。でも、少なくとも──あいつは日崎歩ほ摘づみだ。景介のクラスメイトだ。たとえ灰はい原はらを死に追いやった奴やつのひとりであっても、尾おノの上うえを殺した犯はん人にんであっても、一年間ずっと一いつ緒しよの教室にいてそれなりに仲なか良よくやってきた奴を自分の手で殺すなんてこと、景介にはどうしてもできない。

　机と椅子がまるで瓦が礫れきのように、日崎の周しゆう囲いへと積つみ重なる。

「きゃ……！」

　視し界かいを開こうと風を巻まき起こすが、吹き飛ばした先にまた次の椅子が、破壊した先にまた次の机つくえが、絶たえ間まなく日ひ崎ざきを囲かこんで離はなさない。

「おい！」

　日崎の動きを封ふうじながら、景けい介すけは叫さけんだ。

「今のうちに何とかしやがれっ！」

　頷うなずき、枯かれ葉はは戦たたかいを見守っていた棺かん奈なに向かって手を突つき出す。

「棺奈！」

「かしこまりました」

　まったくいつもの調ちよう子しで応こたえた棺奈が『くらい墓はか穴あな』からひと振ふりの手て斧おのを取り出し、枯葉へと投げて寄よ越こす。恐おそらくあの日、棺奈が灰はい原はらの首を切り落としたものだ。

　回転しながら空中を飛ぶそれを器き用ように掴つかんだ彼女は、あちこちが避さけてぼろぼろになってしまった着き物ものの裾すそも露あらわに走ると、机の山に向かって、横よこ薙なぎに斧おのを打ち付けた。

　幾いくつかが弾はじけ飛び、日崎の姿すがたが露になる。

「く、……っ」

「……遅おそい！」

　即そく座ざにもう一いつ閃せん。

　咄とつ嗟さに鉄てつ扇せんを振ろうとした日崎の腕うでが、手首ごと宙ちゆうを舞まった。

　机と椅い子すが崩くずれるけたたましい音。

　土つち煙けむり。




　そして──。




　視し界かいが晴はれた時にはもう枯葉は、仰あお向むけに倒たおれる日崎の首くび筋すじに斧おのの刃やいばを突つき付けていた。

「お前の負まけだ」

　見下ろし、枯葉が言った。

「もっとも、殺し合いでは勝てなかったがな。やはり凄すごいな、お前は」

　日崎は応こたえない。代わりに、

「殺すのは、今からでしょ？」

　感情の込められていない声で、無む機き質しつに皮ひ肉にくを吐はき捨すてる。

「そんな斧じゃ死なないけどさ。首を切り落としてどこかに捨ててくれればいいよ。三日もすれば意い識しきもなくなってあの世よ行ゆきだから」

「……枯葉」

　痛いたみを騙だまし騙し、教室の窓まどからようやく出てくることのできた景介は、彼女の背せに呼び掛かける。どう言っていいものかわからないし、言えた義ぎ理りでもないとは思うが、

「その、日崎を……」

　殺さないでくれ、と、頼たのもうとしたのと同時だった。

「ふざけるな、歩ほ摘づみ」

　あくまで静しずかに、けれど有う無むを言わせない口く調ちようで、枯かれ葉はが怒いかりを露あらわにする。

「妾わたしはお前を殺したりせん。死ぬことも許ゆるさん」

　しばらくの沈ちん黙もく。

　その後に日ひ崎ざきは、空そら々ぞらしく嗤わらう。

「は、は。な、によ……何よ。情なさけでもかけてるつもりなのかな？　それで私がどれだけ惨みじめな気分になるか、わかってるのかな？」

　目には涙なみだが溜たまっていた。

「私、お母さんを殺したんだよ。お父さんも。りりちゃんだって。灰はい原はらさんも。その上で枯葉ちゃんも殺そうとした。これだけのことをした私に、それでもまだそんなことを言うの？」

「ああ、そうだ」

「裏うら切ぎったんだよ？　私は、枯葉ちゃんを。……私の知ってる枯葉ちゃんなら、それを許したりはしないよ。なのに、なんで？　私への罰ばつ？」

「……許さなかっただろうな。以前の妾なら」

　ふ、と、枯葉は笑えみを浮かべた。

　──どうしてだろう？

　顔かお立だちも雰ふん囲い気きも違ちがうのに。

　何な故ぜか景けい介すけの目にはその時、枯葉の笑え顔がおに、灰原の笑顔が重なった。

　それは中学の頃ころ、尾おノの上うえと一いつ緒しよにいる時に見せていた、綻ほころぶような──あの、優やさしい。

「なあ、歩摘。親友とは何だ？」

「親……友？」

「妾はずっと、お前のことを親友だと思っていた。幼おさない頃ころからずっと一いつ緒しよで、誰だれよりも仲なかが良かったからな。覚えているか？　棗なつめがたまに遊びに来た時、いつも枯葉ちゃんと一緒で歩摘ちゃんはずるい、などとごねたのを。型かた羽はも嫉しつ妬としていたな。友達がいない檻おり江えなどは、遠とお巻まきにこっちを羨うらやましそうに眺ながめていた」

　懐なつかしそうに語る枯葉に対し、日崎はつらそうに応こたえる。

「親友は、裏切ったりなんかしない人のことだよ、枯葉ちゃん。だから私は……」

「違ちがう」

　枯葉は、首を振った。

「この者になら裏切られても構わない。そう思えるのが親友だ」

「……え」

　その、枯葉の言こと葉ばに──。

　思わず景介は、声をあげる。




　中学の頃ころのことだ。

　尾おノの上うえと灰はい原はらが休み時間に話をしていた。景けい介すけはたまたま近くの席せきで、確たしか前の晩ばんにゲームのやり過すぎで眠ねむくて、机つくえに突つっ伏ぷしてうとうとと舟ふねを漕こいでいた。盗ぬすみ聞きするつもりはなかったがなんとなく会話は耳に入っていたので、それを子こ守もり唄うたにしていた。

　詳くわしくは覚えていない。ただ。

　尾ノ上が、何かの拍ひよう子しにこう口にしたのだ。

　──わたし、そうなったら吉よし乃のを裏うら切ぎっちゃうかもねー。

　冗じよう談だんめかした上での科白せりふだったと思う。もし同じ男子を好すきになってしまったらとか、そんな類たぐいのものだった気がする。だから灰原の返事も同じく、楽しそうだった。

　彼女は言ったのだ。

　──でも私、りりちゃんにだったら、別に裏切られてもいいよ。

　と。心底からの笑え顔がおで、ごく自然に──。




「……何な故ぜだろうな。今の妾わたしの中には、お前を許ゆるさないなどという選せん択たく肢しはない」

　枯かれ葉はは、日ひ崎ざきの首くび筋すじに突つき立てていた斧おのを投げ捨てる。

「手は大だい丈じよう夫ぶか、歩ほ摘づみ。治なおす気き力りよくはあるか？」

　切り落とされたというのに治るらしい。まあ、首でさえそうなのだから当然か。

　日崎を見ると、残された手で顔を覆おおっていた。

　震ふるえていた。泣いているのが景介にもわかった。

「すまんな、景介」

　枯葉がこちらに向き直って、申もうし訳わけなさそうにする。

「お前にとっては友人の仇かたきかもしれんが……妾はこいつを、殺したくはない」

　ふと思い付いたので、意い地じ悪わるな顔をして尋きいてみた。

「俺がもし、どうしても日崎を殺すと言ったら？」

　通じたのだろう。

　枯葉も笑い、

「妾はお前を、敵てきに回さねばならんな」

「お前、俺のことが好きだとか言ってなかったか？」

「それとこれとは別だ。それに……吉よし乃のならそうしただろう？」

「たぶんな……いや、きっと。安心しろ。殺したりしないよ」

　大きく息いきを吐はいてから、景介は肩かたを竦すくめた。

「……俺はもう、尾ノ上がいなくなって塞ふさぎ込んでる灰原なんて見たくないんだ」

　枯葉に向けて僅わずかな優やさしさと、日崎に向けて僅かな厳きびしさを込めて、

　そして、自分に向けて、それら以上の韜とう晦かいで。

　日ひ崎ざきは相あい変かわらず、無む言ごんで泣きじゃくっている。

　この結果をどう感じているのかわからないし、ひょっとしたらこの涙なみだの理由は、嬉うれしいからではなく憎にくいからなのかもしれない。でも、それでもいいだろう。

　こいつにはこれから、思う存ぞん分ぶん後こう悔かいしてもらわなければ困こまる。枯かれ葉はや景けい介すけに後ろめたさを感じて、或あるいは怨うらんで、自分のしてきたことが間ま違ちがっていたと思い知ってもらいたい。

　でも自分は、こいつを憎まないし、怨うらまないようにしよう。後ろめたさも感じるな。ごく普通のクラスメイトとしてこれからも接せつしてやるのが、景介にとっての、日崎への復ふく讐しゆうだ──。

　そう思い、まずは日崎の腕うでを探さがして拾ひろってきてやるかと、周しゆう囲いを見み渡わたす。

　視し界かいに映うつった人ひと影かげと目が合ったのは、振ふり返った時だった。




　　　　　　　　　　４




　見み覚おぼえがあるシルエットだった。

　枯葉ではない。棺かん奈なではない。もちろん日崎でもない。駆かけ付けてきた木こ陰かげ野のとも違ちがう。

　どうしてこんな時間まで残っていたのかわからないし、なんでまたよりにもよってと思う。

　しかし──そいつは、周囲の惨さん状じようと景介に気付き、震ふるえる声をあげた。

「霧きり沢さわ……くん？」

「いや、その……」

　秋あき津つ依い紗さ子こだ。

「景介。知り合いか？」

　こっちに近付いてきた枯葉が小こ声ごえで尋きいてくる。

「クラスメイトだ。やべえ」

　こんなところを見られるなんて。どう言い訳わけをすればいいのだろう。

　来年の文ぶん化か祭さいに向けて演えん劇げきの練習してたんだ、とか。苦くるし過すぎる。

　無む視しして逃げるのはどうか。有ゆう効こうそうだが負ふ傷しようした日崎を抱かかえてというのは難むずかしいかもしれない。それに明日教室で追つい及きゆうされたらどう誤ご魔ま化かすかに骨ほねが折おれる。

　いっそ、気き絶ぜつさせて保健室にでも寝ねかせておくのは？

　頭を必ひつ死しで回転させるが、いい案あんが浮かばない。

　そうこうしている内うちにこちらへ歩あゆみ寄ってくる。手て遅おくれになる前にどうにか──。

「歩ほ摘づみちゃん！」

　と、いきなりだった。

　秋津が素すっ頓とん狂きような声をあげると、景介を無む視しして日崎の方へと走り出す。

　どうやらあっちも見付かったらしい。しかも、

「どうしたの!?　その怪け我が……酷ひどい」

　切り落とされた腕うでの傷きずを見て、慌あわてふためき始めた。

　まずい。これは絶対にまずい。

　こうなったらもう四しの五ごの言ってはいられない。最後の手しゆ段だんだ。当あて身みを食らわせて、それからどこかに寝かせて──変な夢ゆめでも見たんじゃねえのと強ごう引いんにとぼけ倒たおすしかない。幸さいわい日ひ崎ざきの怪我はすぐに治なおるみたいだから、繋つながった腕でも見せれば納なつ得とくせざるを得ないだろう。

「枯かれ葉は、悪いけど……」

　あいつを眠ねむらせてくれ、と言いかけて、ふと違い和わ感かんを覚える。

　──おい……ちょっと待まてよ？

　そもそもの疑ぎ問もんだ。

　秋あき津つは、何な故ぜこんな時間まで学校にいたのだろう。午後七時半を過すぎている。部ぶ活かつ生せいですらもうあらかた下校したというのに、どこの部にも入っていない秋津がどうして。

　委員会活動？　いや、あいつは秋の文ぶん化か祭さいの時にだけ仕し事ごとのある文化委員だった気がする。

　仮かりに用事で残っていたとして、何故ここに来たのか。ここは体育館と校こう舎しやに挟はさまれた、通路からも外はずれた空間だ。滅めつ多たに人は来ない。騒さわぎを聞きつけたのか。それだったらひとりで見に来るのはおかしい。秋津の性せい格かく上じよう、まずは職しよく員いん室しつに行くはずだ。

　いや──違う。そこじゃない。

　それもあるが、違い和わ感かんの正しよう体たいはもっと別の理由だ。

「歩ほ摘づみちゃん、待まってて、今何か止し血けつを……」

　焦しよう燥そうを混まじらせて口走りながら、自分の鞄かばんを漁あさり始める秋津。

　──止血？

　片かた腕うでがないなんて、普ふ通つうの女子高生が見たら即そく座ざに卒そつ倒とうしそうな怪我なのに？

　慌ててはいるみたいだけど、慌て方がぬるい。

　こいつはどうしてこんなに、まるで転んで擦すりむいた時みたいに──。

　疑ぎ念ねんが膨ふくらんでいく中、唐とう突とつに思い至いたった。

　違和感の正体、それは、

「枯葉！」

　景けい介すけは咄とつ嗟さに叫さけんだ。

「そいつを日ひ崎ざきに近付けるなっ！」

「景介……？」

　秋津が立ち上がる。鞄の中から何かを取り出している。

「そいつは……敵だ！」

「鋭するどいね、霧きり沢さわくん」

　振り返り、笑えみ。直後。

「でも、遅おそい」

　ばちぃ、と、視し界かいを真まっ白なものが一いつ瞬しゆんだけ覆おおった。

　咄とつ嗟さに目を閉じるが眩くらまされた。光が焼き付いて明めい滅めつを繰くり返す眼めを必ひつ死しで擦こすりながら、ようやく見えてきたのは──眩まぶしい塊かたまり。

　爆はぜるような火花をあちこちに纏まとわりつかせた、それは、獣けものだ。

　正せい確かくには獣の形をした光だった。猿さるのような、龍りゆうのような、一いつ見けんして何だかわからないが、四本の足と頭、尻尾しつぽが見てとれる。大きさは人の腰こしほどもあった。

「しらぬえ……だ、と？」
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　景けい介すけと同じように目を袖そでで覆った枯かれ葉はが、驚きよう愕がくの声をあげる。

　恐おそらくは、一いち族ぞくの蔵ぞう物ぶつなのだろう。何な故ぜ秋あき津つが持っているのかわからない。が、

「おい、驚おどろいてる場合かっ」

　あんなものを出してきたということはつまり、

「日ひ崎ざきを助けろ！」

「く……っ！」

　枯葉が飛び出した。

　景介もまた、彼女の周しゆう囲いに積つみ重なっていた机つくえと椅い子すに意い識しきを送る。まだ動くのであれば動け、と。しかし既すでに支し配はいを解とかれたそれらは、もはや自分の手足ではなかった。

　枯かれ葉はもまた、生なま身みひとつであまりに無む力りよくだった。『しらぬえ』とかいう獣けもの──恐おそらくは、それ自体電気の塊かたまり──が軽やかに跳はね、枯葉の行く手を遮さえぎるように目もく前ぜんへ降り立ったのだ。

　近付くことが叶かなわない。

「歩ほ摘づみ！　歩摘っ！」

　必ひつ死しに呼び掛かける悲ひ痛つうな叫さけび。挙あげ句く、獣に体たい当あたりしてまでも行こうとする。

　そんな枯葉の肩かたを棺かん奈なが掴つかんだ。

「お嬢じようさま、危険です。あれに、焼かれれば、一いち族ぞくとて」

「離はなせ、棺奈！　歩摘が……」

「聞けません」

　手を伸のばす枯葉を背はい後ごから羽は交がい締じめにして止める。棺奈にとっては主しゆ人じんの身みの安全が最さい優ゆう先せんなのだろう。だがそれは、枯葉にとってはあまりに酷こくだ。

　秋あき津つは光に横顔を照てらし、ふたりの様よう子すを見ている。

　普ふ段だん学校で見る秋津と何も変わらない、人当たりのよさそうな品ひんのいい笑え顔がおで──。

「……っ」

　景けい介すけはそれに、尋じん常じようではない恐きよう怖ふを覚えた。

　日ひ崎ざきのように悲しみや怒いかりで豹ひよう変へんしてくれた方がまだマシだ。

　どうしてこいつは、こんな状じよう況きようで、まったくいつも通りに笑っている？

　クラスメイトと冗じよう談だんを言ったり、課か題だいを写し合ったりする時と寸すん毫ごうも違わない顔で、絶ぜつ叫きようする枯葉とそれを止める棺奈を眺ながめている？

　くすくすと口くち許もとに手を当て、秋津が言った。

「大だい丈じよう夫ぶよ。殺したりはしないわ。ただね……」

　いつの間にか彼女が手に持っていたのは、鉈なた。

　それを振り上げ、

「小こ娘むすめに懐かい柔じゆうされる前に連れて帰れ、って、母さまの命めい令れいなの」

「秋津、やめ……！」

　景介の制せい止しは意味をなさない。

　鉈は、日崎が横たわっていた地面に向けて、勢いきおいよく振り下ろされる。

　光の獣と机つくえの山に遮さえぎられ、何が起きたのかは見えなかった。ただ、想そう像ぞうはできた。

　何な故ぜなら秋津はしゃがみ込み、ごそごそとその場で何か作さ業ぎようをし。

　それから、白い布ぬので包つつまれた半はん球きゆう形けいのものを抱かかえて立ち上がったからだ。

　見覚えのある形状だった。枯葉が入っていたのと同じ形をしている。

　鳥とり籠かごだ。

　けれど中には恐おそらく、カナリヤなんかではなく、日崎の──。

「秋津……お前、一族、だったのか？」

　胸むねの中に湧わき起こる気持ち悪さを抑おさえつつ、景けい介すけは問とうた。

「莫ば迦かな！」

　怒いかりに瞳ひとみを燃やす枯かれ葉はが即そく座ざに否ひ定ていする。

「一いち族ぞくにあのような者はおらん。本ほん家け側がわにも、繁はん栄えい派はにもだ！」

「ねえ、霧きり沢さわくん」

　そんな枯葉を無む視しして、秋あき津つの笑えみは崩くずれない。

「どうして気付いたの？　教えてくれると嬉うれしいわ」

「誰だれだって気付くさ。……むしろ俺は思い出すのが遅おそかったくらいだ」

　現あらわれた時に気付いていたら。

　いや、せめてあと数秒早ければ、日ひ崎ざきを守れたかもしれないのに。

「お前は昼間、俺に嘘うそを吐ついただろ？」

　そうだ。

　秋津は今日、昼休みに景介を呼び出して告つげた。

　棗なつめちゃんの友達が灰はい原はらさんをいじめてたって噂うわさがあるの──と。

　その時は信じ込んでしまった。が、今考えるとそれは出で鱈たら目めもいいところだ。灰原をいじめていたのは日崎の部ぶ活かつ仲なか間またちであって、木こ陰かげ野のの友人ではない。

「俺は本当のことを知った時、単たんにお前が噂を鵜う呑のみにしただけだろうと思った。そしてそれであの件けんはすっかり忘れちまってた。……まったく冗じよう談だんじゃない。間ま抜ぬけもいいところだ」

　その時によく考えていれば、現れた瞬しゆん間かんに対たい処しよできた。

　でも、一度疑った木陰野が潔けつ白ぱくだったことで罪ざい悪あく感かんを持ち、無む意い識しきに思ってしまったのだ。クラスメイトを疑うなんて最低だ、もう二度とするな、と。

「あれは……俺が枯葉たちを疑うように仕し向むけるための、お前の嘘だったんだ」

　こいつは最初からすべてを知っていた。

　一族の内ない紛ふんのことも、灰原がいじめられていたことも、灰原の好こう意いが景介に向けられていたことも、その好意を枯葉が受け継ついだことも、そして、日崎が枯葉を裏うら切ぎっていたことも。恐らく繁栄派に属ぞくする奴やつなんだろう。枯葉は知らないと言っていたが、そうとしか思えない。

　そして、そうだとすればすべて辻つじ褄つまが合う。

　景介に嘘を吹ふき込んで、木陰野や枯葉を動どう揺ようさせようとしたのだ。人数も少なく里さとから落ち延のびてきたばかりの本家側は、それだけで脆もろくなる。更さらにタイミングよく日崎の裏切りを知らされれば、瓦が解かいしてしまっても不ふ思し議ぎではない。

「私のこと、信じてくれなかったんだ。悲しいなあ」

「ふざけろよ」

「でも言っとくけど、歩ほ摘づみちゃんが霧沢くんと会ったのは計けい算さん外がいだったんだよ。本当はね……霧沢くんに枯葉を誘おびき寄せてもらおうとしたの。そうして、まだ居い所どころの知れない枯葉を殺す、それが計画だったの。途と中ちゆうまでは普ふ通つうに上う手まくいってたんだけど、歩ほ摘づみちゃんのせいで全部おしゃかになっちゃった。……ま、仕し方かたないか。枯かれ葉はや歩摘ちゃんはもちろん、私のこと知ってる一いち族ぞくなんて殆ほとんどいないもの。繁はん栄えい派はの人たちを含ふくめて、ね」

「誰だれだ……？　貴き様さまは」

　歩摘を人ひと質じちに取られている怒いかりからか、それとも頭とう首しゆの娘むすめとして自分の知らない一族の者がいるのが許ゆるせないからか。枯葉の声は震ふるえていた。

「本当に一族なのか。だとしたら母と父の名を言え」

　問とうた枯葉に、

「父親は知らないし、どうでもいいわ。でも母親は、たぶんあなたの知っている人」

　光の獣けものを眺ながめつつ、秋あき津つは答えた。

「この『しらぬえ』の持ち主ぬし……神楽。枯葉、あなたの伯母さまよ」

　伯母さま。

　確たしか昼間に日ひ崎ざきが話していた記き憶おくがある。自分たちが生まれる前に叛はん乱らんを起こそうとした者がいる、と。それは枯葉の母である女性の姉で、結果そいつは、確たしか──、

「莫ば迦かな！　神楽かぐらどのはもう……」

　殺された、とか言わなかったか？

「まったくあなた、考えが甘あまいのね。母さまが死んだところ、あなた、見たの？　見ていないでしょう？　単たんに周まわりからそう聞かされただけ」

「待まて、だったら……」

「ええ、そうね」

　狼ろう狽ばいを見せる枯葉とは対たい照しよう的てきに、秋津は平然としていた。

「私は、繁栄派の長にして鈴すず鹿か一族の正式後継者である……神楽の娘。そして私たちの目的は、あなたのお母さんが私の母さまから奪うばった頭とう首しゆの座ざを奪い返すことにあるのよ」

「……、まさか、そんな」

「ついでだから『つうれん』も取り戻しときたかったんだけど、歩摘ちゃんのこの様よう子すを見ると……今日は持ってきていないみたいね？　それとも出し惜おしみしていたの？」

　愕がく然ぜんとしていた枯葉だったが『つうれん』とかいう単たん語ごに反はん応のうし、気き丈じような態たい度どに戻る。

「宝ほう刀とうをそうやすやすと持ち歩くものか。たとえ持ってきていたとしても貴き様さまなどに渡わたす道どう理りはない。……里さとを裏うら切ぎり山を燃やした者の、娘などにはな」

「あ、そう」

　余よ裕ゆうをあくまで保たもったまま、表情には微み塵じんの揺ゆるぎもない。

「それならそれでいいわ。また次の機き会かいに殺して奪うだけだもの」

　景介は彼女のその笑顔に、また強い違い和わ感かんを覚えた。

　実じつ際さい、一族に関する細こまかな事情はどうでもいい。というより、断だん片ぺん的てきに聞いても理解できないから興きよう味みが薄うすい。それよりも気になるのは、秋あき津つ自じ身しんのことだ。

　つまり、今の秋津と学校での秋津のどちらが、秋津の本ほん心しんからの笑え顔がおなのか。

　どちらかが嘘うそであったのならまだ理解できる。極きよく端たんに演えん技ぎの上う手まい奴やつ、で済すむからだ。

　だが──もしも。

　景けい介すけの印いん象しよう通どおり、つまり笑顔と同どう様ように内ない心しんも変化がなかったとしたら。

　クラスで談だん笑しようしている時とまったく同じ気持ちで、日ひ崎ざきの首を切り落としたんだとしたら。

　──こいつは、まともではない。

　人間だとか一いち族ぞくだとか、そんなこと関係なく、狂くるっている。

　それは景介が、人間だったが故ゆえに──この、一族しかいないという異常な場においての異物だったが故に、感じとれた違い和わ感かんなのかもしれない。

　日崎がああなってしまった理由は景介にもわかる。枯かれ葉はや木こ陰かげ野のだって同じだ。多少偏かたよっているとしても、思し考こうや仕し草ぐさ、考え方は人間と変わりなんかない。だから種しゆが違ちがうといっても理解できるし、心を通じ合わせることだってできた。

　でも、秋津はそうではない。

　人間とは、景介とは明あきらかに違っている。

　通じ合える気が、まるでしないのだ。

「……お前、何者だ？」

　思わず、口を突ついて出た。

　あまりに抽ちゆう象しよう的てきで、しかも言こと葉ばだけ聞くとまるで的まと外はずれな質しつ問もんだった。

　が、

「面おも白しろいこと尋きくなあ、霧きり沢さわくんは」

　秋津はその意味がわかったかのように、くすくすと笑う。

「私が何者か、って？　そうね。この場で唯ゆい一いつ、あなただけがわかって、あなただけがわからないんでしょうね。だってあなたは、私との繋つながりが何ひとつないんだもの。私のことを一番よく知っているつもりだったが故に、私のことがさっぱりわからなくなったのね」

　上じよう品ひんな含み笑い。ひとしきり続いた後で、言った。

「私は私よ。他の何ものでもなく、他の誰だれとも似にていない。世界で唯一、それだけが私のアイデンティティー。……これで答えになっているかしら？」

　人を食った態たい度どに思わず激げつ高こうし、景介は吐はき捨すてる。

「なってねえよ莫ば迦か。もっと俺にわかる言葉で喋しやべれ、この宇う宙ちゆう人じんめ」

「あははっ！」

　それを聞いて、秋津はまた楽しそうに、

「やっぱりあなた、私の思った通りの人。面白いわ。デートの約やく束そく、もっと早くにしておけばよかったな。……あなたのこと、ちょっといいなって思ってたの、本当なのよ？」

　そうしてそのまま、鳥とり籠かごを持ったまま、こちらに背せを向ける。

「待まて！　歩ほ摘づみをどこに連れて行く！　それにまだ話は終わっておらん！」

　枯かれ葉はが叫さけび後を追おうとするが『しらぬえ』はそれを許ゆるさない。

　あくまでこちらを睨にらみつつ、ゆっくりと後じさっていく。来るのなら容よう赦しやしない、そう言いたげだった。……もちろん、これが生いき物ものだなんてとても思えないが。

　闇やみに半なかば身体からだを溶とけ込ませたまま首だけで振ふり返った秋あき津つが、肩かたを竦すくめた。

「心しん配ぱい性しようね。殺さない、って言ったでしょう？　大だい丈じよう夫ぶだって。私たちの目的は、あなたの命いのちと『つうれん』だけ。母さまはね、とても情なさけ深いのよ」

　冗じよう談だんなのか本気なのか、それとも日ひ崎ざきのことなどどうでもいいのか。ばいばい、と手を振ったのを最後に、秋津は闇の中へと去さっていく。

　次いで、しらぬえも。秋津が逃げたのを見み計はからったかのように、まるで電でん源げんの落ちたディスプレイの光のように、その場から消しよう失しつした。

　あとには、静せい寂じやく。

　そして、首から先のなくなった日崎の──尾おノの上うえ梨り々り子この身体だけが残る。




　　　　　　　　　　５




「……枯葉」

　景介はたまらなくなって、立ち尽つくしている少女の名を呼んだ。

　日崎に裏うら切ぎられた時すら気き丈じように振ふる舞まっていた枯葉だったが、景介の声には応えない。

　ぼろぼろになった着物のまま、少し俯うつむいて、顔を見せずにいる。

　──畜ちく生しよう。

　その後ろ姿を見て、口くち惜おしさだけが募つのった。

　どうしてだ。

　せっかく再さい会かいできたのに。元もと通どおり、親友同士に戻れると思ったのに。

　どうして灰枯原葉と尾ノ上日崎を、また引き離はなす？

　景介は──目の前で再ふたたび起きた別べつ離りに、あまりに無む力りよくだった。




　夜の闇に、白いものが混まじり始める。

　粉こな雪ゆきが、薄うすく舞まっていた。







[image: ]







　次の日の昼間、迷まよい家がに呼ばれた。

　数日ぶりに訪おとずれたそこは以前見た雪ゆき景げ色しきとは打って変わって、枯かれ木と茶色の藁わら葺ぶき屋根、灰はい色いろの庭にわ石いしに彩いろどられた、どこか寂さびしさを感じさせる風ふ情ぜいを漂ただよわせていた。冬の日に本ほん家か屋おくなんてそんなものではあるのだろうけれど、やはり今の景けい介すけにはやや堪こたえる。

「よく来たな」

　木こ陰かげ野のに連れられて門に入ると、枯かれ葉はが出で迎むかえてくれた。

　案内され、座や敷しきへ上がる。掘ほり炬燵ごたつの上には蜜み柑かん籠かご。古くさいテレビからは子供向けの教育番組が流れていた。こうして改あらためて見てみると、田舎いなかで過すごす正月みたいだと苦く笑しようする。

「今日はいつ頃ごろまで大だい丈じよう夫ぶなのだ？」

　蜜柑を剥むきつつその教育番組をぼんやりと見ていたら、枯葉が尋たずねてくる。

「七時頃だな」

　昨日は結けつ局きよく、怪け我がの治ち療りようやらなんやらで遅おそくなってしまい、親にどやされた。今日は早めに帰る必ひつ要ようがある。──内ない緒しよで学校をさぼってしまった身みとしては、尚なお更さら。

　それにしても、こいつらはどこまで出で鱈たら目めなんだろうと思う。

　あの後。

　遅おくれてきた木陰野の持ってきた蔵ぞう物ぶつで、景介の怪我はあらかた治なおってしまった。全ぜん身しん打だ撲ぼくに加くわえて肋ろつ骨こつが何本か折おれていたのに、今は普ふ通つうに歩ける。痛いたみ自体はまだ完かん全ぜんに治おさまっていないから多た少しようきついとはいえ、まるで魔ま法ほうだ。

　枯葉は枯葉で全身に切り傷きずやら打ち身みを作っていたのに、蔵物を使いもせずに一ひと晩ばんで完かん治ち。まったくふざけた身体からだをしていると、呆あきれを通り越こして感心する。

　とはいえ、それでも元もとに戻らないものはある。

　首を持ち去られた日ひ崎ざきの身体は──ただの死体になってしまった。

「夕ゆう餉げは食べていくのだろう？」

　と、枯葉がまたこっちを見る。

「いいのか？」

「おお。今日はハンバーグだ。昨日は食べ損そこねたからな。パインも載のる予定だぞ」

「……ちょっと待まて。俺はパインはいらん」

「何な故ぜだ？　甘あまいぞ？　肉と合うぞ？」

「アホかお前。肉に果物くだものなんて邪じや道どうだ。俺のメニューには載ってない」

「ああ、なんということだ」

　枯葉は驚きよう愕がくに目を見開いた。

「早くも趣しゆ味みの不ふ一いつ致ちが発はつ覚かくした。これでは夫ふう婦ふ生活も前ぜん途と多た難なんだ」

「誰だれと誰が夫婦になるってんだよ。俺は受けたつもりはねえぞ」

「このツンデレめ」

「違ちがうって言ってんだろうが！」

　けらけらと楽しそうに笑う様よう子すは、まるで子供だ。

　──まったく。真ま面じ目めな時には大人でも面めん食くらってしまうほどの覚かく悟ごを見せるくせに。

　そんなことを考えていると、木こ陰かげ野のが茶ちやを持ってきてくれた。昨夜ゆうべは結けつ局きよく間に合わなかったことを心しん底そこ悔くやんでいたが、今はそんな様子もなく至いたって普ふ通つうにしている。

　台所からはミリ秒びよう単たん位いで揃そろっているのではないかと思われるほど規き則そく正しい包ほう丁ちようの音。棺かん奈なが料りよう理りの下した拵ごしらえをしているのだ。というか死人が作る料理って、味あじとか大だい丈じよう夫ぶなのか。

　普ふ段だんは授業を受けているはずの昼下がりとあって、なんだか眠ねむくなってきた。昨夜の疲つかれもまだ取れていないし、何より掘ほり炬燵ごたつが温あたたかい。

　目を閉じ、舟ふねを漕こぎかけたその時、静しずかに枯かれ葉はが言った。

「景けい介すけ……少し、いいか」

「なんだ？」

　目を開け顔を向けると、枯葉は立ち上がる。どうやら外に出るらしい。

　なんとなく、行き先の予よ想そうはできた。

　無む言ごんで景介は枯葉についていく。お茶を啜すすりながら木陰野がそれを見送る。

　居い間まの衾ふすまを開け、廊ろう下かを渡わたり、縁えん側がわから草履ぞうりを履はいて外に出る。それから家の周しゆう囲いを半周し、やや開けた、木こ漏もれ日びの射さす裏うら庭にわへ。

「……ここだ」

　思っていた通り──。

　地面に突つき刺さされたやや大きめの石がふたつ、そこにはあった。

　丁てい寧ねいに土を固めてあった。石だってどこから見付けてきたのか、なかなか立りつ派ぱなものだ。

「お前には悪いと思っている。妾わたしには、こんなものしか作ってやれん」

「充じゆう分ぶんだよ」

　景介は微び笑しようする。

　正しよう直じきなところ、形式や体たい面めんなんて別にどうだっていい。宗しゆう教きようを信じている訳わけでもないから、どう弔とむらうのが最さい適てきかなんて主しゆ張ちようも持っていない。

　ただ。

　ふたり並ならんで仲なか良よく眠っているのであれば、それ以上のものは望のぞまない。

　ふと、視し線せんを上に遣やる。

　石を見ているだけでは気付かなかったが、すぐ横に立りつ派ぱな桜さくらの木があった。もちろん今は花もなければ葉もないが、春にはきっと綺き麗れいに咲さくだろう。

「……なあ、枯葉」

　その時の光こう景けいを想そう像ぞうしながら、景介は薄うすく息いきを吸すい込み、

「お前、あんま無む理りすんなよ」

　少しだけ叱しかるような口く調ちようで、言った。

「こういうの、俺は嬉うれしいし、あいつらだって喜よろこぶと思う。でも……死んだ奴やつのことばっか気にかけてても仕し方かたない。お前にはお前のことがあるんだ」

「……景けい介すけ」

「俺だってそうだ。灰はい原はらや尾おノの上うえのことは悲しいけど、やらなきゃいけないことが山ほどある。日ひ崎ざきを取り戻さなきゃならないし、姉さんがどうなったのかも知りたいしな」

「いいのか？」

　枯かれ葉はが問とう。

　それはつまり、足を踏ふみ入れてもいいのか、ということ。

　枯葉に、一いち族ぞくの内ない紛ふんに、これからも関かかわっていていいのか、という──意い志し確かく認にんだった。

「あんま危険なのはごめんだからな」

　だから、いつものように軽かる口くちで応こたえる。

「……そうか」




　呟つぶやいた枯葉の声は、いつもの尊そん大だいな口調と違ちがって珍めずらしくしおらしい。

　背はい後ごから微かすかに、制せい服ふくの袖そでを握にぎられる感かん触しよくがある。

　控ひかえめで、遠えん慮りよするような、それでもどこか力強い、指先。
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　それは枯かれ葉はの意い思しなのか、それとも灰はい原はらがそうさせているのだろうか。

「ありがとう。……やはり優やさしいな、お前は」

「バカ言え」

　わからないけれど、今はまだそれでもいいか、と思った。







あとがき




　初めましての方は初めまして。そうでない方はお久しぶりです。藤ふじ原わら祐ゆうと申もうします。

　前シリーズの『レジンキャストミルク』から八ヶ月と間が空いてしまったのですが、今回新シリーズを開始できる運びとなりました。待まってくださっていた方には本当にすみません。

　……というか、実は僕、前の本のあとがきで『次はファンタジーになる予定です』とかいけしゃあしゃあとまだ確定してもいない事じ項こうを書いてしまったのですが、案あんの定じようというか予定外というか、結局ファンタジーじゃなくなってしまいました。そういう意味でもすみません。シリーズ開始からいきなり謝しや罪ざいの嵐あらしでごめんなさい。おやまた謝あやまった。

　まあ、ファンタジーの定義を思いきり広く解かい釈しやくすればこの話もファンタジーと呼べないこともない気がするのでって苦しい言い訳わけですね。言い訳はみっともないのでやめましょう。

　ともあれ、新シリーズの『アカイロ／ロマンス』、お楽しみ頂いただけたでしょうか。うっかりタイトルにスラッシュを入れてしまったせいで微び妙みように縦たて書がき時の据すわりが悪いけど自じ業ごう自じ得とくだ。

　楽しんでくださったのであれば嬉うれしいです。前のシリーズから読んでくださっている方には、八ヶ月お待たせしてしまった分の面おも白しろさをお届とどけできていればと切せつに願います。ファンタジーだって言ってたのに違ちがうじゃねえか大人はみんな嘘うそつきだ畜ちく生しようという方にも『これはこれで』と納なつ得とくしてくれるようなものを頑がん張ばったつもりです。というか、作者の心はまだ子供なので許してください。大人だけじゃない、子供だって嘘うそつきなんだ。




　ところで今回も『レジンキャストミルク』に引き続き、椋くら本もと夏か夜やさんとのコンビでお送りすることになりました。システムも前作と同どう様ように、担たん当とう編へん集しゆうさん、イラストレーターさんとの三人で密みつに打ち合わせをした上で、物語やキャラクター、設定などの面を文章・イラストの双そう方ほう向こうから補ほ強きようしていくという体制でやっております。

　この方法が読者の方にとってどんな結果を及およぼすかはわからないですし、他との違ちがいなどもなかなか見えにくいものではありますが、少なくとも、この本は制作側が細さい部ぶまで満足・納なつ得とくした上で世よに出たものだというのは断言できます。現時点でのベストを尽つくしました。もし読者の方々が楽しむための一いち助じよになっているなら、これ以上の幸せはありません。




　という訳わけで、担当編集の佐藤さん、並びにイラストの椋本さん、いろいろとありがとうございました。特に今回原げん稿こうが遅おくれに遅れてすみません……。次はよい子になります。なれたらいいと思います。頑張ります。見捨てないでください。

　また編集部を始めとした、アスキー・メディアワークス各部署の皆様、そして校こう閲えつさん、デザイナーさん、お世話になりました。というよりいつもお世話になっております。相変わらず至いたらない点も多々ありますが何なに卒とぞご容よう赦しやのほどを。

　それからスペシャルサンクスで、有あり沢さわまみずさん、成なり田た良りよう悟ごさん。本作執筆時にいろいろ協力して頂いただきました。どうもありがとうございました。特に成田さんは同月刊かん行こうでどっちが先に原稿をあげられるかというチキンレースの中……いや、これ以上は言うまい。




　何より、読者の皆さま。手に取って頂いて本当にありがとうございます。

　面おも白しろい物語にしていこうと思います。できる限りのことはします。

　ですので、これからどうかこのシリーズをよろしくお願いします。


藤ふじ原わら 祐ゆう　
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藤ふじ原わら祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。この文章は九州の自宅ではなく関東にある時雨沢さん宅で書いています。遊びに来ているのに何故か仕事をしている僕を誰か褒めてください。現在就寝中の時雨沢さんの代わりに。

著者近影はそこに持ち込んだ着替え。何泊する気だ。

[image: ]




椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人。お気にの紅茶が廃番になりドしょんぼり中。ハロッズの12番！カムバック！　てなわけで新シリーズ何卒よろしくお願いします。（つながってないし）










アカイロ／ロマンス




少しよう女じよの鞘さや、少しよう女じよの刃やいば








藤ふじ原わら　祐ゆう
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